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市町村職員
フォトグラフ こ の 大 地 に 生 き て

冬の北海道の代名詞になった流氷

海の恵みと共にあるまちの海岸線には、たくさんの釣りざおが並ぶ

　網走といえば監獄が有名ですが、海の恵みと共に
生きているまちでもあります。それは大昔から続いて
おり、本州が古墳時代の頃、北海道のオホーツク海
沿岸には、北方からやって来た海洋漁猟民族による
オホーツク文化が広がっていました。
　市内のモヨロ貝塚をはじめとする遺跡には、たくさ
んの海の幸を食べた跡があり、土器からも海や自然
と共に生きてきた様子が伺えます。また、頭に土器
を被せる埋葬方法や、祭壇に熊の頭蓋骨を並べるな
ど、シャーマニズムが根付いた文化だったと言われ
ています。しかし、オホーツク文化は３～400 年ほど
で北海道から姿を消してしまいました。未だに謎に包
まれた太古のロマンを感じられるまち・網走。ぜひ海
と共に生きた歴史に触れる旅へお越しください。

（くわばら・しほみ）札幌市立高等専門学校（当時）を卒業後、陶芸
家を目指して佐賀県の工房で働いていたが、ひょんなことから漫画家
としてデビューすることになり札幌へ戻る。四コマ漫画を 19 年間連
載しながら、モンゴルの民族楽器である馬頭琴を学ぶ。網走市のモ
ヨロ貝塚館でオホーツク文化を知り衝撃を受け、網走移住を決めた。

網走市地域おこし協力隊　桑原　志保美 さん

オホーツク文化の住居には、熊の頭蓋骨を並べた祭壇が
あったと考えられている
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─最新技術を使いこなす─
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陸・海・空に進出するドローン
　「ドローン」と言えば、小型無人航空機として定着してい
るが、陸海空の領域で活動する無人機の総称でもある。近年
は遠隔操縦技術の発達に伴い、活動の領域を広げている。

・上空を飛行するUAV（Unmanned Aerial Vehicle）
・陸上を走行するUGV（Unmanned Ground Vehicle）
・水上を航行するUSV（Unmanned Surface Vehicle）
・水中を潜航するUUV（Unmanned Underwater Vehicle）

　複数の回転翼（ローター）を搭載し、垂直離着陸と水平飛
行が可能で、狭い範囲で小回りが利く高い機動性を有する
UAVは、建設業や農林業、防災などの分野で普及している。

　内燃機関ではなく、電気で動くモーターを搭載したUAV
は、バッテリーの性能に限界があり、航続距離や積載量、運
用可能な気象条件が限られる。世界各国は機体やバッテリー
技術のブレークスルーを目指してしのぎを削っている。

　一方、ロシアによるウクライナ侵攻で、露ウ両軍は大量の
UAVを戦場に投入。火力を正確に投射する手段として、急
激な進歩を続けている。その成果は民生用ドローンにも還元
されるなど、軍民両用（デュアルユース）化も進んでいる。

　私たちの身の回りでも、多様な場面でUAVを中心とする
ドローンを活用する機会が増えてきた。身近な存在になりつ
つあるドローンをどう活用していくのか考えてみたい。
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「プラクティス」の発行回数を変更します
　市町村政策情報誌「プラクティス」は、平成 21 年９月の創刊から、通算 43 号の
誌齢を重ねて参りました。これまで取材や情報提供など、多大なるご協力を賜りま
した市町村の皆様に心よりお礼申し上げます。さて、当協会の事業見直しの一環と
して、年３回の発行回数を令和６年度から 10 月と３月の年２回に変更することと
いたしましたのでお知らせします。なお、今後とも、市町村の政策情報や地域活性
化に向けた特色ある取組に特化した誌面づくりに努めて参りますので、ご愛読の皆
様にはご理解を賜りますようお願いいたします。

編集担当○○×余録
▼ 報道の仕事をしていたその昔─。奥行きのある俯瞰した構図の写真が撮りたいと
思ったときや、壁やドアなど障害物の向こうに被写体があるとき（家宅捜索の時と
か）には、まずは背伸び。次は頭上にカメラを掲げ、目見当でシャッターを切る。
もっと高さが必要になると三段脚立、四段脚立とエスカレートし、車の屋根によじ
登ることも。脚立から転落し怪我したことも数知れず。何とかと煙は高い所が─と
後ろ指をさされ…。ドローンがあれば、どれだけ便利だったのだろうと思います。
▼ ネット上のニュースサイトなどで「ドローン」をキーワードに検索すると「ウク
ライナ」「ロシア軍」「フーシ派」などの単語が目立ちます。軍事技術を民生技術に
転用することをスピンオフ、その逆をスピンオン、軍民の境界があいまいな技術を
デュアルユースと呼びます。軍事用ドローンの目として、日本製デジタルカメラが
使用されたり、民生用ドローンが軍事転用されたりすることも。多様で複雑な先端
技術をどう使っていくのか。関心を持って見守っていきたいものです。〈ま〉

政策力形成ゼミナールを開催しました

　「政策力形成ゼミナール」は、当協会の調査研究事業の一環として、北海道大学公共政策大学院客員教授
で、一般社団法人・地域研究工房代表理事を務める小磯修二氏を主任講師としてお迎えし、市町村職員の政
策形成能力の一層の向上を目的とする事業です。第１回を令和５年８月 24・25 日、第２回を 10 月 26・27 日
に北海道自治会館で開催し、11 人の市町職員が参加しました。
　第１回は、小磯氏による「北海道における地域政策の系譜」「北海道の地域経済構造の特性」「地域分析の
手法─ＥＢＰＭの視点─」をテーマとする講義の後、参加者全員で活発な討議を行いました。
　第２回は、國學院大學観光まちづくり学部の塩谷英生教授、公益財団法人北海道環境財団の宇山生朗氏を
客員講師としてお招きしました。塩谷教授は「市町村における観光政策の課題と戦略─経済効果を高めるた
めの施策体系─」について、宇山氏は「脱炭素が地域にもたらすものは？」をテーマとする講義と、温室効
果ガス排出量の削減を進めるロールプレイング型のカードゲームを通じて、地域における脱炭素施策の在り
方について理解を深めました。
　本ゼミナールは令和６年度も引き続き開催する予定です。参加者の募集等につきましては、当協会ホーム
ページ及び各市町村の職員研修等担当課にＥメールでお知らせする予定です。

▲ 小磯主任講師による講義 ▲ 脱炭素を考えるカードゲームの様子
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本誌名「プラクティス」の由来
「プラクティス」＝「実行」の意味。自治体職員が業務で直接活用
できる実践的な情報誌という趣旨で名づけました。
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中
に
シ
ス
テ
ム

を
統
一
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
ど
の
企
業
を

選
び
、
外
れ
た
企
業
に
は
ど
う
補
償
す
る

の
か
と
い
う
問
題
も
生
じ
ま
す
。
そ
の
た

め
の
調
整
作
業
を
ど
の
部
局
が
担
当
す
る

の
か
と
い
う
議
論
に
も
な
り
ま
す
。

　

大
き
な
課
題
と
し
て
人
材
確
保
が
あ
り

ま
す
。
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
た
め
に
新
し
い
人

を
採
用
す
る
か
、
庁
内
で
育
て
る
か
と
い

う
2
つ
の
方
法
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
採
用
す
る
職
員
の
多
く
は
、
既
に

デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
を
持
っ
て
い
る
世
代
で

す
。
大
切
な
の
は
、
今
い
る
職
員
を
ど
う

育
て
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
治
体
Ｄ

Ｘ
の
最
前
線
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
研
修

や
職
場
環
境
の
整
備
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

民
間
と
の
人
事
交
流
も
有
効
な
手
段
で
す
。

老
い
て
は
子
に
従
え
─
が
大
切

　

市
町
村
長
や
50
代
の
管
理
職
は
「
Ｄ
Ｘ

と
い
う
言
葉
は
聞
い
た
事
が
あ
る
け
ど
、

ど
う
や
っ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
れ
ば
い
い
で

す
か
」
と
言
い
ま
す
。
私
は
「
Ｄ
Ｘ
は
デ

ジ
タ
ル
化
で
は
な
く
、
仕
組
み
の
変
革
で

す
。
そ
の
変
革
を
邪
魔
し
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　

邪
魔
と
言
う
の
は
少
し
言
い
過
ぎ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
か
つ
て
大
学
で
電
子

メ
ー
ル
が
導
入
さ
れ
た
際
に
「
俺
は
電
子

メ
ー
ル
な
ん
か
見
な
い
か
ら
紙
で
寄
こ

せ
」
と
い
う
人
が
い
ま
し
た
。
結
局
は
1

人
だ
け
に
紙
を
出
す
わ
け
に
も
い
か
ず
、

電
子
メ
ー
ル
と
紙
の
両
方
で
伝
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
全
く
無
駄
で
す
よ
ね
。

市
町
村
の
現
場
で
も
、
こ
う
し
た
こ
と
が

あ
り
「
俺
の
分
か
ら
な
い
こ
と
を
や
る
の

は
け
し
か
ら
ん
」
と
い
う
人
が
必
ず
い
ま

す
。
紙
で
情
報
を
得
て
い
た
50
代
以
上
の

人
た
ち
と
、
デ
ジ
タ
ル
世
代
の
若
者
で

は
、
情
報
収
集
の
方
法
が
全
く
違
い
ま

す
。
こ
れ
が
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
で
す
。

　

市
町
村
長
や
管
理
職
は
ギ
ャ
ッ
プ
を
問

題
視
す
る
の
で
は
な
く
「
老
い
て
は
子
に

従
え
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
率
先
し
て

「
任
せ
た
」「
や
っ
て
み
ろ
」
と
い
う
姿
勢

を
み
せ
な
け
れ
ば
、
若
い
職
員
は
伸
び
ま
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Ｄ
Ｘ
で
目
指
す
社
会
と
は

　

令
和
3
年
5
月
に
「
北
海
道
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ

ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
推
進
会
議
」
が
発
足
し
、

座
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
言
う
Ｓ

ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
と
は
、
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、
革
新
的
な

技
術
と
人
々
の
暮
ら
し
が
融
合
す
る
こ
と

で
、
便
利
で
快
適
な
生
活
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
る
持
続
可
能
な
社
会
を
意
味
し

ま
す
。
人
の
手
で
行
っ
て
い
る
作
業
を
デ

ジ
タ
ル
技
術
が
担
う
こ
と
で
、
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
3
年
度
に
道
が
策
定
し

た
「
北
海
道
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
推

進
計
画
」
は
、
人
手
不
足
の
解
消
や
医
療

格
差
の
是
正
、
地
域
に
お
け
る
教
育
の
確

保
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
未
来
技
術

の
活
用
で
解
決
し
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
や

産
業
の
創
出
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
を
図

り
、
活
力
あ
ふ
れ
る
未
来
社
会
を
実
現
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
計
画
で
掲

げ
た
暮
ら
し
、
産
業
、
行
政
の
3
つ
の
分

野
に
加
え
、
横
断
的
な
視
点
と
し
て
デ
ー

タ
の
利
活
用
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
基
盤
整

備
を
施
策
の
柱
と
し
て
、
オ
ー
ル
北
海
道

の
態
勢
で
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
以
前
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
戦
略
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
情
報
端

末
さ
え
あ
れ
ば
「
何
か
で
き
る
は
ず
」
と

い
う
思
惑
が
あ
り
、
そ
の
普
及
率
自
体
を

Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
と
し
て

捉
え
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ

ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
以
降
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
デ
ー
タ
で
社
会
の
仕
組
み
を
変
え
る
」

と
い
う
考
え
方
が
基
本
に
な
り
ま
し
た
。

　

安
全
と
安
心
を
確
保
し
、
国
民
一
人
ひ

と
り
の
多
様
な
幸
せ
を
実
現
す
る
た
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
超
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
恩
恵

を
全
て
の
人
が
享
受
で
き
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
科
学
技

術
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技
術
革
新
）
が

不
可
欠
で
あ
り
、
そ
こ
に
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
が
関

わ
っ
て
き
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
す
る

　
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て

産
業
や
住
民
生
活
、
行
政
の
仕
組
み
を
変
革
す
る
こ
と
に
あ
る
。
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
牽
引
す
る

職
員
を
育
成
す
る
に
は
、
市
町
村
長
や
管
理
職
の
理
解
こ
そ
が
欠
か
せ
な
い
と
呼
び
掛
け
る
。

北
海
道
大
学
総
長
特
命
参
与
・
名
誉
教
授

札
幌
市
Ｃ
Ｄ
Ｏ
補
佐
官

山や
ま

本も
と 

強つ
よ
し 

さ
ん

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
本
質
と
は
何
か　
リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

❶

デ
ジ
タル
技
術
で
社
会
を
変
え
る

変
革
を
邪
魔
し
ない
包
容
力
が
必
要
だ

長
沼
町
出
身
。
北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
中
退
。
工
学
博
士
。
北
海
道
大
学
工
学

部
助
教
授
、
大
学
院
情
報
科
学
研
究
科
教
授
、
産
学
・
地
域
協
働
推
進
機
構
特
任
教
授
な
ど
を
経
て
、

令
和
5
年
か
ら
現
職
。
3
年
か
ら
北
海
道
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
推
進
会
議
座
長
を
務
め
る
。
70
歳
。
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セ
ン
サ
ー
の
種
類
と
性
能
が
鍵

　

ド
ロ
ー
ン
と
は
、
無
人
航
空
機
（
Ｕ
Ａ

Ｖ
）
の
総
称
で
す
が
、
複
数
の
ロ
ー
タ
ー

を
持
つ
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
型
や
、
農
業
分

野
で
は
以
前
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
る
シ
ン

グ
ル
ロ
ー
タ
ー
型
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
ほ

か
に
も
、
固
定
翼
の
機
体
も
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
合
わ

せ
て
使
い
分
け
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
す
こ
と
は
、
手
段
で

あ
っ
て
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ド
ロ
ー

ン
を
飛
ば
す
こ
と
自
体
に
意
味
が
あ
る
の

で
は
な
く
、
飛
ば
す
こ
と
で
何
を
得
る
の

か
、
得
た
も
の
を
ビ
ジ
ネ
ス
あ
る
い
は
行

政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
何
に
役
立
て
る
の
か

と
い
う
視
点
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ド
ロ
ー

ン
が
登
場
し
た
当
初
は
、
ま
ず
は
飛
ば
し

て
画
像
や
動
画
を
撮
影
す
る
こ
と
が
目
的

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
普
及
が
進
む
に

つ
れ
て
、
撮
影
か
ら
デ
ー
タ
の
取
得
に
移

り
、
現
在
は
そ
の
デ
ー
タ
を
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
く
の
か
と
い
う
段
階
で
す
。

　

こ
の
た
め
最
近
は
、
機
体
性
能
よ
り
も

セ
ン
サ
ー
の
種
類
や
性
能
が
重
視
さ
れ
て

い
ま
す
。
セ
ン
サ
ー
に
は
可
視
光
、
赤
外

線
、
レ
ー
ザ
ー
な
ど
の
種
類
が
あ
り
、
可

視
光
な
ら
ど
の
程
度
の
解
像
度
が
あ
る
の

か
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
、
用
途

に
合
っ
た
セ
ン
サ
ー
を
選
択
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
機
体
そ
の
も
の
は
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
良
く
て
、
安
全
に
飛
行

が
で
き
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

令
和
4
年
12
月
に
改
正
航
空
法
が
施
行

さ
れ
、
レ
ベ
ル
4
の
「
有
人
地
帯
に
お
け

る
目
視
外
で
の
自
律
飛
行
」
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
航
空
機

に
近
い
形
で
実
用
的
な
ド
ロ
ー
ン
利
用
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
民
間
研
究
所
の
試

算
で
は
、
国
内
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
ビ
ジ

ネ
ス
の
市
場
規
模
は
、
令
和
4
年
度
現
在

で
３
０
８
６
億
円
に
上
り
ま
す
。
市
場
規

模
は
3
年
度
と
比
べ
て
34
％
も
増
加
し
ま

し
た
。
分
野
別
で
は
サ
ー
ビ
ス
市
場
が
１

５
８
７
億
円
と
最
も
大
き
く
、
機
体
市
場

が
８
４
８
億
円
、
周
辺
サ
ー
ビ
ス
市
場
が

６
５
２
億
円
で
す
。
レ
ベ
ル
4
移
行
を
追

い
風
に
今
後
、
市
場
規
模
は
さ
ら
に
拡
大

し
、
令
和
10
年
に
は
９
３
４
０
億
円
に
達

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
レ
ベ
ル
4
飛
行
」の
課
題

　

内
閣
府
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
有
人
地

帯
上
空
で
の
目
視
外
飛
行
、
い
わ
ゆ
る

「
レ
ベ
ル
4
」
の
飛
行
を
令
和
5
年
ま
で

に
実
現
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

改
正
航
空
法
に
基
づ
き
、
無
人
航
空
機
の

機
体
認
証
と
技
能
証
明
の
制
度
が
新
た
に

　
道
内
で
は
平
成
28
年
の
台
風
災
害
を
契
機
に
建
設
や
防
災
の
分
野
で
ド
ロ
ー
ン
の
有
効

性
に
対
す
る
認
識
が
一
気
に
広
が
っ
た
。
さ
ら
な
る
利
活
用
の
促
進
に
は
、
多
様
な
分
野
で

ド
ロ
ー
ン
を
共
有
す
る
「
マ
ル
チ
ユ
ー
ス
」
に
よ
る
コ
ス
ト
抑
制
が
不
可
欠
と
指
摘
す
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｄ
ｉ
ｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
北
海
道
研
究
会

副
理
事
長　
北
海
道
ド
ロ
ー
ン
協
会
事
務
局
長

藤ふ
じ

原わ
ら 

達た
つ

也や 

さ
ん

ド
ロ
ー
ン
を
使
い
こ
な
す
た
め
の
基
礎
知
識
　
リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

❷

ド
ロ
ー
ン
利
活
用
の
現
状
と
課
題

マル
チユ
ー
ス
で
運
用
コス
ト
の
抑
制
を

札
幌
市
出
身
。
北
海
道
大
学
工
学
部
土
木
工
学
科
卒
。
民
間
企
業
勤
務
を
経
て
一
般
社
団
法
人
北
海
道

産
学
官
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
副
理
事
長
・
事
務
局
長
。
産
学
官
Ｃ
Ｉ
Ｍ
・
Ｇ
Ｉ
Ｓ
研
究
会
事
務
局
長
、
北

海
道
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
推
進
研
究
会
事
務
局
長
な
ど
も
務
め
、
行
政
や
企
業
、
大
学
な
ど
の
連
携
を
深
め
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
67
歳
。
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せ
ん
。
そ
の
意
味
で
は
、
市
町
村
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
と
て
も
重
要
に
な
り

ま
す
。
Ｄ
Ｘ
の
取
組
が
進
ん
で
い
る
市
町

村
ほ
ど
、
市
町
村
長
や
管
理
職
の
理
解
が

進
ん
で
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
へ
の
批
判

　

自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
象
徴
す
る
存
在
と
し
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
役

所
の
窓
口
に
行
か
な
く
て
も
、
コ
ン
ビ
ニ

店
な
ど
で
住
民
票
や
戸
籍
証
明
書
な
ど
を

取
得
で
き
る
こ
と
が
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

で
す
が
、
そ
の
最
後
に
出
て
く
る
の
が
結

局
は
“
紙
”
で
あ
る
こ
と
に
は
大
き
な
違

和
感
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
や
運
転
免
許

証
の
紐
付
け
は
、
多
く
の
国
で
行
わ
れ
て

お
り
、
全
く
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
誤

登
録
に
よ
る
個
人
情
報
の
漏
洩
に
関
す
る

問
題
を
マ
ス
コ
ミ
が
盛
ん
に
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。
情
報
漏
洩
は
確
か
に
大
き
な
問

題
で
す
が
、
全
体
か
ら
み
れ
ば
、
小
さ
な

ミ
ス
を
大
き
く
取
り
上
げ
、
制
度
そ
の
も

の
を
否
定
す
る
よ
う
な
論
調
を
展
開
す
る

こ
と
は
間
違
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

変
革
を
進
め
よ
う
と
す
る
と
き
、
不
具

合
は
必
ず
起
き
ま
す
。
そ
の
こ
と
だ
け
を

捉
え
て
徹
底
的
に
批
判
し
、
新
た
な
芽
を

摘
ん
で
し
ま
う
風
潮
が
広
が
れ
ば
「
変
え

な
け
れ
ば
問
題
は
起
き
な
い
」
と
い
う
消

極
的
な
思
考
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
高
齢
者
は
デ
ジ
タ
ル
が
苦
手
」「
高
齢

者
が
不
便
を
感
じ
て
い
る
」
と
し
て
、
デ

ジ
タ
ル
化
に
否
定
的
な
声
を
聞
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
若
者
よ
り
も
き
ち

ん
と
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
て
い
る
高
齢

者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
は
ア

ナ
ロ
グ
と
い
う
決
め
付
け
は
、
あ
る
意
味

で
危
険
な
考
え
方
で
す
。
こ
れ
も
「
変
え

る
こ
と
」
に
対
す
る
抵
抗
感
、
い
わ
ゆ
る

現
状
維
持
バ
イ
ア
ス
と
い
う
も
の
が
、
Ｄ

Ｘ
を
進
め
る
上
で
大
き
な
障
害
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

企
業
が
享
受
す
る
メ
リ
ッ
ト

　

自
治
体
Ｄ
Ｘ
は
、
住
民
の
暮
ら
し
や
産

業
に
も
変
革
を
も
た
ら
し
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
窓
口
業
務
や
手
続
き
が
簡
単
か
つ
便

利
に
な
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
大

き
く
寄
与
し
ま
す
。
多
種
多
様
な
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
一
元
化
す
る
こ
と
で
、
民
間
企

業
も
必
要
な
情
報
を
効
率
的
に
取
得
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る

デ
ー
タ
流
通
で
す
ね
。
例
え
ば
土
地
利
用

の
状
況
は
、
行
政
側
も
民
間
企
業
も
高
い

関
心
が
あ
る
デ
ー
タ
の
一
つ
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
一
つ
で
あ
る
ド

ロ
ー
ン
（
小
型
無
人
航
空
機
）
を
活
用
す

れ
ば
、
詳
細
で
定
期
的
な
調
査
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
か
つ
て
は
航
空
写
真
な
ど
を

基
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
撮
影
が
可
能
と
な
り
、
低
い
コ

ス
ト
で
デ
ー
タ
化
が
可
能
で
す
。
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
を
網
羅
的
に
整
理
し
、
検
索
機

能
を
付
け
た
マ
ス
タ
ー
デ
ー
タ
を
オ
ー
プ

ン
に
す
る
こ
と
で
、
従
来
は
紙
の
台
帳
を

全
て
閲
覧
し
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
作

業
を
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
で
、
民
間
企
業
に
と
っ
て
も
極

め
て
有
益
な
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｘ
を
効
果
的
に
取
り
入
れ
た
代
表
的

産
業
の
一
つ
が
建
設
業
で
す
。
か
つ
て
は

紙
中
心
の
仕
事
で
、
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し

て
も
、
画
像
を
撮
影
す
る
だ
け
の
状
況
で

し
た
。
最
近
の
現
場
で
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ

（
衛
星
測
位
シ
ス
テ
ム
）
の
位
置
情
報
と

重
機
に
搭
載
し
た
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー

で
得
た
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
基
に
し
て
、

以
前
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
技
術
だ
け
が
頼

り
だ
っ
た
作
業
を
最
適
化
す
る
と
い
う
大

変
革
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
む
企
業
に
対
し
て
、
発

注
者
の
国
や
自
治
体
が
入
札
な
ど
で
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
大
き

な
要
因
で
も
あ
り
ま
す
が
、
Ｄ
Ｘ
を
進
め

る
メ
リ
ッ
ト
を
“
見
え
る
化
”
す
る
こ
と

は
、
他
の
分
野
で
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
上
で
も

参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

住
民
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

　

住
民
に
と
っ
て
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
仕
事
や
暮
ら
し
の
面
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
手
続
き
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
簡
単

に
短
時
間
で
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
た
だ
、
多
く
の
住
民
に
と
っ
て
住
民

票
が
毎
年
必
要
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
戸
籍
が
必
要
に
な
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
書
類
を
必

要
と
し
て
い
る
の
は
行
政
側
な
の
で
す
。

　

住
民
に
し
て
み
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
恩
恵

を
感
じ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
住
民

票
や
戸
籍
に
関
す
る
市
町
村
の
事
務
量
は

膨
大
な
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
作
業
を
電

子
化
・
自
動
化
す
る
こ
と
で
、
行
政
の
負

担
を
減
ら
し
、
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

い
く
ら
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
で
便
利
に
な
り

ま
す
よ
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
、
住
民
の

皆
さ
ん
は
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん
。
行
政
の
負

担
が
大
き
く
減
る
こ
と
で
「
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
に
関
わ
る
サ
ー
ビ
ス
が
こ
れ
だ
け
充

実
し
ま
す
」
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
の
方
法
が

必
要
で
す
。
行
政
サ
イ
ド
は
も
っ
と
自
信

を
持
っ
て
Ｄ
Ｘ
の
メ
リ
ッ
ト
を
住
民
に
伝

え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
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習
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
こ
う

し
た
取
組
を
少
し
ず
つ
発
展
さ
せ
、
行
政

の
現
場
で
ド
ロ
ー
ン
に
通
じ
た
人
材
が

育
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

札
幌
以
外
の
地
域
で
も
ド
ロ
ー
ン
パ
イ

ロ
ッ
ト
を
増
や
す
取
組
を
着
実
に
進
め
て

い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
札
幌
に
は
複

数
の
ス
ク
ー
ル
が
あ
り
ま
す
が
、
地
方
に

は
ま
だ
少
な
い
状
況
で
す
。
災
害
時
に
札

幌
か
ら
駆
け
付
け
る
の
で
は
な
く
、
地
元

に
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
い
れ
ば
、
初
動
段
階
で

大
き
な
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
で
遊
ぶ
観
光
地
に

　

農
業
分
野
で
も
、
農
薬
や
肥
料
の
散
布

に
加
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を

活
用
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
に
搭
載
し
た
セ
ン

サ
ー
で
作
物
の
生
育
状
況
や
疫
病
に
よ
る

被
害
な
ど
を
測
定
・
評
価
す
る
な
ど
、
ス

マ
ー
ト
農
業
を
実
現
す
る
上
で
は
欠
か
せ

な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
道
で
ヒ

グ
マ
に
よ
る
農
業
被
害
や
人
身
被
害
、
市

街
地
へ
の
出
没
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
以

前
は
人
力
だ
け
が
頼
り
だ
っ
た
生
態
調
査

や
出
没
時
の
捜
索
活
動
な
ど
に
ド
ロ
ー
ン

を
活
用
し
、
安
全
で
効
率
的
な
調
査
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
市
町

村
な
ど
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
分
野
で
は
個
人
的
な
趣
味
の
範
囲

で
の
利
用
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
自
分

で
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
て
風
景
な
ど
を
撮

影
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
し
た
り
、
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
で
格
好
良
く
滑
っ
て
い
る
姿

を
撮
影
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
個
人
的

な
利
用
を
め
ぐ
っ
て
は
、
旅
行
先
で
ド

ロ
ー
ン
を
飛
ば
す
道
内
外
か
ら
の
旅
行
者

を
含
め
、
安
全
面
で
の
課
題
が
多
く
、
き

ち
ん
と
し
た
ル
ー
ル
作
り
が
必
要
で
あ

り
、
行
政
に
よ
る
一
定
程
度
の
仕
切
り
が

欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。
単
独
の
市
町

村
だ
け
で
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
道

が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
策
定
し
て
市
町

村
と
共
有
し
、
安
全
に
ド
ロ
ー
ン
の
飛
行

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
観
光
地
と
し
て

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
一
つ
の
観
光
コ

ン
テ
ン
ツ
と
し
て
成
り
立
つ
可
能
性
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

も
っ
と
観
光
分
野
で
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
で
き
な
い
か
と
、
観
光

事
業
者
と
話
し
合
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
キ
ャ
ン
プ
場
に
食
材
を
運
ん
だ
り
、

湖
で
カ
ヌ
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
人
に
食
事

を
届
け
た
り
、
ゴ
ル
フ
場
で
プ
レ
イ
中
の

人
に
ワ
イ
ン
を
届
け
た
り
す
る
な
ど
、
主

に
富
裕
層
向
け
の
観
光
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て

特
別
な
体
験
を
提
供
す
る
こ
と
が
ビ
ジ
ネ

ス
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
建
設
業
や
農
業
分
野
の
よ
う
に
普

及
が
進
む
か
と
言
え
ば
、
ま
だ
ま
だ
時
間

が
か
か
り
そ
う
で
す
。

軽
貨
物
自
動
車
に
は
勝
て
な
い

　

物
流
の
分
野
で
も
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
過
疎
地
域
で
の
買

い
物
支
援
な
ど
に
活
用
す
る
た
め
の
実
証

実
験
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
全
国
各
地
で

開
か
れ
る
ド
ロ
ー
ン
の
展
示
会
で
も
、
物

流
を
テ
ー
マ
と
す
る
展
示
が
増
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
実
用
化
は
簡
単
に
は
進
ま

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
最
大

の
要
因
は
コ
ス
ト
の
問
題
で
す
。

　

機
体
の
購
入
費
用
や
離
着
陸
場
所
の
整

備
費
用
、
運
行
や
荷
役
に
関
わ
る
人
た
ち

の
人
件
費
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し

た
費
用
を
積
み
上
げ
て
い
く
と
、
軽
貨
物

自
動
車
と
採
算
性
で
勝
負
し
て
も
負
け
て

し
ま
い
ま
す
。
人
口
密
度
の
低
い
過
疎
地

域
で
ド
ロ
ー
ン
を
宅
配
に
活
用
す
る
実
証

実
験
も
始
ま
り
ま
し
た
が
、
実
用
化
に
進

む
に
は
コ
ス
ト
が
ネ
ッ
ク
に
な
り
ま
す
。

　

安
全
な
離
着
陸
場
所
の
確
保
や
航
続
距

離
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
航
続
距
離
は
荷

物
の
重
さ
と
の
相
関
関
係
に
あ
り
、
重
い

荷
物
を
積
め
ば
積
む
ほ
ど
、
バ
ッ
テ
リ
ー

の
消
耗
が
早
く
な
り
、
遠
く
に
は
飛
べ
ま

せ
ん
。
遠
く
に
飛
ば
す
に
は
、
荷
物
を
軽

く
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
問
題

は
バ
ッ
テ
リ
ー
技
術
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー

が
起
き
な
け
れ
ば
解
決
は
困
難
で
す
。

　

海
外
で
は
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
荷
物
の
宅

配
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
米
国
の
都
市
部

で
は
戸
建
て
住
宅
に
広
い
庭
が
あ
り
、
ド

ロ
ー
ン
が
離
発
着
で
き
ま
す
が
、
住
宅
が

密
集
し
、
高
層
住
宅
も
多
い
日
本
の
都
市

部
で
実
用
化
す
る
の
は
極
め
て
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
物
流
の
分
野

で
は
、
道
路
が
無
い
よ
う
な
場
所
や
積
雪

で
車
両
が
通
行
で
き
な
い
場
所
に
荷
物
を

運
ぶ
と
い
う
想
定
が
最
も
有
力
だ
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
物
流
だ
け
で
は
採
算
が

取
れ
な
い
の
で
、
防
災
や
観
光
な
ど
の
幅

広
い
分
野
で
機
材
を
活
用
す
る
マ
ル
チ

ユ
ー
ス
を
実
現
し
、
ト
ー
タ
ル
で
収
益
を

確
保
す
る
取
組
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

北海道ドローン協会が当別練習場で開催し
たドローン操縦体験会（令和5年）

特集 ドローン入門‌─‌最新技術を使いこなす
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創
設
さ
れ
、
認
証
を
受
け
た
機
体
を
技
能

証
明
制
度
に
よ
る
操
縦
ラ
イ
セ
ン
ス
を
有

す
る
者
が
運
航
ル
ー
ル
に
従
っ
て
操
縦
す

る
場
合
に
は
、
国
交
省
の
許
可
・
承
認
を

受
け
る
こ
と
で
レ
ベ
ル
4
飛
行
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
レ
ベ
ル
4
飛
行
の
実
現
に
向

け
た
動
き
は
遅
れ
て
い
ま
す
。
原
因
と
し

て
は
、
機
体
の
技
術
開
発
が
追
い
付
い
て

い
な
い
こ
と
や
半
導
体
不
足
に
加
え
、
情

報
セ
キ
リ
ュ
テ
ィ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

政
府
調
達
で
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

懸
念
が
あ
る
ド
ロ
ー
ン
は
排
除
さ
れ
て
い

ま
す
。
地
方
自
治
体
は
対
象
外
で
す
が
、

経
産
省
な
ど
が
令
和
4
年
3
月
に
策
定
し

た
「
無
人
航
空
機
を
対
象
と
し
た
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

は
、
一
般
利
用
、
産
業
利
用
、
防
災
や
警

備
で
の
利
用
、
安
全
保
障
な
ど
、
4
段
階

の
使
用
目
的
に
応
じ
て
、
記
録
映
像
や
飛

行
デ
ー
タ
、
各
種
セ
ン
サ
ー
で
取
得
し
た

デ
ー
タ
な
ど
の
漏
洩
リ
ス
ク
に
配
慮
す
る

よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
自
治
体
な
ど
が
産

業
用
や
防
災
用
な
ど
に
ド
ロ
ー
ン
を
導
入

す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
実
質
的
に
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
配
慮
し
た
ド
ロ
ー
ン
を
利

用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
、
経
産
省
が

主
導
し
て
国
産
ド
ロ
ー
ン
の
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
普
及
に

課
題
が
あ
り
ま
す
。
国
内
で
は
世
界
最
大

手
の
Ｄ
Ｊ
Ｉ
（
大
疆
創
新
科
技
）
を
中
心

と
す
る
中
国
製
ド
ロ
ー
ン
が
圧
倒
的
な

シ
ェ
ア
を
持
っ
て
い
ま
す
。
画
像
や
動
画

を
撮
影
す
る
だ
け
の
ド
ロ
ー
ン
で
あ
れ

ば
、
20
万
円
程
度
で
購
入
で
き
ま
す
。
国

内
に
Ｄ
Ｊ
Ｉ
ほ
ど
の
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
優
れ
た
ド
ロ
ー
ン
は
な
く
、
一
般

的
な
民
間
市
場
で
は
Ｄ
Ｊ
Ｉ
一
択
と
い
う

状
況
に
あ
り
ま
す
。
国
産
ド
ロ
ー
ン
は
生

産
能
力
の
確
保
と
低
価
格
化
と
い
う
課
題

を
解
決
し
な
け
れ
ば
、
民
間
市
場
で
の
普

及
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

連
続
台
風
で
有
効
性
を
認
識

　

道
内
で
は
建
設
業
や
農
業
分
野
、
防
災

を
中
心
と
す
る
行
政
分
野
で
ド
ロ
ー
ン
の

活
用
が
先
行
的
に
進
ん
で
い
ま
す
。
建
設

分
野
で
有
効
性
が
広
く
認
知
さ
れ
た
の

は
、
道
東
を
中
心
に
河
川
の
氾
濫
や
土
砂

災
害
が
相
次
い
だ
平
成
28
年
の
連
続
台
風

災
害
が
き
っ
か
け
で
す
。
国
道
２
７
４
号

の
日
勝
峠
が
長
期
間
不
通
に
な
る
な
ど
、

山
間
部
を
含
む
広
い
地
域
で
同
時
多
発
的

に
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
二
次
災
害
の

危
険
性
が
高
く
、
人
が
近
付
け
な
い
エ
リ

ア
の
被
害
や
面
的
に
被
災
状
況
を
把
握
す

る
上
で
ド
ロ
ー
ン
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。

迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
災
害
現
場
で

ド
ロ
ー
ン
が
有
効
だ
と
い
う
認
識
は
、
こ

の
災
害
で
一
気
に
広
が
り
ま
し
た
。

　

特
に
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
た
デ
ジ
タ

ル
画
像
か
ら
、
自
動
的
に
3
次
元
モ
デ

ル
を
作
成
す
る
「
Ｓ
ｆ
Ｍ
・
Ｍ
Ｖ
Ｓ

（S
tru

c
tu

re
 fro

m
 M

o
tio

n
/

M
u

lti V
ie

w
 S

te
re

o

）」
と
い
う

技
術
が
実
用
化
さ
れ
た
影
響
が
大
き
い
と

思
い
ま
す
。
以
前
は
技
術
者
が
手
作
業
で

等
高
線
を
引
い
て
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
の

で
、
か
な
り
の
時
間
と
費
用
が
掛
か
り
ま

し
た
。
こ
の
技
術
と
ド
ロ
ー
ン
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
り
、
短
時
間
で
3
次
元
モ
デ
ル

を
作
成
で
き
る
の
で
、
建
設
分
野
に
は
不

可
欠
な
存
在
で
す
。

ド
ロ
ー
ン
も
使
え
る
人
材
を

　

最
近
は
災
害
対
策
に
当
た
る
官
公
庁
や

企
業
、
警
察
、
消
防
だ
け
で
な
く
、
報
道

機
関
や
個
人
も
被
災
地
で
ド
ロ
ー
ン
を
飛

ば
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
画
像
や
動
画

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
ア
ッ
プ
す
る
人
も
増
え

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
被
災
地
上
空
を

多
種
多
様
な
ド
ロ
ー
ン
が
無
秩
序
に
飛
び

交
い
、
誰
も
制
御
し
て
い
な
い
状
況
が
生

じ
て
い
ま
す
。
有
人
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な

ら
、
航
空
管
制
や
飛
行
の
制
限
な
ど
も
可

能
で
す
が
、
ド
ロ
ー
ン
に
は
そ
れ
が
あ
り

ま
せ
ん
。
平
成
30
年
の
胆
振
東
部
地
震
で

も
、
多
数
の
ド
ロ
ー
ン
が
入
り
乱
れ
る
状

況
に
な
り
ま
し
た
。
墜
落
や
衝
突
な
ど
の

事
故
を
防
ぐ
に
は
、
必
要
な
機
体
以
外
は

飛
行
を
制
限
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

対
応
策
と
し
て
は
、
災
害
時
に
ド
ロ
ー

ン
が
離
着
陸
す
る
拠
点
と
な
る
「
ド
ロ
ー

ン
ポ
ー
ト
」
を
設
置
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
被
災
者
の
捜
索
や

情
報
収
集
、
物
資
輸
送
な
ど
の
妨
げ
に
な

ら
な
い
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
ド

ロ
ー
ン
ポ
ー
ト
に
限
定
し
て
離
着
陸
を
行

う
こ
と
で
、
無
秩
序
な
飛
行
を
制
御
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
は
災

害
時
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
活
用
の
在
り
方

を
防
災
計
画
な
ど
で
位
置
付
け
を
明
確
に

す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
協
会

と
し
て
も
防
災
訓
練
な
ど
へ
の
参
加
を
通

じ
て
道
に
対
応
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
分
野
で
の
活
用
を
進
め
る

に
は
、
災
害
対
策
と
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
の

双
方
に
長
け
た
人
材
が
必
要
で
す
。
長
期

的
な
視
点
で
人
材
を
育
て
る
制
度
設
計
が

必
要
で
す
。
道
は
令
和
5
年
3
月
に
職
員

に
よ
る
「
道
庁
ド
ロ
ー
ン
隊
」
を
結
成
し

ま
し
た
。
実
際
の
業
務
で
使
っ
て
い
る
職

員
や
、
今
後
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る

職
員
で
組
織
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
ド

ロ
ー
ン
を
触
っ
て
み
よ
う
と
い
う
基
礎
講
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視
で
監
視
し
な
が
ら
、
無
人
ま
た
は
自
動

で
運
転
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
現
在

は
こ
の
段
階
に
到
達
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
レ
ベ
ル
3
で
は
、
完
全
な
遠
隔
操
作
や

農
地
間
の
自
律
的
な
移
動
を
可
能
に
し
ま

す
。
し
か
し
、
レ
ベ
ル
3
を
実
現
す
る
に

は
、
ま
だ
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

農
業
に
不
可
欠
な
ド
ロ
ー
ン

　

そ
の
一
つ
に
生
育
デ
ー
タ
の
収
集
が
あ

り
ま
す
。
農
作
業
を
効
率
化
す
る
た
め
に

は
、
栽
培
に
関
わ
る
膨
大
な
デ
ー
タ
を
収

集
・
蓄
積
し
、
Ａ
Ｉ
に
学
習
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
現
地
の
気
象
や
農
作
物
の

栽
培
体
系
、
栽
培
施
設
の
形
状
、
施
肥
の

状
況
な
ど
、
多
様
な
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る

に
は
多
く
の
手
間
と
長
い
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
そ
こ
で
大
き
な
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
る
の
が
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
で
す
。

　

農
業
分
野
で
は
近
年
、
農
薬
や
肥
料
の

散
布
、
播
種
、
受
粉
、
作
物
の
輸
送
、
鳥

獣
被
害
対
策
な
ど
、
幅
広
い
用
途
で
ド

ロ
ー
ン
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
家
の

負
担
が
大
き
い
農
薬
や
肥
料
の
散
布
も
ド

ロ
ー
ン
の
登
場
で
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

ペ
イ
ロ
ー
ド
（
最
大
積
載
量
）
が
増
え
、

よ
り
多
く
の
農
薬
や
肥
料
を
散
布
す
る
こ

と
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
自
動
操
縦
化

も
進
ん
で
お
り
、
必
要
な
場
所
に
必
要
な

量
の
農
薬
や
肥
料
を
散
布
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
肥
料
や
農
薬
に
か
か

る
コ
ス
ト
の
減
少
や
環
境
負
荷
を
低
減
す

る
こ
と
に
も
効
果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
の
役
割
と
し
て
特
に
重
視
さ

れ
て
い
る
の
が
「
モ
デ
リ
ン
グ
・
マ
ッ
ピ

ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る
作
業
で
す
。
低
空
を

飛
行
す
る
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
た
農
作
物

の
種
類
や
位
置
、
生
育
状
況
な
ど
を
デ
ー

タ
化
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
地
図
上
で
精
密
に

マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高

精
度
の
セ
ン
サ
ー
を
使
い
、
人
工
衛
星
よ

り
も
高
い
解
像
度
の
デ
ー
タ
を
効
率
的
に

収
集
で
き
ま
す
。
衛
星
や
有
人
機
よ
り
も

低
い
コ
ス
ト
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
飛
行
が
可

能
で
あ
り
、
低
高
度
を
飛
ぶ
の
で
上
空
に

雲
が
あ
っ
て
も
支
障
あ
り
ま
せ
ん
。

　

デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
と
気
象
や
営
農
の

デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
、
仮
想
空
間
上
で

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
、
営

農
計
画
の
立
案
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
Ａ
Ｉ
で
デ
ー
タ
を
解
析

す
れ
ば
、
栽
培
管
理
の
最
適
化
に
加
え
、

期
待
さ
れ
る
収
量
や
収
穫
時
期
の
予
測
も

可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
で

長
期
的
に
デ
ー
タ
収
集
を
行
う
こ
と
で
、

水
田
の
水
量
変
化
な
ど
を
系
統
的
に
把
握

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
地
域
の
実
情

に
即
し
た
農
作
業
を
検
討
す
る
上
で
重
要

な
デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
。

　

北
海
道
大
学
は
、
カ
ボ
チ
ャ
や
ブ
ド
ウ

な
ど
で
モ
デ
リ
ン
グ
・
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
実

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影

し
た
画
像
を
Ａ
Ｉ
で
分
析
し
、
品
種
ご
と

の
生
育
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
農
作
物
の
品
質
や
収
量
を

予
測
す
る
こ
と
で
、
需
要
や
価
格
を
意
識

し
た
出
荷
計
画
を
立
て
、
適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
人
手
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る

な
ど
、
農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
る
上
で

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

仮
想
空
間
に
農
場
を
再
現

　

Ｖ
Ｒ
（V

irtu
al R

eality

＝
仮
想

現
実
）
の
活
用
も
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。

米
国
の
ブ
ド
ウ
農
園
で
は
ド
ロ
ー
ン
で
取

得
し
た
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
3
次
元
空
間

に
再
現
す
る
こ
と
で
、
現
地
で
作
業
し
て

い
る
感
覚
で
農
地
の
様
子
を
確
認
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｖ
Ｒ
を
活
用
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の

が
、
農
地
の
正
確
な
デ
ー
タ
を
基
に
し
た

3
次
元
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
で
す
。
ロ
ボ
ッ

ト
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
レ
ベ
ル
3
を
目
指
し

て
研
究
を
進
め
て
お
り
、
農
地
と
農
地
の

間
を
無
人
で
移
動
す
る
に
は
、
農
道
や
農

地
の
形
状
、
地
面
の
段
差
な
ど
を
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
単
位
で
計
測
し
た
3
次
元
デ
ジ

タ
ル
マ
ッ
プ
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の

マ
ッ
プ
が
無
け
れ
ば
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク

タ
ー
も
走
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
基
に

な
る
デ
ー
タ
は
ド
ロ
ー
ン
で
収
集
し
ま
す
。

　

私
た
ち
も
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
建
物

や
敷
地
、
実
習
農
場
の
Ｖ
Ｒ
化
を
進
め
て

お
り
、
ド
ロ
ー
ン
で
測
量
し
た
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
を
3
次
元
化
し
て
い
ま
す
。
ト
ラ

ク
タ
ー
の
運
転
席
か
ら
見
え
る
映
像
を
Ｖ

ロボットトラクターの実用化に
ドローンは不可欠

遠隔監視装置でロボットトラクター
を操作

特集 ドローン入門‌─‌最新技術を使いこなす
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ス
マ
ー
ト
農
業
の
位
置
付
け

　

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
と
は
、
サ
イ

バ
ー
空
間
（
仮
想
空
間
）
と
フ
ィ
ジ
カ
ル

空
間
（
現
実
空
間
）
を
融
合
さ
せ
た
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
、
経
済
発
展
と
社
会
的
課
題

の
解
決
を
両
立
し
た
人
間
中
心
の
新
た
な

社
会
の
姿
と
し
て
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
狩

猟
社
会
、
農
耕
社
会
、
工
業
社
会
、
情
報

社
会
に
続
く
第
5
の
未
来
社
会
を
目
指
す

も
の
で
す
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）
で
デ
ー
タ
を
集
め
、
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
構
成
し
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

で
解
析
し
、
多
様
な
分
野
で
活
用
し
ま
す
。

　

こ
の
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
の
中
で

も
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
現
は
重
要
な
柱

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活

用
し
、
省
力
化
や
精
密
化
に
よ
る
高
品
質

生
産
の
実
現
に
よ
り
、
新
た
な
農
業
を
目

指
し
ま
す
。
農
業
の
現
場
で
は
、
人
手
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
作
業
や
、
熟
練
し
た

農
業
者
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
作
業
も
少

な
く
な
い
た
め
、
省
力
化
や
人
手
の
確
保

が
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
現
に
よ
り
、
農
作

業
の
省
力
化
や
軽
労
化
が
進
め
ば
、
新
規

就
農
者
の
確
保
や
栽
培
技
術
力
の
継
承
な

ど
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト

ト
ラ
ク
タ
ー
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
操
作

で
き
る
水
田
の
水
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
で

自
動
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
営
農
規

模
の
拡
大
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
熟
練
農
家
が
培
っ

て
き
た
営
農
技
術
を
若
手
農
家
に
継
承
で

き
ま
す
。
ま
た
、
人
工
衛
星
や
ド
ロ
ー
ン

（
小
型
無
人
航
空
機
）
に
搭
載
し
た
セ
ン

サ
ー
で
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
で
解
析

す
れ
ば
、
農
作
物
の
生
育
状
況
や
病
害
虫

な
ど
の
発
生
を
正
確
に
予
測
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
役
割

　

北
海
道
大
学
は
、
農
学
部
を
中
心
に
全

国
の
大
学
に
先
駆
け
て
ス
マ
ー
ト
農
業
の

研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
令
和
5
年
8

月
に
「
ス
マ
ー
ト
農
業
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
ト

ラ
ク
タ
ー
の
製
作
や
改
良
、
デ
ー
タ
通
信

や
情
報
処
理
の
研
究
開
発
と
と
も
に
、オ
ー

プ
ン
ラ
ボ
と
し
て
、
企
業
と
の
協
働
に
よ

る
技
術
開
発
を
行
う
場
と
し
て
、
教
育
研

究
か
ら
技
術
開
発
、
社
会
実
装
ま
で
を
担

う
拠
点
と
し
て
期
待
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
の
技
術
進
化
は

3
段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
レ
ベ
ル
1
は

人
が
乗
っ
た
状
態
で
手
放
し
に
よ
る
運
転

を
可
能
と
し
ま
す
。
レ
ベ
ル
2
は
人
が
目

　
農
業
分
野
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
D
X
）
が
加
速
し
て
い

る
。
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
の
問
題
に
直
面
す
る
中
、
持
続
可
能
な
食
料
生
産
や
食
料

自
給
率
向
上
と
い
っ
た
課
題
に
取
り
組
む
上
で
も
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
農
業
に
欠
か
せ
な
い
ド
ロ
ー
ン
　
リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

❸

スマー
ト
農
業
を
支
え
る
ド
ロ
ー
ン
技
術

北
海
道
か
ら
農
業
の
未
来
ビ
ジョン
を

三
笠
市
出
身
。
令
和
5
年
4
月
大
学
院
農
学
研
究
院
長
に
就
任
。
日
本
生
物
環
境
工
学
会
理
事
長
、
北

海
道
大
学
ロ
バ
ス
ト
農
林
水
産
工
学
国
際
連
携
研
究
教
育
拠
点
副
代
表
。
作
家
・
池
井
戸
潤
さ
ん
の
小
説

「
下
町
ロ
ケ
ッ
ト 

ヤ
タ
ガ
ラ
ス
」
が
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
し
た
際
に
は
技
術
監
修
で
協
力
し
た
。
62
歳
。

北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
長 

教
授

野の

　
ぐ
ち口 

伸の
ぼ
る 

さ
ん
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改
正
航
空
法
の
ポ
イ
ン
ト

　

令
和
4
年
に
航
空
法
が
改
正
さ
れ
、
ド

ロ
ー
ン
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や

ル
ー
ル
が
新
設
・
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
主

な
ポ
イ
ン
ト
は
、
操
縦
者
の
国
家
資
格
が

設
け
ら
れ
た
こ
と
や
、
重
さ
１
０
０
㌘
以

上
の
ド
ロ
ー
ン
を
対
象
に
機
体
登
録
を
義

務
化
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
改
正
の
背

景
に
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
利
用
が
増
加
し
た

こ
と
で
、
空
港
周
辺
を
飛
行
し
た
ド
ロ
ー

ン
が
航
空
機
の
離
着
陸
を
妨
害
し
た
り
、

墜
落
や
衝
突
な
ど
の
事
故
が
増
加
し
た
り

す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
だ
こ
と
、
事
故

発
生
時
に
機
体
所
有
者
が
特
定
で
き
な

か
っ
た
り
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

航
空
法
の
改
正
に
よ
り
、
国
土
交
通
大

臣
の
許
可
や
承
認
が
必
要
と
な
る
空
域
及

び
方
法
で
の
飛
行
（
特
定
飛
行
）
を
行
う

場
合
、
基
本
的
に
飛
行
許
可
・
承
認
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
特
定
飛
行
は
飛

行
す
る
空
域
と
飛
行
の
方
法
で
区
分
さ
れ

ま
す
。
飛
行
す
る
空
域
は
①
空
港
な
ど
の

周
辺
②
都
市
や
住
宅
街
な
ど
の
人
口
集
中

地
区
（
Ｄ
Ｉ
Ｄ
地
区
）
③
高
度
１
５
０
㍍

以
上
の
上
空
④
災
害
対
応
な
ど
が
必
要
な

緊
急
用
務
空
域
─
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

飛
行
の
方
法
は
①
夜
間
飛
行
②
目
視
外

飛
行
③
人
や
物
と
の
距
離
が
確
保
で
き
な

い
飛
行
④
催
し
場
所
上
空
で
の
飛
行
⑤
可

燃
物
や
毒
物
、
火
薬
な
ど
危
険
物
の
輸
送

⑥
物
件
の
投
下
─
が
該
当
し
ま
す
。
い
ず

れ
も
国
土
交
通
大
臣
（
飛
行
エ
リ
ア
を
管

轄
す
る
地
方
航
空
局
・
空
港
事
務
所
）
の

許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

3
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
区
分

　

改
正
航
空
法
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
形

態
を
リ
ス
ク
別
に
3
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

区
分
し
ま
し
た
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅰ
は
、
特

定
飛
行
に
該
当
し
な
い
場
合
で
、
資
格
や

飛
行
許
可
は
不
要
で
す
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅱ

は
、
第
三
者
の
飛
行
経
路
下
へ
の
立
ち
入

り
制
限
を
行
っ
た
上
で
特
定
飛
行
を
行
う

場
合
で
す
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅲ
は
、
飛
行
経

路
下
で
立
ち
入
り
制
限
を
行
わ
ず
、
特
定

飛
行
を
行
う
場
合
で
す
。
令
和
4
年
12
月

に
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅲ
が
見
直
さ
れ
、
有

人
地
帯
に
お
け
る
目
視
外
飛
行
（
レ
ベ
ル

4
飛
行
）
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
や
操
縦
に

は
免
許
や
資
格
が
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
幅
広
い
分
野
で
活
用
が
進
む

こ
と
を
見
越
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
に

必
要
な
技
能
を
有
す
る
こ
と
を
証
明
す
る

資
格
制
度
と
し
て
、
無
人
航
空
機
操
縦
者

技
能
証
明
制
度
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
新

た
に
「
一
等
無
人
航
空
機
操
縦
士
」「
二

　
ド
ロ
ー
ン
の
普
及
が
進
む
中
、
安
全
な
飛
行
に
必
要
な
知
識
と
技
術
を
持
つ
人
材
の
育
成

が
欠
か
せ
な
い
。
ド
ロ
ー
ン
に
対
す
る
信
頼
性
の
向
上
を
通
じ
た
、
さ
ら
な
る
規
制
の
緩
和

に
よ
る
用
途
拡
大
や
国
内
に
お
け
る
技
術
開
発
、
そ
し
て
市
場
の
活
性
化
に
期
待
を
寄
せ
る
。

北
日
本
ス
カ
イ
テ
ッ
ク
株
式
会
社 

専
務
取
締
役

白し
ら

川か
わ 

努つ
と
む 

さ
ん

安
全
な
ド
ロ
ー
ン
飛
行
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
　
リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

❹

確
か
な
技
術
と
知
識
で
安
全
な
飛
行
を

ド
ロ
ーン
新
時
代
を
担
う
人
材
を
育
て
る

札
幌
市
出
身
。
株
式
会
社
サ
ン
グ
リ
ン
太
陽
園
取
締
役
。N

T
T

 e
-D

ro
n

e
 T

e
c

h
n

o
lo

g
y

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。
酪
農
学
園
大
学
農
食
環
境
学
群
特
任
講
師
、
ス
マ
ー
ト
農

業
共
同
体
（
Ｓ
Ａ
ｃ
）
事
務
局
、
農
林
水
産
省
の
令
和
5
年
度
ス
マ
ー
ト
農
業
教
育
推
進
委
託
事
業
の

運
営
委
員
な
ど
を
務
め
る
。
40
歳
。

特集 ドローン入門‌─‌最新技術を使いこなす
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Ｒ
化
す
る
こ
と
で
、
セ
ン
タ
ー
内
の
遠
隔

操
作
室
で
は
、
仮
想
空
間
上
に
再
現
し
た

農
場
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を
運
転
し
ま
す
。
ま

だ
実
証
実
験
の
段
階
に
あ
り
ま
す
が
、
実

用
化
す
れ
ば
、
自
宅
に
い
な
が
ら
、
画
面

を
通
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
を
操
縦

す
る
こ
と
が
現
実
の
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

大
規
模
な
農
地
整
備
を
行
う
際
は
、
ド

ロ
ー
ン
で
測
量
を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル
化
し

た
設
計
デ
ー
タ
を
基
に
し
て
工
事
が
行
わ

れ
ま
す
。
工
事
が
完
了
し
た
時
に
は
、
仕

上
が
り
の
状
態
も
デ
ー
タ
化
し
、
設
計

デ
ー
タ
と
突
き
合
わ
せ
て
整
合
性
を
検
証

し
ま
す
。
工
事
で
使
っ
た
デ
ジ
タ
ル
設
計

デ
ー
タ
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
の
自

動
運
転
に
も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
富

山
県
で
私
た
ち
が
製
作
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
ト

ラ
ク
タ
ー
の
実
証
実
験
を
行
っ
た
際
も
デ

ジ
タ
ル
設
計
デ
ー
タ
を
活
用
し
ま
し
た
。

　

た
だ
、
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
操

縦
者
が
い
な
い
遠
隔
監
視
の
状
態
で
、
農

道
を
走
行
し
て
他
の
農
地
に
移
動
す
る
こ

と
は
、
道
路
交
通
法
の
定
め
に
よ
っ
て
認

め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
将
来
的
に
は
法
改

正
を
含
め
た
対
応
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

新
し
い
農
業
を
次
の
世
代
に

　

ス
マ
ー
ト
農
業
は
猛
烈
な
勢
い
で
進
化

を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
農
業
者

の
側
か
ら
み
る
と
、
受
け
止
め
方
は
世
代

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
年
配
の
農
業
者

に
と
っ
て
は
、
長
年
培
っ
て
き
た
営
農
技

術
で
支
障
な
く
仕
事
が
で
き
、
収
益
を
得

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
で
、
そ
こ
ま
で

必
要
性
は
感
じ
て
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
担
い
手
不
足
は
深
刻
で
す
が
、
大
変

だ
け
ど
何
と
か
な
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚

の
農
業
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
役
世
代
の
農
業
者
の
皆
さ
ん
は
、
ト

ラ
ク
タ
ー
の
自
動
運
転
や
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
農
薬
や
肥
料
の
散
布
な
ど
の
取
組
に
は

確
か
な
効
果
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か

ら
一
歩
も
二
歩
も
進
ん
で
、
Ａ
Ｉ
や
Ｖ
Ｒ

を
活
用
し
た
本
格
的
な
ス
マ
ー
ト
農
業
を

始
め
る
と
な
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
ハ
ー
ド
ル

は
高
い
よ
う
に
も
感
じ
て
い
ま
す
。
農
業

機
械
や
ド
ロ
ー
ン
を
扱
う
企
業
も
、
顧
客

で
あ
る
現
役
農
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
従
っ
て

企
業
活
動
を
展
開
し
て
い
る
の
で
、
ス

マ
ー
ト
農
業
の
社
会
実
装
に
は
、
も
う
少

し
時
間
が
掛
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

で
す
が
、
10
年
後
、
20
年
後
を
視
野
に

技
術
開
発
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
企
業
の

社
会
的
使
命
で
も
あ
り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト

農
業
が
作
り
出
す
未
来
の
農
業
の
姿
を
目

に
見
え
る
形
で
示
し
、
作
業
効
率
や
収
益

性
の
向
上
と
い
っ
た
効
果
を
実
感
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、
導
入
に
関
わ
る
農
業
者
の

意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ｖ
Ｒ
を
使
い
、
こ
こ
で
雑

草
が
増
え
て
い
る
、
疫
病

が
発
生
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
視
覚
的
に
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
そ
の
印
象
は
大
き

く
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
上
で
、
こ
れ

だ
け
儲
か
る
な
ら
、
こ
れ

だ
け
便
利
に
な
る
の
な
ら

や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
意

欲
を
か
き
立
て
る
よ
う
な
仕
掛
け
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
道
内
あ
る
い
は

全
国
各
地
で
実
証
実
験
を
継
続
し
て
行

い
、
そ
の
成
果
を
幅
広
く
知
っ
て
も
ら
う

取
組
が
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
世
代
を
担
う
若
者
、
さ
ら
に
次
の
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
は
、
生
ま
れ
た
時

か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
の
時
代
を
生
き
て
い
ま

す
。
デ
ジ
タ
ル
に
対
す
る
抵
抗
感
は
全
く

あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
都
会
に
暮
ら
す
若

者
や
子
ど
も
た
ち
は
、
農
業
の
こ
と
を
知

ら
ず
、
農
地
を
訪
れ
る
機
会
も
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
世
代
が
、
未
来

の
農
業
を
先
取
り
し
た
研
究
成
果
に
直
接

触
れ
る
こ
と
で
、
農
業
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
や
考
え
方
が
根
本
的
に
変
わ
る
の
で
は

な
い
か
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
業
機
械
大
手
の
ク
ボ
タ
（
大
阪
）
は

令
和
5
年
6
月
、
北
広
島
市
の
北
海
道

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ
（
Ｂ
Ｐ
）
の

敷
地
内
に
未
来
型
の
農
業
を
体
験
で
き
る

農
業
学
習
施
設
と
し
て
「
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
Ａ 

Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ 

Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
（
ク
ボ
タ
・
ア

グ
リ
・
フ
ロ
ン
ト
）」
を
開
設
し
ま
し
た
。　

北
海
道
大
学
は
、
同
社
と
Ｂ
Ｐ
を
運
営
し

て
い
る
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
＆
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
（
北
広
島
市
）
と
三
者

連
携
協
定
を
締
結
し
、
施
設
の
企
画
や
構

想
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
次
世
代
の

農
業
を
担
う
人
材
の
育
成
や
ス
マ
ー
ト
農

業
を
社
会
実
装
し
て
い
く
上
で
、
こ
う
し

た
取
組
が
と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

利用分野別に見た今後求められる機能
利用分野 求められる機能

農薬散布
・完全自律飛行による作業の効率化
・安全性/信頼性のさらなる向上
・長時間飛行の実現

肥料散布
・ほ場情報の正確な把握と対策機能
・ほ場データの蓄積と利活用機能
・センシングデータの連携と結合

播種 ・種もみの正確な散布機能
・搭載量の増加

受粉
・溶液の混入方法の改善
・自律飛行
・結実率の向上

農作物等運搬
・レベル4飛行の実現
・安全性/信頼性のさらなる向上
・長時間飛行の実現

鳥獣被害対策

・悪天候下での飛行
・警告、追尾機能
・安全性/信頼性のさらなる向上
・長時間飛行の実現
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士
の
講
習
も
令
和
６
年
中
に
開
始
予
定
で

す
。
ま
た
一
般
社
団
法
人
ド
ロ
ー
ン
操
縦

士
協
会
（
Ｄ
Ｐ
Ａ
）
の
指
定
校
と
し
て
ド

ロ
ー
ン
操
縦
士
の
民
間
資
格
取
得
を
目
指

す
受
講
生
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
施
設

に
は
、
屋
内
と
屋
外
の
訓
練
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
90
分
で
基
礎
知
識
や
飛
行
を
学

ぶ
「
ス
カ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
」
や
、

応
用
的
操
作
ま
で
を
３
日
間
で
取
得
す
る

「
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
」、
１
週
間
程
度
で
農

業
用
ド
ロ
ー
ン
の
使
用
方
法
を
学
ぶ
「
農

業
コ
ー
ス
」、
そ
し
て
農
業
従
事
者
向
け

の
「
酪
農
大
コ
ー
ス
」
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
練
習
場
所
は
四
方
を
ネ
ッ
ト
で
囲
み

安
全
対
策
も
万
全
で
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス
の
屋
内
練
習
所
は
、
受
講
者
と
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
操
作
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
を
ケ
ー
ブ
ル
で
つ
な
い
で
練
習
す
る

の
で
、
操
縦
を
ミ
ス
し
て
も
、
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
す
ぐ
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き

ま
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
に
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
全
地
球
測
位

シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
し
た
自
動
操
縦
機
能

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
機
能
が
不
調
の
場

合
に
は
、
ド
ロ
ー
ン
が
帰
っ
て
こ
な
く

な
っ
た
り
、
予
期
せ
ぬ
場
所
に
落
下
し
て

第
三
者
に
損
害
を
与
え
た
り
す
る
恐
れ
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
Ｄ
Ｐ
Ａ
指
定
校

で
は
、
手
動
操
縦
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

方
法
を
必
修
に
し
て
い
ま
す
。

受
講
生
の
動
機
は
さ
ま
ざ
ま

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
年
間
約
２
千
人
い

た
見
学
者
が
激
減
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上
の
位
置
付

け
が
５
類
に
移
行
し
た
令
和
５
年
５
月
以

降
は
、
12
月
ま
で
に
約
１
千
人
の
見
学
者

が
訪
れ
、
そ
の
中
か
ら
多
く
の
方
が
受
講

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

受
講
生
は
10
〜
60
代
の
幅
広
い
年
代
に

わ
た
り
ま
す
。
10
代
は
大
学
生
や
専
門
学

校
生
が
多
く
、
就
職
を
視
野
に
ド
ロ
ー
ン

に
関
す
る
専
門
知
識
を
学
び
た
い
と
い
う

こ
と
が
受
講
の
主
な
動
機
で
す
。
60
代
は

早
期
リ
タ
イ
ア
や
定
年
後
を
見
据
え
た
セ

カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
一
環
と
し
て
資

格
を
取
得
し
た
り
、
旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
で

ド
ロ
ー
ン
を
利
用
し
た
り
す
る
と
い
う
人

が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
市
町
村
職
員

の
受
講
は
少
な
い
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

業
務
で
ド
ロ
ー
ン
を
利
用
す
る
場
面
が
増

え
、
国
家
資
格
の
取
得
が
必
要
に
な
る
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
で
描
く
ビ
ジ
ネ
ス
像

　

千
歳
市
で
は
次
世
代
半
導
体
の
量
産
化

を
目
指
す
ラ
ピ
ダ
ス
（
東
京
）
が
、
新
工

場
の
建
設
に
着
手
し
ま
し
た
。
苫
小
牧
市

で
も
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
（
同
）
が
、
大
規
模

な
デ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
計
画

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
施
設
で
は
、
大

量
に
電
力
を
使
用
し
ま
す
。
道
内
で
は
太

陽
光
や
風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
発
電
施
設
の
整
備
も
急

速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
施
設
の
整
備
に
必

要
な
現
地
調
査
や
完
成
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
な
ど
の
場
面
で
ド
ロ
ー
ン
が
活
躍
す
る

と
思
い
ま
す
。
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電

の
敷
地
は
広
大
で
す
。
カ
メ
ラ
や
レ
ー

ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
搭
載
し
た
ド
ロ
ー
ン

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
目
視
や
外
観
の
点

検
作
業
を
効
率
的
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
は
再
エ
ネ
関
連
の
事

業
は
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

当
社
も
小
型
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
人
に

よ
る
点
検
が
困
難
な
エ
リ
ア
や
橋
梁
な
ど

の
点
検
、
ド
ロ
ー
ン
測
量
、
映
像
撮
影
な

ど
の
受
託
業
務
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

ま
す
。

　

道
内
の
市
町
村
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
過
疎
地
域
で
の
物
流
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
実
証
実
験
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
ド
ロ
ー
ン
の
用
途
を
拡
大

す
る
上
で
実
証
実
験
が
必
要
で
す
が
、
市

町
村
の
協
力
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ド
ロ
ー

ン
に
関
心
が
あ
る
市
町
村
を
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
活
用
に
携
わ
る
人
材
を
育
て
、

一
緒
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が

当
社
の
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

「TECHNOLOGY FARM西の里」で
は、屋内外でドローン運用の技術と知識を学ぶ

インストラクターの指導で操作技術を学ぶ

特集 ドローン入門‌─‌最新技術を使いこなす
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等
無
人
航
空
機
操
縦
士
」
と
い
う
国
家
資

格
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
有
効

期
間
は
3
年
間
。
対
象
年
齢
は
16
歳
以
上

で
す
。
試
験
は
学
科
試
験
、
実
地
試
験
、

身
体
検
査
が
あ
り
、
学
科
は
札
幌
や
旭

川
、
函
館
、
帯
広
、
釧
路
な
ど
で
受
験
で

き
ま
す
。
実
地
の
受
験
機
関
は
二
通
り
あ

り
、
国
の
指
定
機
関
の
日
本
海
事
協
会
が

行
う
試
験
と
、
国
の
登
録
を
受
け
た
講
習

機
関
で
受
験
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
指

定
機
関
は
、
実
地
の
み
で
す
が
、
登
録
講

習
機
関
は
、
教
習
と
実
地
が
セ
ッ
ト
で
す
。

安
全
な
飛
行
実
現
の
た
め
に

　

特
定
飛
行
に
該
当
し
な
い
カ
テ
ゴ
リ
ー

Ⅰ
の
場
合
は
、
国
家
資
格
や
飛
行
許
可
は

不
要
で
す
。
特
定
飛
行
に
該
当
す
る
カ
テ

ゴ
リ
ー
Ⅱ
は
、
飛
行
認
可
・
承
認
を
取
得

し
、
飛
行
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
則
っ
た
形
態
で

あ
れ
ば
、
同
様
に
国
家
資
格
は
不
要
で

す
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅲ
の
飛
行
に
は
一
等
無

人
航
空
機
操
縦
士
の
資
格
と
飛
行
許
可
、

そ
れ
に
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
強
度
や

構
造
な
ど
の
安
全
基
準
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
を
証
明
す
る
機
体
認
証
が
必
要
で
す
。

　

国
家
資
格
に
関
し
て
は
、
私
た
ち
の
会

社
に
も
多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
有
人
地
帯
で
の
目
視
外
飛

行
を
伴
わ
な
い
飛
行
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま

で
通
り
飛
行
許
可
承
認
な
ど
の
ル
ー
ル
に

準
拠
す
れ
ば
、
国
家
資
格
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
で
す
が
、
基
本
的
な
知
識
と
操
縦

技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
、
機
体
の
紛

失
や
破
損
、
第
三
者
へ
の
被
害
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
初
心
者
を
含
め
、
ま
ず

は
ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
に
通
う
こ
と
を
お

勧
め
し
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
目
的

で
、
ど
の
よ
う
な
場
所
で
ド
ロ
ー
ン
を
使

用
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
整

理
し
た
上
で
、
資
格
を
取
得
す
る
か
ど
う

か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
の
普
及
に
伴
い
、
墜
落
や
衝

突
と
い
っ
た
事
故
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
ま

す
。
事
故
が
頻
発
す
る
と
行
政
サ
イ
ド
は

規
制
強
化
で
対
抗
し
よ
う
と
し
ま
す
。
ド

ロ
ー
ン
の
利
用
促
進
に
向
け
て
、
長
い
時

間
を
か
け
て
規
制
緩
和
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
流
れ
に
逆
行
す
る
よ
う

に
規
制
が
強
化
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
ド

ロ
ー
ン
市
場
が
萎
縮
し
、
産
業
と
し
て
発

展
す
る
余
地
が
無
く
な
り
、
そ
の
ま
ま
衰

退
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

確
か
な
技
術
と
知
識
を
身
に
付
け
る
こ

と
で
飛
行
の
安
全
を
確
立
し
、
過
度
な
規

制
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
市
場
は

活
性
化
し
て
い
き
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
の
安

全
な
活
用
を
促
進
す
る
上
で
も
、
教
習
体

制
の
充
実
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

北
海
道
の
農
業
と
共
に
歩
む

　

北
日
本
ス
カ
イ
テ
ッ
ク
は
、
農
薬
や
肥

料
、
生
産
資
材
の
販
売
な
ど
を
行
う
サ
ン

グ
リ
ン
太
陽
園
（
札
幌
）
と
い
う
会
社
が

母
体
で
す
。
平
成
元
年
に
同
社
と
ヤ
マ
ハ

ス
カ
イ
テ
ッ
ク
（
当
時
）
が
出
資
し
て
、

産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
扱
う
会
社

と
し
て
独
立
し
ま
し
た
。
無
人
航
空
機
関

連
事
業
は
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

農
薬
散
布
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
か
つ
て

は
重
た
い
ホ
ー
ス
を
引
き
ず
り
、
家
族
総

出
で
散
布
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
無

人
ヘ
リ
の
登
場
で
作
業
負
担
が
大
き
く
減

り
ま
し
た
。
機
動
力
が
高
い
ド
ロ
ー
ン

は
、
狭
い
農
地
や
複
雑
な
地
形
に
対
応
で

き
ま
す
が
、
無
人
ヘ
リ
は
1
回
の
飛
行
で

大
き
な
面
積
を
カ
バ
ー
で
き
、
ド
ロ
ー
ン

の
登
場
以
降
も
需
要
が
あ
り
ま
す
。
農
作

業
を
も
っ
と
楽
に
と
い
う
思
い
で
始
め
た

事
業
で
あ
り
、
無
人
ヘ
リ
と
ド
ロ
ー
ン
の

両
方
を
活
用
し
て
、
農
業
者
の
皆
さ
ん
を

支
え
る
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
の
販
売
や
レ
ン
タ
ル
は
、
ヤ

マ
ハ
（
静
岡
県
浜
松
市
）
の
製
品
が
主
力

で
し
た
が
、
現
在
は
５
つ
メ
ー
カ
ー
の
10

機
種
ほ
ど
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
最
も
売
れ

て
い
る
の
は
中
国
企
業
の
Ｄ
Ｊ
Ｉ
（
大
彊

創
新
科
技
有
限
公
司
）
の
製
品
で
す
。
価

格
が
お
手
頃
で
あ
り
、
性
能
も
ユ
ー
ザ
ー

の
要
望
に
応
え
る
ス
ペ
ッ
ク
に
な
っ
て
い

ま
す
。
現
状
は
、
中
国
メ
ー
カ
ー
の
シ
ェ

ア
率
が
高
い
で
す
が
、
国
産
メ
ー
カ
ー
を

含
め
て
競
争
力
が
高
ま
れ
ば
、
ド
ロ
ー
ン

産
業
も
さ
ら
に
発
展
す
る
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
春
に
サ
ン
グ
リ
ン
太
陽
園
と

酪
農
学
園
大
学
が
連
携
協
定
を
結
び
、
主

に
農
業
従
事
者
が
対
象
の
「
酪
農
大
コ
ー

ス
」
を
弊
社
ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
内
に
新

設
し
ま
し
た
。
酪
農
学
園
大
学
と
は
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
と
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
、

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
雑
草
防
除
の
共
同
実
証

実
験
を
行
う
な
ど
、
技
術
サ
ポ
ー
ト
を
含

め
て
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。　

ド
ロ
ー
ン
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
育
成

　

平
成
30
年
に
北
広
島
市
西
の
里
の
国
道

２
７
４
号
沿
い
に
「
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｎ
Ｏ
Ｌ
Ｏ

Ｇ
Ｙ 

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
西
の
里
」
を
開
設
し
ま

し
た
。
産
業
用
無
人
航
空
機
の
整
備
拠
点

で
あ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や
技

術
開
発
を
行
う
施
設
と
し
て
運
営
し
て
お

り
、
事
業
の
柱
と
し
て
ド
ロ
ー
ン
の
基
礎

知
識
や
操
縦
を
学
ぶ
「
ス
カ
イ
テ
ッ
ク
ド

ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
」
も
開
校
し
ま
し
た
。

　

国
の
登
録
講
習
機
関
の
農
林
水
産
航
空

協
会
に
加
入
し
て
い
る
の
で
、
一
等
無
人

航
空
機
操
縦
士
や
二
等
無
人
航
空
機
操
縦
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会
、
首
相
官
邸
な
ど
国
の
重
要
施
設
、
外

国
公
館
、
防
衛
関
係
施
設
、
空
港
、
原
子

力
発
電
所
の
上
空
や
周
辺
で
ド
ロ
ー
ン
や

無
人
機
の
飛
行
を
規
制
。
道
内
で
は
、
防

衛
省
・
自
衛
隊
の
駐
屯
地
や
基
地
、
訓
練

施
設
、
通
信
施
設
な
ど
46
カ
所
と
北
電
泊

原
発
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
令
和

2
年
の
法
改
正
に
伴
い
、
新
千
歳
を
含
む

国
際
空
港
な
ど
8
空
港
周
辺
で
は
、
全
て

の
無
人
機
の
飛
行
を
禁
止
し
て
い
る
。

活
況
呈
す
る
ド
ロ
ー
ン
市
場

　

機
体
や
セ
ン
サ
ー
の
高
性
能
化
や
各
種

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
伴
い
、
ド
ロ
ー
ン
の

普
及
が
進
み
、
ド
ロ
ー
ン
を
取
り
巻
く
ビ

ジ
ネ
ス
市
場
は
活
況
を
呈
し
て
い
る
。

　

民
間
調
査
機
関
の
イ
ン
プ
レ
ス
総
合
研

究
所
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
内
閣
府
が
ま
と

め
た
ド
ロ
ー
ン
市
場
の
見
通
し
（
令
和
4

年
度
現
在
）
に
よ
る
と
、
平
成
29
年
は
１

５
５
億
円
だ
っ
た
市
場
規
模
は
、
10
年
後

の
令
和
9
年
に
は
30
倍
の
５
１
４
７
億
円

に
拡
大
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。
特
に
イ

ン
フ
ラ
点
検
や
測
量
の
分
野
が
大
き
な

シ
ェ
ア
を
占
め
る
と
見
込
ん
で
い
る
＝
図
。

　

道
路
や
橋
梁
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
、
送
電

線
や
発
電
施
設
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関

連
施
設
の
点
検
作
業
に
ド
ロ
ー
ン
が
使
わ

れ
る
機
会
が
増
え
る
一
方
、
農
業
分
野
で

は
、
在
来
型
の
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
代

わ
り
、
4
枚
の
回
転
翼
を
持
つ
「
ク
ワ
ッ

ド
コ
プ
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
タ
イ
プ
の
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
や
肥
料
の
散
布
が
全

国
的
に
増
加
。
担
い
手
不
足
へ
の
対
応
や

農
作
業
の
省
人
化
・
省
力
化
の
観
点
か

ら
、
今
後
も
伸
び
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

令
和
6
年
4
月
か
ら
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転

手
の
時
間
外
労
働
が
規
制
強
化
さ
れ
る
こ

と
で
、
運
転
手
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
物
流
分
野
で
は
、
ド
ロ
ー

ン
物
流
の
社
会
実
装
化
に
向
け

て
課
題
を
洗
い
出
す
実
証
実
験

が
、
道
内
を
含
む
全
国
各
地
で

行
わ
れ
て
お
り
、
一
部
の
地
域

で
実
用
化
の
段
階
を
迎
え
て
い

る
。
一
方
で
採
算
性
や
事
故
発

生
時
の
補
償
問
題
に
加
え
、
機

体
や
バ
ッ
テ
リ
ー
性
能
の
限
界

か
ら
、
必
要
な
航
続
距
離
や
ペ

イ
ロ
ー
ド
（
最
大
積
載
量
）
が

確
保
で
き
な
い
な
ど
、
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
で
課
題
も

あ
り
、
特
に
技
術
的
な
課
題
を

突
破
す
る
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
を

目
指
し
、
世
界
各
国
が
し
の
ぎ

を
削
っ
て
お
り
、
国
内
で
も
、

国
産
ド
ロ
ー
ン
の
開
発
に
向
け

た
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
の
普
及
に
伴
い
、
カ

メ
ラ
な
ど
関
連
機
材
や
定
期
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
、
損
害
保
険
、
ス
ク
ー
ル
事
業
、
レ
ン

タ
ル
事
業
と
い
っ
た
周
辺
サ
ー
ビ
ス
市
場

も
成
長
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
特
に
令
和

4
年
度
の
航
空
法
改
正
で
国
家
資
格
制
度

が
始
ま
り
、
資
格
取
得
に
関
す
る
ス
ク
ー

ル
事
業
の
伸
び
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

道
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
開
設

　

面
積
が
広
く
人
口
密
度
が
低
い
北
海
道

は
、
ド
ロ
ー
ン
の
運
用
に
適
し
た
条
件
に

恵
ま
れ
て
い
る
。
集
落
や
イ
ン
フ
ラ
施

設
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
連
施
設
が
点
在
し

て
お
り
、
人
口
減
少
に
伴
う
担
い
手
不
足

の
問
題
と
も
相
ま
っ
て
、
多
様
な
地
域
課

題
の
解
決
に
向
け
て
ド
ロ
ー
ン
が
活
躍
で

き
る
最
適
地
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

道
総
合
政
策
部
は
令
和
4
年
4
月
、
企

業
な
ど
か
ら
、
ド
ロ
ー
ン
の
利
用
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
を
開
設
し
た
。
実
証
実
験
な
ど
を
行
う

企
業
と
市
町
村
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
人
脈

形
成
に
つ
な
げ
る
狙
い
も
あ
る
。
道
は
ド

ロ
ー
ン
が
飛
行
で
き
る
エ
リ
ア
を
「
ド

ロ
ー
ン
実
証
・
練
習
フ
ィ
ー
ル
ド
」
と
し

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
。
企
業
な
ど
に

よ
る
実
証
実
験
や
個
人
の
飛
行
訓
練
な
ど

に
役
立
て
て
も
ら
う
考
え
だ
。
道
内
市
町

村
の
活
用
事
例
や
、
国
内
メ
ー
カ
ー
の
開

発
動
向
な
ど
を
紹
介
す
る
「
ド
ロ
ー
ン
活

用
事
例
集
」
も
公
開
。
ド
ロ
ー
ン
関
係
の

講
習
会
な
ど
の
情
報
提
供
も
行
っ
て
い
る
。

　

総
合
政
策
部
次
世
代
社
会
戦
略
局
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推
進

課
は
「
年
間
１
５
０
件
程
度
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
る
。
8
割
は
企
業
や
愛
好
家
か
ら

国内におけるドローン市場の成長見通し
（令和4年度・小型無人機に関する関係府省庁連絡会議資料）

特集 ドローン入門‌─‌最新技術を使いこなす
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「
空
の
産
業
革
命
」を
実
現

　

ド
ロ
ー
ン
の
技
術
開
発
や
ビ
ジ
ネ
ス
展

開
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
産
業
や
災
害

対
策
な
ど
の
分
野
で
実
用
化
が
進
み
、
物

流
分
野
な
ど
で
も
、
自
治
体
と
企
業
が
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
、
全
国
で
実
証
実
験
を
展

開
し
て
い
る
。
政
府
は
平
成
27
年
、
関
係

省
庁
や
企
業
、
利
用
者
団
体
な
ど
で
構
成

す
る
「
小
型
無
人
機
に
係
る
環
境
整
備
に

向
け
た
官
民
協
議
会
」
を
設
置
。
28
年
に

公
表
し
た
「
小
型
無
人
機
の
利
活
用
と
技

術
開
発
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
基
づ
き
、

技
術
開
発
や
段
階
的
な
規
制
緩
和
な
ど
、

法
制
面
の
整
備
を
進
め
な
が
ら
「
空
の
産

業
革
命
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
飛
行

形
態
を
レ
ベ
ル
1
〜
4
に
分
類
。
無
人
地

帯
か
ら
有
人
地
帯
で
の
飛

行
、
手
動
操
縦
か
ら
自

動
・
自
律
飛
行
、
目
視
内

の
飛
行
か
ら
目
視
外
飛
行

へ
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
き
た
＝
表
。
令
和

4
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た

改
正
航
空
法
は
、
機
体
認

証
を
受
け
た
機
体
を
一
等

無
人
航
空
機
操
縦
士
の
国

家
資
格
を
持
つ
者
が
操
縦

す
る
場
合
に
は
、
国
土
交

通
大
臣
の
許
可
を
得
る
こ

と
で
、
有
人
地
帯
に
お
け

る
目
視
外
飛
行
を
行
う
レ

ベ
ル
4
飛
行
を
認
め
た
。

　

政
府
は
令
和
5
年
12

月
、
レ
ベ
ル
3
と
4
の
中

間
的
な
位
置
付
け
と
し
て

「
レ
ベ
ル
3
・
5
」
を
新

設
。
国
家
資
格
の
保
有
や

保
険
へ
の
加
入
を
条
件

に
、
飛
行
経
路
下
へ
の
立

ち
入
り
を
管
理
す
る
補
助

者
や
看
板
の
配
置
、
道
路

や
鉄
道
を
横
断
す
る
際
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
時
停
止
な
ど
の
措
置
を

撤
廃
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
物

流
の
社
会
実
装
化
に
取
り

組
む
事
業
者
な
ど
か
ら
の

要
望
に
応
え
た
も
の
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
実
証

実
験
を
重
ね
、
技
術
的
な

課
題
や
法
制
面
で
の
制
約

を
克
服
し
な
が
ら
、
新
し

い
産
業
や
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
、
社
会
全
体

で
深
刻
化
し
て
い
る
人
手
不
足
に
対
応
す

る
切
り
札
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

禁
止
区
域
な
ど
の
法
整
備
も

　

政
府
は
平
成
27
年
に
航
空
法
を
改
正

し
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
無
人
航
空
機
の
飛

行
ル
ー
ル
を
初
め
て
定
め
た
。
遠
隔
操
作

ま
た
は
自
動
操
縦
で
飛
行
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
重
さ
２
０
０
㌘
以
上
の
機
体
を
規

制
の
対
象
と
し
、
有
人
機
の
運
航
に
支
障

を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
空
港
や
高
度
１
５

０
㍍
以
上
の
空
域
と
人
口
集
中
区
域
上
空

で
は
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
飛
行
を
制
限
し

た
。
こ
れ
ら
の
空
域
で
ド
ロ
ー
ン
を
飛
行

さ
せ
る
場
合
は
、
国
土
交
通
大
臣
（
本

省
、
地
方
航
空
局
、
空
港
事
務
所
）
の
許

可
を
必
要
と
し
て
い
る
。
な
お
、
法
改
正

に
よ
り
令
和
4
年
6
月
以
降
は
、
重
量
１

０
０
㌘
以
上
の
機
体
を
対
象
と
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
、
救
助
、
警
察
業
務
な
ど

に
従
事
す
る
航
空
機
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
に
国
交
省
が
指
定
す
る
「
緊
急
用
務

空
域
」
で
は
原
則
、
全
て
の
無
人
機
の
飛

行
が
禁
止
さ
れ
る
。
令
和
6
年
1
月
に
発

生
し
た
能
登
半
島
地
震
で
も
、
被
災
地
上

空
が
緊
急
用
務
地
域
に
指
定
さ
れ
た
。

　

一
方
、
平
成
28
年
に
施
行
さ
れ
た
小
型

無
人
機
等
飛
行
禁
止
法
で
は
、
皇
居
や
国

　
官
民
を
挙
げ
た
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
D
X
）
の
推
進
に
よ
り
、
社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
む
中
、
建
設
や
物
流
、
農
林
業
、
防
災
な
ど
の
多
様
な
分
野
で
ド
ロ
ー
ン
の
普
及
が
進
み
、
国
内
の
市
場
規
模
は
急

拡
大
し
、
さ
ら
な
る
成
長
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
特
に
イ
ン
フ
ラ
点
検
や
測
量
、
設
計
な
ど
の
業
務
に
い
ち
早
く
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
導
入
し
た
建
設
業
界
が
、
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
を
含
め
た
市
場
の
成
長
を
後
押
し
し
て
い
る
。

躍
進
を
続
け
る
国
内
の
ド
ロ
ー
ン
市
場

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
建
設
業
界
が
リ
ー
ド

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
建
設
業
界

現
場
か
ら
の
報
告 

●❶

1Report

ドローン飛行のレベル別概要
レベル1 レベル2 レベル3 レベル 3.5 レベル4

飛行形態 操縦飛行 自律飛行 自律飛行 自律飛行 自律飛行
目視形態 目視内 目視内 目視外 目視外 目視外
飛行地帯 無人/有人 無人/有人 無人 無人 有人

＊レベル 3.5 は、レベル3で必要だった補助者や看板設置、一時停止が一定条件下で不要とした
＊レベル1、2は有人地帯を飛行する場合、補助者が「入管理措置を講じる必要がある
＊レベル4は機体認証制度・技能証明制度に基づく許可を受けてることが必要
＊国土交通省の資料を基に作成
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哲
也
室
長
は
「
今
後
も
現
場
で
の
活
用
分

野
が
広
が
る
可
能
性
が
あ
り
、
価
格
や
性

能
の
面
で
も
、
ド
ロ
ー
ン
の
機
体
と
関
連

ソ
フ
ト
の
選
択
肢
が
増
え
る
と
あ
り
が
た

い
。
ド
ロ
ー
ン
の
バ
ッ
テ
リ
ー
の
性
能
が

向
上
し
て
、
さ
ら
に
長
時
間
飛
行
が
可
能

に
な
れ
ば
、
冬
の
現
場
で
も
活
用
で
き
る

場
面
が
増
え
る
」
と
期
待
を
込
め
る
。

ド
ロ
ー
ン
サ
ッ
カ
ー
で
鍛
え
る

　

赤
平
市
の
植
村
建
設
は
、
ド
ロ
ー
ン
の

操
縦
技
術
を
鍛
え
る
き
っ
か
け
作
り
の
一

環
と
し
て
、
社
内
に
「
ド
ロ
ー
ン
サ
ッ

カ
ー
」
の
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
自
社
倉
庫

を
改
装
し
た
ド
ロ
ー
ン
サ
ッ
カ
ー
場
「
ユ

ニ
コ
ン
ベ
ー
ス
」
を
開
設
。
令
和
5
年
11

月
に
は
初
め
て
の
大
会
を
主
催
し
、
道
内

か
ら
6
チ
ー
ム
・
43
人
が
出
場
し
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
サ
ッ
カ
ー
は
、
韓
国
発
祥
の

競
技
で
、
5
人
が
1
チ
ー
ム
と
な
り
、

ネ
ッ
ト
で
囲
わ
れ
た
ケ
ー
ジ
内
を
飛
び
回

る
ボ
ー
ル
型
の
ド
ロ
ー
ン
を
操
縦
。
相
手

の
防
御
を
防
ぎ
な
が
ら
、
円
形
の
ゴ
ー
ル

を
く
ぐ
ら
せ
た
回
数
を
競
う
。
ド
ロ
ー
ン

飛
行
を
め
ぐ
る
規
制
が
強
化
さ
れ
る
中
、

初
心
者
や
子
ど
も
が
手
軽
に
操
縦
を
楽
し

め
る
競
技
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

大
会
で
は
、
出
場
し
た
6
チ
ー
ム
に
よ

る
総
当
た
り
戦
が
行
わ
れ
、
農
業
用
ド

ロ
ー
ン
の
授
業
も
あ
る
拓
殖
大
学
北
海
道

短
期
大
学
（
深
川
市
）
の
ド
ロ
ー
ン
サ
ッ

カ
ー
部
と
、
道
内
で
幅
広
く
ド
ロ
ー
ン
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
北
日
本
ス
カ
イ
テ
ッ

ク
（
北
広
島
市
）
が
4
勝
1
敗
で
並
び
、

決
勝
戦
は
拓
殖
短
大
チ
ー
ム
が
制
し
た
。

　

同
社
の
植
村
正
人
社
長
は
「
ド
ロ
ー
ン

は
建
設
業
に
不
可
欠
な
存
在
に
な
っ
て
い

る
。
ド
ロ
ー
ン
操
縦
の
技
術
を
高
め
た

り
、
異
業
種
交
流
の
機
会
に
も
な
る
。
全

国
的
に
も
チ
ー
ム
数
や
大
会
が
少
な
い

が
、
も
っ
と
試
合
に
参
加
し
た
い
と
い
う

意
欲
的
な
声
も
聞
い
て
い
る
」
と
話
す
。

そ
の
上
で
「
建
設
業
界
の
最
大
の
課
題
は

人
材
確
保
。
若
者
が
ド
ロ
ー
ン
サ
ッ
カ
ー

に
触
れ
、
仕
事
に
も
活
か
す
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
建
設

業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
」
と
話
す
。

国
産
物
流
ド
ロ
ーン
に
期
待
も

　

測
量
や
点
検
に
続
い
て
建
設
業
界
が
期

待
し
て
い
る
の
が
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
資
材

の
運
搬
だ
。
特
に
地
形
が
険
し
い
山
間
部

で
行
わ
れ
る
道
路
工
事
や
河
川
改
修
な
ど

の
現
場
で
は
、
資
材
を
空
輸
で
き
る
ド

ロ
ー
ン
の
登
場
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

　

産
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
開
発
を
手
掛
け
る

Ｓ
Ｋ
Ｙ 

Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
（
ス
カ
イ
ド
ラ
イ

ブ
、
愛
知
県
豊
田
市
）
は
、
1
回
の
飛
行

で
重
さ
30
㌔
の
荷
物
を
運
べ
る
物
流
ド

ロ
ー
ン
「
Ｓ
ｋ
ｙ
Ｌ
ｉ
ｆ
ｔ
（
ス
カ
イ
リ

フ
ト
）」
を
開
発
し
た
。
航
空
機
の
設
計

思
想
や
部
品
を
活
か
し
て
高
い
安
全
性
を

実
現
し
、
着
陸
せ
ず
に
上
空
40
㍍
の
高
さ

か
ら
荷
下
ろ
し
が
で
き
る
ホ
イ
ス
ト
機
能

も
有
す
る
。
同
社
は
令
和
7
年
開
催
の
大

阪
・
関
西
万
博
で
、
日
本
航
空
や
全
日

空
、
丸
紅
な
ど
と
並
び
、
新
た
な
交
通
手

段
と
し
て
期
待
さ
れ
る
「
空
飛
ぶ
ク
ル

マ
」
の
開
発
も
手
掛
け
て
い
る
。

　

ゼ
ネ
コ
ン
大
手
の
大
林
組
（
東
京
）
は
、

令
和
５
年
２
月
に
物
流
ド
ロ
ー
ン
の
建
設

現
場
で
の
活
用
に
向
け
た
実
証
実
験
を
ス

カ
イ
ド
ラ
イ
ブ
と
共
同
で
実
施
し
た
。
Ｊ

Ｒ
東
日
本
が
発
注
し
た
横
浜
市
内
の
鉄
道

橋
現
場
で
、
大
型
ド
ロ
ー
ン
（
カ
ー
ゴ
ド

ロ
ー
ン
）
を
使
い
Ｈ
型
鋼
を
輸
送
し
た
。
飛

行
経
路
下
に
作
業
員
が
い
な
い
休
憩
時
間

に
限
定
し
た
が
、
30
分
間
で
３
往
復
の
飛

行
を
行
っ
た
。
人
口
集
中
地
区
で
自
動
飛

行
の
ド
ロ
ー
ン
が
重
量
物
の
運
搬
を
行
っ

た
の
は
国
内
で
初
め
て
の
取
組
と
い
う
。　

　

同
社
技
術
研
究
所
は
「
運
搬
す
る
荷

物
、
経
路
な
ど
を
踏
ま
え
た
活
用
方
法
に

よ
っ
て
は
、
非
常
に
有
力
な
運
搬
手
段
と

な
り
得
る
。
さ
ら
に
運
搬
能
力
が
高
ま
れ

ば
、
一
層
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
」
と
指
摘
。

そ
の
上
で
「
能
登
半
島
地
震
で
は
集
落
の

孤
立
が
問
題
と
な
っ
た
。
今
後
、
多
数
の

建
設
現
場
で
カ
ー
ゴ
ド
ロ
ー
ン
を
一
般
的

に
活
用
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
災
害
発
生

時
に
最
寄
り
の
現
場
の
ド
ロ
ー
ン
を
利
用

す
る
こ
と
で
迅
速
な
対
応
が
可
能
に
な
る

と
思
う
」
と
語
る
。

植村建設が主催したドローンサッカー大会
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の
飛
行
に
関
す
る
許
可
や
届
け
出
に
関
す

る
内
容
で
、
市
町
村
か
ら
も
活
用
の
方
法

や
飛
行
に
必
要
な
資
格
に
つ
い
て
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
」
と
話
し
て
い
る
。

イ
ン
フ
ラ
が
急
速
に
老
朽
化

　

高
度
経
済
成
長
期
に
整
備
さ
れ
た
道
路

や
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
老
朽
化
が
急

速
に
進
ん
で
お
り
、
国
は
重
要
課
題
と
し

て
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
平
成
26
年

度
か
ら
国
や
道
、
市
町
村
が
実
施
し
た
定

期
点
検
の
結
果
、
改
修
な
ど
が
必
要
な
橋

梁
は
５
０
１
１
橋
に
上
る
。
し
か
し
、
補

修
な
ど
の
対
応
が
済
ん
だ
の
は
令
和
2
年

度
末
現
在
で
半
数
に
過
ぎ
な
い
。
特
に
市

町
村
が
管
理
す
る
橋
梁
の
進
捗
率
は
36
％

と
低
い
水
準
に
止
ま
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
発
注
者
の
官
公
庁
や
、
受
注
者

の
建
設
業
者
や
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で

は
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
担
い
手
不
足
が

深
刻
化
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
建
設

現
場
の
生
産
性
向
上
を
目
指
し
、
国
交
省

を
中
心
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の

全
面
的
活
用
を
柱
と
す
る
「
ｉ
─

Ｃ
ｏ
ｎ

ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
ア
イ
・
コ
ン
ス

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）」
を
推
進
し
て
い
る
。

建
設
業
界
が
い
ち
早
く
対
応
に
乗
り
出
し

た
こ
と
で
測
量
や
設
計
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

急
速
に
進
み
、
ド
ロ
ー
ン
が
普
及
し
た
こ

と
で
、
ド
ロ
ー
ン
市
場
で
イ
ン
フ
ラ
点
検

や
測
量
の
分
野
が
最
大
の
シ
ェ
ア
を
占
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

国
交
省
は
平
成
31
年
に
「
道
路
橋
定
期

点
検
要
領
」
と
「
道
路
ト
ン
ネ
ル
定
期
点

検
要
領
」
を
改
定
。
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
橋

梁
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
の

点
検
が
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
た
。
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
点
検
は
、
作
業
の
安
全
性

確
保
や
点
検
時
間
の
短
縮
に
よ
る
省
人
化

と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
し
か
し
、

点
検
者
が
目
視
し
な
が
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
ハ
ン
マ
ー
で
叩
き
、
音
の
変
化
で
異
常

の
有
無
や
老
朽
化
の
度
合
い
を
判
断
す
る

打
音
検
査
に
比
べ
、
軽
微
な
劣
化
や
内
部

に
隠
れ
た
損
傷
を
確
認
し
に
く
く
、
Ｇ
Ｎ

Ｓ
Ｓ
（
衛
星
測
位
シ
ス
テ
ム
）
の
電
波
が

届
か
な
い
ト
ン
ネ
ル
な
ど
で
は
、
あ
ら
か

じ
め
設
定
し
た
飛
行
ル
ー
ト
に
沿
っ
て
機

体
を
自
動
飛
行
さ
せ
る
自
律
飛
行
が
難
し

い
と
い
っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

中
小
業
者
へ
の
普
及
が
カ
ギ

　

国
道
な
ど
の
維
持
管
理
に
携
わ
る
大
手

業
者
は
、
早
く
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
主
に
市
町
村
道
の
点
検

業
務
を
担
う
中
小
業
者
は
、
人
材
確
保
や

技
術
面
で
対
応
が
難
し
い
と
い
い
「
従
来

通
り
、
人
力
で
目
視
点
検
し
た
方
が
安
上

が
り
で
早
い
」
と
の
声
も
上
が
る
。

　

こ
う
し
た
現
状
に
北
海
道
開
発
局
道
路

維
持
課
は
「
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は
担
い
手

不
足
に
悩
む
企
業
に
と
っ
て
有
効
な
技
術

だ
。
建
設
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
本
格
的
に

進
む
中
で
、
損
傷
の
診
断
や
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
管
理
な
ど
ド
ロ
ー
ン
が
撮
影
し
た
高
品

質
の
画
像
デ
ー
タ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途

で
活
用
で
き
る
。
技
術
講
習
会
や
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
の
機
会
を
通
じ
て
、
市
町
村
道

の
点
検
作
業
で
も
ド
ロ
ー
ン
の
普
及
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

現
場
で
は「
日
常
の
光
景
」に

　

建
設
業
界
で
は
、
現
場
の
上
空
を
飛
行

す
る
ド
ロ
ー
ン
の
姿
が
当
た
り
前
の
光
景

に
な
っ
た
。
ド
ロ
ー
ン
が
登
場
し
始
め
た

平
成
20
年
代
後
半
は
、
完
成
写
真
の
撮
影

な
ど
、
用
途
は
限
定
的
だ
っ
た
が
、
国
交

省
が
推
進
す
る
「
ｉ
─

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ

ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
が
本
格
化
し
て
以
降
、
調

査
・
設
計
か
ら
施
工
、
完
成
に
至
る
工
程

で
、
ゼ
ネ
コ
ン
か
ら
中
小
企
業
ま
で
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
い
る
。

　

ニ
ー
ズ
が
高
い
の
が
測
量
業
務
だ
。
測

量
器
と
ポ
ー
ル
を
立
て
て
行
っ
て
い
た
現

場
の
作
業
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
出
現
に
よ
っ

て
劇
的
に
変
化
し
た
。
自
律
飛
行
す
る
ド

ロ
ー
ン
の
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
画
像
デ
ー

タ
を
解
析
ソ
フ
ト
な
ど
で
処
理
し
、
レ
ン

ズ
の
ゆ
が
み
が
原
因
で
生
じ
る
画
像
の
ひ

ず
み
を
補
正
し
た
「
オ
ル
ソ
画
像
」
や
3

次
元
座
標
と
色
の
情
報
で
構
成
す
る
「
点

群
デ
ー
タ
」
に
加
工
す
る
こ
と
で
、
デ
ジ

タ
ル
解
析
シ
ス
テ
ム
や
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情

報
シ
ス
テ
ム
）
を
使
い
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
画
面
上
で
位
置
や
面
積
、
距
離
な
ど
を

正
確
に
計
測
で
き
、
測
量
や
設
計
の
基
礎

デ
ー
タ
と
し
て
利
用
で
き
る
と
い
う
。

　

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
よ
り
、
測
量
作
業

の
効
率
化
が
飛
躍
的
に
進
み
、
工
期
の
短

縮
や
コ
ス
ト
削
減
に
も
大
き
な
効
果
を
発

揮
し
て
い
る
と
い
う
。
日
常
的
な
現
場
の

確
認
や
監
視
、
進
捗
状
況
の
記
録
、
報
告

書
の
作
成
な
ど
の
効
率
化
に
も
ド
ロ
ー
ン

が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
早
く
か
ら
デ
ジ
タ

ル
化
の
取
組
を
進
め
て
き
た
、
協
成
建
設

工
業
（
岩
内
町
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
管
理
課
の
下
澤

インフラ点検ではドローンの活用が
日常の光景に

物流ドローン「スカイリフト」による
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内
で
し
か
使
用
で
き
ず
、
輸
送
で
き
る
荷

物
の
重
さ
が
限
ら
れ
る
こ
と
、
雨
や
雪
、

強
風
な
ど
の
気
象
条
件
下
で
は
飛
行
が
困

難
に
な
る
な
ど
課
題
も
少
な
く
な
い
。

　

1
年
の
半
分
を
積
雪
・
寒
冷
期
が
占
め

る
北
海
道
で
は
、
気
象
条
件
が
厳
し
い
冬

季
は
ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
が
大
幅
に
制
限
さ

れ
る
。
ド
ロ
ー
ン
が
搭
載
す
る
バ
ッ
テ

リ
ー
は
寒
さ
に
弱
く
、
電
圧
の
低
下
や
消

耗
に
よ
り
、
飛
行
そ
の
も
の
が
困
難
に
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
道
は
令
和

4
年
度
、
積
雪
寒
冷
地
に
お
け
る
ド
ロ
ー

ン
利
用
を
め
ぐ
る
課
題
や
解
決
方
法
を
検

証
す
る
た
め
①
雪
山
で
の
遭
難
②
イ
ン
フ

ラ
点
検
③
孤
立
集
落
へ
の
物
資
輸
送
④
観

光
で
の
利
用
─
を
想
定
し
た
実
証
実
験
を

行
っ
た
。
道
は
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
、

温
度
や
風
速
な
ど
の
使
用
条
件
を
満
た
し

た
上
で
、
正
し
い
手
順
で
利
用
す
れ
ば
、

結
露
や
凍
結
な
ど
、
冬
特
有
の
不
具
合
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
し
、
適
切
な
機
種

選
定
や
バ
ッ
テ
リ
ー
を
温
め
て
お
く
な
ど

の
対
策
を
講
じ
れ
ば
、
冬
で
も
一
定
程
度

は
活
用
で
き
る
と
し
、
5
年
3
月
に
は
実

験
の
成
果
を
ま
と
め
た
「
冬
季
ド
ロ
ー
ン

飛
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
公
開
し
た
。

　

ま
た
、
道
は
令
和
5
年
度
、
高
価
な
業

務
用
ド
ロ
ー
ン
を
複
数
の
用
途
で
利
用
す

る
「
マ
ル
チ
ユ
ー
ス
」
の
検
討
を
進
め
て

い
る
。
平
時
に
は
イ
ン
フ
ラ
点
検
に
使
用

す
る
ド
ロ
ー
ン
を
、
災
害
時
は
被
災
状
況

の
把
握
に
活
用
す
る
な
ど
、
複
数
の
実
装

モ
デ
ル
を
示
し
な
が
ら
、
費
用
対
効
果
や

採
算
性
の
向
上
、
幅
広
い
分
野
で
の
活
用

を
促
す
方
針
だ
。
総
合
政
策
部
次
世
代
社

会
戦
略
局
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
は
「
冬
季
に
も
高
い

ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
広
く
発
信
し
、

メ
ー
カ
ー
に
寒
冷
仕
様
の
機
体
開
発
な
ど

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
す
。

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
本
腰

　

2
千
人
超
の
職
員
を
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス

の
隊
員
と
し
て
登
録
し
て
い
る
北
海
道
開

発
局
。
全
国
の
隊
員
総
数
の
約
14
％
を
占

め
、
地
方
整
備
局
な
ど
、
国
交
省
の
地
方

支
分
部
局
や
機
関
の
中
で
最
大
の
勢
力
を

擁
し
て
い
る
。
令
和
4
年
度
に
は
、
ド

ロ
ー
ン
で
被
災
状
況
を
把
握
す
る
「
被
災

状
況
調
査
班
」
を
新
た
に
編
成
。
4
年
7

月
に
は
豪
雨
に
伴
う
河
川
災
害
を
想
定
し

た
初
め
て
の
実
動
訓
練
を
実
施
し
た
。

　

札
幌
の
豊
平
川
河
川
敷
で
行
っ
た
訓
練

に
は
、
各
地
の
開
発
建
設
部
か
ら
15
人
の

若
手
・
中
堅
職
員
が
参
加
。
ド
ロ
ー
ン
な

ど
を
使
っ
た
空
撮
事
業
を
手
掛
け
る
レ
イ

ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
旭
川
市
）
の
請
川
博

一
代
表
が
講
師
を
務
め
、
操
縦
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
続
き
、
3
人
1
組
で
ド

ロ
ー
ン
の
操
縦
や
撮
影
、
飛
行
状
況
の
確

認
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
開
発
局
本
局
へ

の
デ
ー
タ
送
信
な
ど
の
訓
練
を
行
っ
た
。

　

請
川
代
表
は
「
離
着
陸
時
は
ド
ロ
ー
ン

の
位
置
な
ど
を
周
囲
の
人
に
し
っ
か
り
と

伝
え
る
こ
と
で
安
全
確
認
を
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
。
参
加
者
か
ら
は
「
本
局
か
ら
の
撮

影
オ
ー
ダ
ー
に
対
応
し
き
れ
な
い
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
実
際
に
必
要
と
さ
れ
る
情
報

が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
知
る
こ
と
が

で
き
た
」「
学
ん
だ
技
術
や
知
識
を
職
場

の
仲
間
と
共
有
し
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

開
発
局
は
、
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
た
災

害
現
場
の
画
像
で
精
密
な
３
Ｄ
モ
デ
ル
を

作
成
す
る
取
組
も
進
め
て
い
る
。
職
員
が

災
害
現
場
で
行
う
ポ
ー
ル
と
メ
ジ
ャ
ー
に

よ
る
測
量
や
作
図
作
業
を
、
ド
ロ
ー
ン
と

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
た
３
Ｄ
モ
デ
ル

化
で
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
で
、
二
次
災
害

の
危
険
性
を
減
ら
し
、
作
業
の
迅
速
化
と

効
率
化
を
進
め
る
。
開
発
局
防
災
課
は

「
隊
員
が
危
険
な
場
所
に
立
ち
入
る
こ
と

な
く
効
率
的
に
作
業
で
き
る
。
早
期
の
復

旧
に
も
大
き
な
効
果
が
あ
る
」
と
話
す
。

避
難
所
に
医
薬
品
を
空
輸

　

能
登
半
島
地
震
で
は
、
国
内
の
ド
ロ
ー

ン
製
造
企
業
な
ど
で
つ
く
る
日
本
Ｕ
Ａ
Ｓ

産
業
振
興
協
議
会
（
東
京
）
な
ど
が
、
避

難
所
へ
の
医
薬
品
の
輸
送
を
実
施
。
同
協

議
会
に
よ
る
と
1
月
8
日
以
降
、
道
路
の

寸
断
で
孤
立
し
た
輪
島
市
内
の
避
難
所
に

避
難
者
が
必
要
と
す
る
薬
を
輸
送
し
た
。

　

国
交
省
は
1
月
2
日
、
航
空
法
に
基
づ

き
、
能
登
半
島
上
空
を
災
害
対
応
に
当
た

る
有
人
航
空
機
の
飛
行
を
優
先
す
る
「
緊

急
用
務
空
域
」
に
指
定
し
、
ド
ロ
ー
ン
を

含
む
無
人
機
の
飛
行
を
禁
止
し
た
。
た
だ

し
、
国
や
地
方
自
治
体
、
こ
れ
ら
の
機
関

か
ら
依
頼
を
受
け
て
捜
索
や
救
助
、
被
災

状
況
の
調
査
や
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
な
ど
を

行
う
者
は
、
ド
ロ
ー
ン
を
飛
行
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
ほ
か
、
航
空
法
で
禁
じ
ら
れ

て
い
る
人
口
密
集
地
上
空
で
の
飛
行
に
関

道が実施した積雪寒冷の条件下で実証実験
（道提供）
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災
害
現
場
の「
目
」と
し
て
活
躍

　

能
登
半
島
地
震
で
は
、
半
島
特
有
の
険

し
い
地
形
が
特
徴
の
山
間
部
や
海
食
崖
が

続
く
海
岸
で
土
砂
災
害
が
多
発
。
海
沿
い

の
平
地
で
は
液
状
化
現
象
も
相
次
ぎ
、
道

路
網
が
寸
断
さ
れ
、
捜
索
活
動
や
被
災
者

支
援
を
困
難
に
し
た
。
発
災
3
週
間
後
の

時
点
で
も
、
孤
立
集
落
の
解
消
に
は
至
ら

ず
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
艦
船
、
さ
ら
に
は

自
衛
隊
員
ら
の
人
力
に
よ
る
支
援
物
資
の

輸
送
や
被
災
者
の
救
助
が
続
い
た
。

　

道
路
の
緊
急
復
旧
作
業
は
、
発
災
翌
日

に
開
始
。
崖
崩
れ
で
埋
没
し
た
道
路
を
切

り
開
く
「
啓
開
作
業
」
が
、
国
土
交
通
省

北
陸
地
方
整
備
局
や
自
衛
隊
、
地
元
建
設

業
者
な
ど
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、

寸
断
箇
所
が
膨
大
で
、
限
ら
れ
た
人
員
と

重
機
で
早
期
開
通
を
実
現
す
る
に
は
、
被

害
状
況
の
詳
細
な
把
握
が
不
可
欠
だ
っ
た
。

　

国
交
省
は
発
災
翌
日
か
ら
、
緊
急
災
害

対
策
派
遣
隊
（
Ｔ
Ｅ
Ｃ
・
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
＝

テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
）
を
被
災
地
に
派
遣
し

た
。
全
国
の
地
方
整
備
局
や
北
海
道
開
発

局
な
ど
の
職
員
約
1
万
6
千
人
で
編
成
さ

れ
、
自
治
体
の
復
旧
活
動
を
支
援
す
る
。

道
路
や
橋
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
を
中
心

と
す
る
被
災
状
況
の
把
握
に
大
き
な
効
果

を
上
げ
て
い
る
の
が
ド
ロ
ー
ン
（
小
型
無

人
航
空
機
）
だ
。
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
は
、

地
方
自
治
体
の
災
害
対
応
を
支
援
す
る
先

遣
隊
（
リ
エ
ゾ
ン
）
と
、
道
路
や
河
川
な

ど
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
を
調
査
す
る
被
害
状

況
調
査
班
な
ど
で
構
成
し
、
被
災
後
1
週

間
で
石
川
県
に
入
っ
た
隊
員
数
は
5
千
人

を
超
え
た
。
被
害
状
況
調
査
班
の
隊
員
の

多
く
は
ド
ロ
ー
ン
操
縦
の
経
験
者
で
、
被

害
状
況
や
復
旧
作
業
の
進
捗
状
況
な
ど
の

画
像
デ
ー
タ
を
県
内
全
域
で
収
集
。
被
災

地
支
援
や
応
急
復
旧
作
業
を
進
め
る
上
で

重
要
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

　

能
登
半
島
沖
地
震
で
は
、
被
災
地
の
復

旧
か
ら
復
興
に
向
か
う
段
階
で
も
、
ド

ロ
ー
ン
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
道

央
の
建
設
業
者
は
「
本
復
旧
に
向
け
た
被

災
状
況
の
詳
細
な
把
握
が
必
要
に
な
る
。

現
地
で
人
力
に
よ
る
測
量
作
業
を
行
う
よ

り
も
、
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
た
画
像
を
３

Ｄ
化
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
基
に
測
量
を

行
っ
た
方
が
は
る
か
に
効
率
的
」
と
話

す
。
港
湾
工
事
が
専
門
の
業
者
も
「
能
登

半
島
の
北
側
で
は
、
最
大
で
4
㍍
も
地
盤

が
隆
起
し
、
使
用
不
能
に
な
っ
た
漁
港
も

あ
る
。
地
震
前
に
は
海
だ
っ
た
場
所
が
陸

地
に
な
っ
て
お
り
、
港
湾
の
機
能
が
果
た

せ
な
い
。
大
規
模
な
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
や

新
し
い
港
の
整
備
が
必
要
だ
。
迅
速
に
調

査
や
工
事
を
進
め
る
た
め
に
も
ド
ロ
ー
ン

は
欠
か
せ
な
い
」
と
語
る
。

災
害
時
の
ド
ロ
ー
ン
活
用
策
は

　

災
害
現
場
で
期
待
さ
れ
る
ド
ロ
ー
ン
の

役
割
に
は
、
上
空
か
ら
の
被
災
状
況
の
把

握
、
要
救
助
者
の
捜
索
、
救
援
物
資
の
輸

送
な
ど
が
あ
る
。
有
人
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

よ
り
小
回
り
が
利
き
、
離
発
着
を
行
う
ヘ

リ
ポ
ー
ト
な
ど
の
場
所
を
選
ば
ず
、
短
時

間
で
出
動
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
重
要
な

戦
力
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で

ド
ロ
ー
ン
を
操
縦
す
る
電
波
が
届
く
範
囲

　
令
和
6
年
1
月
1
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
は
、
石
川
県
を
中
心
に
多
数
の
死
傷
者
が
発
生
し
た
。
建
物
の
倒

壊
や
道
路
の
損
壊
が
相
次
ぎ
、
被
災
者
の
救
助
や
孤
立
集
落
に
対
す
る
支
援
物
資
の
輸
送
を
よ
り
一
層
困
難
な
も
の
と

し
て
い
る
。
緊
迫
し
た
災
害
の
現
場
で
ド
ロ
ー
ン
（
小
型
無
人
航
空
機
）
は
、
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

道
内
外
の
災
害
を
通
じ
て
見
え
て
き
た
課
題
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
取
材
し
た
。

防
災・
消
防
分
野
で
の
活
用
に
高
ま
る
期
待

多
様
な
課
題
を
克
服
し
て
復
旧
・
復
興
を
支
援

災
害
現
場
に
ド
ロ
ー
ン
の
目
を
！

現
場
か
ら
の
報
告 

●❷

ドローンによる被災状況の調査（国土交通省提供）
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６
あ
る
消
防
本
部
の
う
ち
、
約
6
割
に
当

た
る
４
２
９
本
部
が
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し

て
お
り
、
火
災
現
場
の
状
況
把
握
や
山
岳

遭
難
に
伴
う
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
な

ど
に
活
用
し
て
い
る
。
道
内
で
も
北
広
島

市
や
苫
小
牧
市
、
登
別
市
な
ど
の
消
防
本

部
が
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
て
い
る
。

　

道
は
令
和
5
年
9
月
、
消
防
や
市
町
村

を
対
象
と
す
る
ド
ロ
ー
ン
の
自
動
飛
行
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
室
蘭
市
内
で
開

催
し
た
。
一
般
社
団
法
人
ジ
ャ
パ
ン
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
、
東
京
）
と
連
携
し
、
山
菜
採
り
や

バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
に
伴
う
遭
難

者
の
救
助
や
森
林
火
災
に
伴
う
焼
失
面
積

の
計
測
な
ど
を
実
演
し
た
。
同
日
は
石

狩
、
後
志
、
胆
振
、
日
高
管
内
の
消
防
職

員
や
市
町
村
の
防
災
担
当
職
員
約
40
人
が

知
識
と
技
術
を
学
ん
だ
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
は
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
夜
間
山

岳
遭
難
救
助
サ
ー
ビ
ス
「
ナ
イ
ト
ホ
ー
ク

ス
」
を
展
開
し
て
い
る
。
令
和
5
年
ま
で

に
道
内
を
含
む
全
国
22
自
治
体
と
協
定
を

結
び
、
有
視
界
飛
行
が
原
則
の
有
人
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
が
飛
行
で
き
な
い
夜
間
、
熱
源

を
感
知
で
き
る
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た
ド

ロ
ー
ン
で
空
中
か
ら
の
遭
難
者
を
捜
索
す

る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
が
開
発
し
た
ド
ロ
ー

ン
自
動
航
行
ル
ー
ト
作
成
ソ
フ
ト
や
赤
外

線
動
画
自
動
解
析
ソ
フ
ト
を
無
償
で
公
開

し
、
現
地
の
消
防
職
員
な
ど
が
自
ら
活
用

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
る
。

　

デ
モ
飛
行
の
当
日
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
の
伴
藤

悠
子
営
業
部
長
と
野
口
宏
実
シ
ス
テ
ム
部

長
が
、
ナ
イ
ト
ホ
ー
ク
ス
の
活
動
内
容
や

使
用
機
材
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
概
要
な
ど

を
紹
介
。
活
用
事
例
と
し
て
、
バ
ッ
ク
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
や
山
菜
採
り
に
伴
う
遭

難
者
の
夜
間
捜
索
、
森
林
火
災
の
調
査
や

焼
失
面
積
の
計
測
、
野
生
鳥
獣
の
生
息
調

査
、
河
川
氾
濫
の
確
認
な
ど
を
挙
げ
、
メ

リ
ッ
ト
や
留
意
点
を
解
説
し
た
。

　

伴
藤
部
長
は
「
今
回
の
デ
モ
を
き
っ
か

け
に
、
道
内
の
2
消
防
本
部
が
ソ
フ
ト
を

活
用
し
た
ド
ロ
ー
ン
の
運
用
に
つ
い
て
検

討
を
始
め
た
。
消
防
や
市
町
村
、
警
察
な

ど
に
よ
る
人
命
救
助
に
関
す
る
ド
ロ
ー
ン

活
用
を
支
援
し
、
捜
索
活
動
の
効
率
化
や

捜
索
・
救
助
に
携
わ
る
人
た
ち
の
安
全
確

保
を
実
現
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　

ま
た
、
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
に
お

け
る
ド
ロ
ー
ン
活
用
に
つ
い
て
伴
藤
部
長

は
「
復
旧
・
復
興
の
た
め
に
は
現
地
の
状

況
確
認
が
非
常
に
重
要
だ
。
能
登
半
島
の

よ
う
な
地
形
が
険
し
い
地
域
で
は
、
機
動

性
が
あ
る
ド
ロ
ー
ン
が
役
に
立
つ
の
で

は
」
と
語
る
。
そ
の
上
で
「
同
様
の
災
害

は
全
国
で
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
迅

速
な
災
害
対
応
の
た
め
に
も
、
市
町
村
に

お
け
る
ド
ロ
ー
ン
活
用
の
普
及
を
引
き
続

き
支
援
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

ド
ロ
ー
ン
で
避
難
呼
び
掛
け
も

　

仙
台
市
は
令
和
5
年
10
月
、
津
波
襲
来

の
恐
れ
が
あ
る
沿
岸
部
で
避
難
の
呼
び
掛

け
を
自
動
で
行
う
ド
ロ
ー
ン
の
本
格
運
用

を
始
め
た
。
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
大

き
な
被
害
を
受
け
た
宮
城
野
区
と
若
林
区

の
沿
岸
部
に
津
波
警
報
な
ど
が
発
令
さ
れ

た
場
合
、
南
蒲
生
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
宮
城

野
区
）
の
屋
上
に
設
置
し
た
格
納
基
地
局

か
ら
2
機
の
ド
ロ
ー
ン
が
自
動
的
に
飛
び

立
ち
、
地
上
に
向
け
て
避
難
の
呼
び
掛
け

を
行
う
。
ド
ロ
ー
ン
は
15
分
か
け
て
沿
岸

部
を
飛
行
し
、
再
び
基
地
局
に
戻
る
。

　

ド
ロ
ー
ン
は
赤
外
線
カ
メ
ラ
な
ど
を
搭

載
し
、
撮
影
し
た
被
災
者
の
映
像
を
市
の

災
害
対
策
本
部
に
送
信
す
る
こ
と
も
で
き

る
と
い
う
。
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災

で
は
、
住
民
の
避
難
誘
導
に
当
た
っ
て
い

た
市
職
員
が
津
波
に
巻
き
込
ま
れ
て
亡
く

な
っ
た
。
市
は
大
震
災
を
教
訓
に
令
和
元

年
か
ら
実
証
実
験
を
重
ね
、
本
格
運
用
に

こ
ぎ
着
け
た
。
市
危
機
管
理
局
危
機
対
策

課
は
「
海
岸
に
は
普
段
か
ら
サ
ー
フ
ァ
ー

な
ど
多
く
の
人
が
訪
れ
、
津
波
が
発
生
す

れ
ば
被
災
す
る
可
能
性
が
高
い
」
と
話

す
。
そ
の
上
で
「
重
要
な
の
は
配
備
す
る

こ
と
で
は
な
く
、
災
害
時
に
ド
ロ
ー
ン
が

確
実
に
稼
働
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
毎

月
の
点
検
と
訓
練
飛
行
す
る
体
制
を
整
え

て
津
波
に
備
え
て
い
る
」
と
強
調
す
る
。

ドローンのデモ飛行を見学する参加者

自動で離陸したドローンが避難を呼び掛ける
（仙台市提供）
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す
る
規
制
も
適
用
が
除
外
さ
れ
る
。

　

同
協
議
会
に
よ
る
輸
送
も
こ
の
ケ
ー
ス

に
該
当
す
る
が
、
避
難
所
の
ニ
ー
ズ
把
握

や
、
飛
行
ル
ー
ト
の
検
討
、
テ
ス
ト
飛
行

を
経
て
か
ら
の
実
施
と
な
り
、
多
数
の
避

難
所
に
物
資
を
送
り
届
け
る
こ
と
は
難
し

い
状
況
に
あ
り
、
同
協
議
会
は
「
今
後
も

活
動
を
進
め
、
本
格
運
用
へ
の
課
題
を

探
っ
て
い
く
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

厚
真
町
も
実
証
実
験
を
実
施

　

平
成
30
年
の
胆
振
東
部
地
震
で
大
き
な

被
害
を
受
け
た
厚
真
町
は
、
令
和
5
年
3

月
、
災
害
時
に
ド
ロ
ー
ン
で
支
援
物
資
を

輸
送
す
る
実
証
実
験
を
行
っ
た
。
道
路
が

寸
断
さ
れ
、
陸
路
で
物
資
輸
送
が
困
難
に

な
っ
た
状
況
を
想
定
し
、
町
内
の
公
民
館

か
ら
4
㌔
離
れ
た
避
難
所
に
水
や
医
薬
品

な
ど
、
重
さ
5
㌔
の
物
資
を
運
ん
だ
。

　

実
証
実
験
は
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
新
た

な
配
送
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
ネ
ク

ス
ト
デ
リ
バ
リ
ー
（
山
梨
県
小
菅
村
）
な

ど
と
共
同
で
実
施
し
た
。
町
は
今
後
も
実

験
を
重
ね
、
令
和
12
年
度
ま
で
に
実
用
化

に
こ
ぎ
着
け
た
い
考
え
だ
。
町
総
務
課
防

災
グ
ル
ー
プ
は
「
胆
振
東
部
地
震
で
も
道

路
の
寸
断
で
、
物
資
輸
送
が
困
難
に
な
っ

た
。
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
輸
送
は
有
効
な
手

段
の
一
つ
だ
と
思
う
」
と
話
す
。

　

今
後
の
検
証
課
題
に
つ
い
て
同
グ
ル
ー

プ
は
「
物
資
の
搭
載
量
が
少
な
い
こ
と
と

厳
冬
期
の
飛
行
が
難
し
い
こ
と
、
熟
練
し

た
飛
行
技
術
が
必
要
と
い
う
こ
と
が
あ

る
。
複
数
あ
る
物
資
輸
送
方
法
の
選
択
肢

の
一
つ
と
位
置
付
け
て
、
実
証
実
験
を
重

ね
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

関
係
機
関
の
連
携
が
不
可
欠

　

大
分
県
由
布
市
湯
布
院
町
で
は
令
和
5

年
7
月
、
梅
雨
前
線
の
活
発
化
に
伴
う
大

雨
に
よ
る
地
す
べ
り
の
影
響
で
孤
立
世
帯

が
発
生
。
県
は
同
年
3
月
に
県
ド
ロ
ー
ン

協
議
会
と
締
結
し
た
協
定
に
基
づ
き
、
県

内
の
ド
ロ
ー
ン
製
造
事
業
者
や
運
航
事
業

者
の
協
力
を
得
て
、
発
災
直
後
に
お
け
る

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
孤
立
世
帯
へ
の
支
援
物

資
配
送
を
全
国
で
初
め
て
実
施
し
た
。

　

飲
用
水
や
レ
ト
ル
ト
食
品
、
無
線
機
な

ど
約
5
㌔
の
物
資
を
吊
り
下
げ
、
被
災
者

の
自
宅
敷
地
内
に
投
下
。
離
陸
地
点
か
ら

投
下
地
点
ま
で
の
距
離
は
約
１
２
０
㍍

で
、
飛
行
時
間
は
約
3
分
だ
っ
た
。
道
路

は
歩
行
困
難
な
状
態
で
、
地
形
が
厳
し
い

周
辺
の
斜
面
を
徒
歩
で
迂
回
す
れ
ば
、
約

2
時
間
を
要
す
る
状
況
に
あ
っ
た
と
い
う
。

　

県
は
平
成
29
年
度
、
全
国
の
都
道
府
県

に
先
駆
け
て
ド
ロ
ー
ン
産
業
振
興
事
業
を

立
ち
上
げ
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
県
ド

ロ
ー
ン
協
議
会
を
設
立
。
研
究
開
発
や
人

材
育
成
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
過
疎
・
高

齢
化
な
ど
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
物
流
事
業
の
実
証
実
験
を

進
め
て
い
る
。
県
商
工
観
光
労
働
部
新
産

業
振
興
室
は
「
ド
ロ
ー
ン
輸
送
の
実
験
を

続
け
て
き
た
成
果
だ
。
一
方
で
警
察
と
の

調
整
や
熟
練
し
た
操
縦
者
の
確
保
と
い
っ

た
課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
事
業
者

や
関
係
機
関
と
の
連
携
の
重
要
性
を
強
く

認
識
し
た
」
と
話
す
。
能
登
半
島
地
震
を

め
ぐ
っ
て
は
「
孤
立
集
落
が
多
数
あ
り
、

被
災
者
も
大
勢
い
る
。
ド
ロ
ー
ン
輸
送
が

支
援
物
資
を
運
ぶ
一
つ
の
手
段
と
し
て
効

果
的
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
課
題

な
ど
を
し
っ
か
り
と
整
理
し
て
今
後
の
普

及
に
活
か
し
て
欲
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

熊
本
地
震
と
連
続
台
風
が
契
機

　

大
規
模
な
災
害
が
相
次
い
だ
平
成
28

年
、
国
内
の
災
害
現
場
で
は
ド
ロ
ー
ン
の

普
及
が
急
速
に
進
ん
だ
。
4
月
の
熊
本
地

震
で
は
、
道
路
状
況
の
確
認
や
建
物
の
被

害
確
認
に
投
入
さ
れ
、
国
内
の
災
害
で
初

め
て
、
本
格
的
に
ド
ロ
ー
ン
が
運
用
さ
れ

た
。
北
海
道
で
は
、
8
月
17
日
〜
23
日
の

1
週
間
で
3
つ
の
台
風
が
相
次
い
で
上

陸
。
さ
ら
に
29
日
〜
31
日
に
は
、
活
発
な

前
線
や
台
風
10
号
が
本
道
に
接
近
し
た
影

響
で
、
十
勝
管
内
な
ど
、
道
東
を
中
心
に

河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害
が
多
発
。
国
道

２
７
４
号
の
日
勝
峠
で
は
、
道
路
の
損
壊

や
橋
梁
が
流
出
す
る
被
害
も
相
次
い
だ
。

　

日
勝
峠
の
現
場
に
駆
け
付
け
た
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
構
研
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
（
札
幌
）
の
担
当
者
は
「
日
高
町
の
千

呂
露
橋
に
た
ど
り
着
く
と
、
橋
が
崩
落
し

て
い
る
の
が
分
か
り
、
初
め
て
災
害
の
現

場
で
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
。
上
空
か
ら
見

る
と
状
況
は
一
目
瞭
然
だ
っ
た
。
こ
の
災

害
を
契
機
に
道
内
の
災
害
現
場
で
ド
ロ
ー

ン
の
普
及
が
一
気
に
進
ん
だ
」
と
語
る
。

消
防
分
野
で
も
普
及
が
進
む

　

消
防
分
野
で
も
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
が
急

速
に
進
ん
で
い
る
。
総
務
省
消
防
庁
に
よ

る
と
令
和
4
年
4
月
現
在
、
全
国
に
７
２

ドローンで撮影した千呂露橋の被災状況
（北海道開発局提供）
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共
同
で
農
薬
散
布
用
の
ド
ロ
ー
ン
を
利
用

し
て
、
水
田
に
直
接
種
も
み
を
ま
く
「
直

播
栽
培
」
の
推
進
に
向
け
た
研
究
を
行
う

な
ど
、
町
内
で
普
及
が
進
む
ド
ロ
ー
ン
の

新
た
な
用
途
の
開
拓
も
進
め
て
い
る
。

ド
ロ
ー
ン
を「
牛
追
い
」に
活
用

　

豊
富
町
振
興
公
社
（
豊
富
町
）
は
令
和

元
年
か
ら
、
牛
の
放
牧
業
務
の
効
率
化
を

目
的
と
し
て
、
町
営
の
大
規
模
草
地
育
成

牧
場
で
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
「
牛
追

い
」
に
取
り
組
み
、
作
業
時
間
の
大
幅
な

短
縮
を
図
っ
て
い
る
。
約
５
６
０
㌶
あ
る

放
牧
地
を
6
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
区
切
り
、

1
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
約
２
０
０
頭
の
牛
を

放
牧
す
る
。
放
牧
期
間
中
の
5
〜
10
月
は

毎
日
1
回
、
健
康
状
態
な
ど
を
確
認
す
る

た
め
、
パ
ド
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ア
に

牛
を
集
め
る
「
牛
追
い
」
の
作
業
を
行
う
。

　

以
前
は
2
人
1
組
で
牧
草
地
を
歩
い
て

牛
を
誘
導
す
る
た
め
、
1
ブ
ロ
ッ
ク
当
た

り
40
分
以
上
の
時
間
が
か
か
っ
て
い
た
と

い
う
。
牛
追
い
用
に
導
入
し
た
ド
ロ
ー
ン

は
、
機
体
に
取
り
付
け
た
ス
ピ
ー
カ
ー
か

ら
、
犬
の
鳴
き
声
や
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン

音
な
ど
を
流
し
、
牛
を
パ
ド
ッ
ク
に
誘
導

し
て
い
る
。
牛
が
慣
れ
て
し
ま
う
こ
と
を

防
ぐ
た
め
、
音
は
定
期
的
に
変
更
す
る
。

　

作
業
は
ド
ロ
ー
ン
を
操
縦
す
る
職
員
1

人
で
行
う
こ
と
が
で
き
、
1
ブ
ロ
ッ
ク
の

牛
を
誘
導
す
る
時
間
も
約
10
分
に
短
縮
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
同
社
は
電
気

牧
柵
や
草
地
内
に
生
え
る
雑
草
の
点
検
な

ど
に
も
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
、
作
業
の
効

率
化
を
図
っ
て
い
る
と
い
う
。

技
術
者
の
確
保
が
課
題
に

　

酪
農
学
園
大
学
（
江
別
市
）
で
、
農
業

分
野
に
お
け
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス

テ
ム
）
や
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
関
す
る
研

究
を
け
ん
引
し
て
き
た
金
子
正
美
名
誉
教

授
は
「
農
家
向
け
の
講
習
も
道
内
各
地
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
個
人
で
操
縦
技
術

を
マ
ス
タ
ー
す
る
の
は
大
変
で
、
途
中
で

諦
め
て
し
ま
い
、
業
者
に
散
布
を
頼
ん
で

い
る
農
家
が
多
い
の
も
現
状
」
と
話
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
の
普
及
に
向
け
た
研
修
体
制

の
充
実
を
目
指
し
、
同
大
初
の
学
内
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
と
し
て
令
和
5
年
5
月
に
設

立
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
リ
ー
ジ
ョ
ン
（
江
別

市
）
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
た
農
業
関
連

の
情
報
分
析
と
と
も
に
、
ド
ロ
ー
ン
に
関

す
る
技
術
指
導
も
行
っ
て
い
る
。
国
土
交

通
省
が
ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
に
関
す
る
技
能

講
習
を
行
う
講
習
団
体
に
認
定
し
た
同
大

と
連
携
し
て
、
道
内
の
農
協
や
農
林
業
関

係
者
、
市
町
村
職
員
な
ど
を
対
象
に
し
た

ド
ロ
ー
ン
教
習
を
行
っ
て
お
り
、
国
際
協

力
の
一
環
と
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力

機
構
）
の
研
修
も
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

同
社
は
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
た
画
像

デ
ー
タ
を
解
析
す
る
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン

グ
に
よ
り
、
農
産
物
の
生
育
状
況
の
把
握

や
防
災
に
関
す
る
地
域
分
析
も
行
っ
て
い

る
。
社
長
を
務
め
る
金
子
名
誉
教
授
は
「
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
散
布
は
、
農
家
の
労

働
負
荷
を
軽
減
で
き
る
が
、
農
薬
量
を
減

ら
す
こ
と
に
よ
る
環
境
負
荷
の
低
減
や
コ

ス
ト
削
減
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
農
薬
量

を
減
ら
す
に
は
、
精
密
農
業
と
呼
ば
れ
る

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
の
散
布
な
ど
を
行
う
た

め
に
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
技
術
が
欠

か
せ
な
い
。
イ
ン
タ
ー
リ
ー
ジ
ョ
ン
の
ド

ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
で
は
、
操
縦
方
法
だ
け

で
な
く
、
セ
ン
シ
ン
グ
の
解
析
方
法
ま
で

指
導
し
て
い
る
。
全
道
に
同
様
の
ス
ク
ー

ル
が
広
が
り
、
セ
ン
シ
ン
グ
と
農
薬
散
布

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
ス
マ
ー
ト
農
業
が
さ
ら

に
発
展
す
る
。
地
域
の
農
協
単
位
で
技
術

者
を
確
保
し
な
が
ら
、
効
果
あ
る
対
策
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と
話
す
。

ド
ロ
ー
ン
で
変
化
す
る
林
業

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
化
の
取

組
が
進
む
林
業
分
野
で
も
、
ド
ロ
ー
ン
が

活
躍
し
て
い
る
。
そ
ら
ち
森
林
組
合
（
新

十
津
川
町
）
は
、
高
齢
化
が
進
む
林
業
従

事
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
造
林
事

業
に
は
欠
か
せ
な
い
森
林
資
源
量
の
調
査

に
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
い
る
。
ス
カ
イ

マ
テ
ィ
ク
ス
（
東
京
）
が
提
供
す
る
ク
ラ

ウ
ド
型
ド
ロ
ー
ン
測
量
サ
ー
ビ
ス
「
く
み

き
」
は
、
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
た
画
像
を

ク
ラ
ウ
ド
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
だ
け
で

地
形
デ
ー
タ
を
生
成
。
デ
ー
タ
を
基
に
パ

ソ
コ
ン
上
で
森
林
の
測
量
作
業
を
行
う
こ

と
が
で
き
、
人
力
で
は
1
㌶
当
た
り
1
時

間
を
要
し
て
い
た
作
業
を
約
15
分
に
短
縮

で
き
る
効
果
が
あ
る
と
い
う
。

　

平
成
30
年
の
胆
振
東
部
地
震
で
被
災
し

た
森
林
の
復
旧
に
も
ド
ロ
ー
ン
が
活
用
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
地
震
で
震
度
7
を
観
測

し
た
厚
真
町
や
安
平
町
で
は
、
大
規
模
な

斜
面
崩
壊
が
多
発
し
、
約
４
３
０
０
㌶
の

森
林
が
被
害
を
受
け
た
。
植
樹
や
林
道
の

復
旧
が
進
む
現
場
で
は
、
測
量
や
苗
の
輸

「地域で技術者の確保を」と話す
金子名誉教授

特集 ドローン入門‌─‌最新技術を使いこなす
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稲
作
中
心
に
ド
ロ
ー
ン
が
普
及

　

農
林
水
産
省
が
ま
と
め
た
農
業
分
野
に

お
け
る
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
状
況
（
令
和
4

年
度
現
在
）
に
よ
る
と
、
空
中
散
布
に
適

し
た
高
濃
度
・
少
量
で
散
布
で
き
る
農
薬

が
充
実
し
て
い
る
稲
作
を
中
心
に
平
成
28

年
ご
ろ
か
ら
ド
ロ
ー
ン
の
本
格
的
な
普
及

が
始
ま
っ
た
。
28
年
度
は
６
８
４
㌶
だ
っ

た
散
布
面
積
は
、
29
年
度
９
６
９
０
㌶
、

30
年
度
3
万
１
０
２
０
㌶
、
令
和
元
年
度

6
万
５
１
２
８
㌶
、
2
年
度
に
は
11
万
９

５
０
０
㌶
と
急
速
に
拡
大
。
農
業
用
ド

ロ
ー
ン
販
売
台
数
も
、
平
成
30
年
度
〜
令

和
3
年
度
で
1
万
2
千
台
を
超
え
た
。

　

同
省
農
産
局
農
産
政
策
部
技
術
普
及
課

は
「
販
売
台
数
を
聞
き
取
っ
て
い
る
ド

ロ
ー
ン
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
と
、
令
和
2
年

度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
関
連
の
経
営
継

続
補
助
金
を
活
用
し
た
購
入
が
大
幅
に
増

え
た
と
聞
い
て
い
る
。
4
年
度
の
販
売
実

績
数
は
精
査
中
だ
が
、
前
年
度
を
上
回
っ

て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
」
と
話
す
。

　

稲
作
が
盛
ん
な
新
十
津
川
町
は
、
平
成

30
年
度
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を

活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
を
導
入
し

た
農
業
者
を
対
象
に
独
自
の
補
助
制
度
を

創
設
し
た
。
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
（
衛
星
測
位
シ
ス

テ
ム
）
機
能
付
き
の
田
植
え
機
や
自
動
操

舵
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
普
及
を
支
援
。
令
和

元
〜
4
年
度
に
は
、
農
薬
散
布
用
の
ド

ロ
ー
ン
も
対
象
に
加
え
て
、
購
入
費
の
3

割
ま
た
は
50
万
円
を
上
限
に
補
助
金
を
交

付
し
た
。
導
入
実
績
は
88
台
に
上
り
、
水

稲
農
家
の
ド
ロ
ー
ン
保
有
率
は
、
共
同
保

有
も
含
め
る
と
4
割
を
超
え
て
い
る
。

　

町
産
業
振
興
課
は
「
令
和
元
年
度
か
ら

2
年
間
、
農
水
省
の
『
ス
マ
ー
ト
農
業
技

術
の
開
発
・
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に
取

り
組
ん
だ
の
と
同
時
期
に
補
助
制
度
を
設

け
た
こ
と
が
ド
ロ
ー
ン
普
及
を
後
押
し
し

た
」
と
み
る
。
農
業
者
自
身
の
判
断
で
適

期
防
除
が
可
能
と
な
り
、
作
物
の
品
質
向

上
に
つ
な
げ
て
い
る
ほ
か
、
自
動
操
縦
機

能
を
使
い
、
若
手
だ
け
で
な
く
、
高
齢
の

農
家
も
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
い
る
。

　

1
時
間
当
た
り
の
散
布
面
積
は
、
従
来

型
の
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
0
・
42
㌶

だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
機
動
力
の
高
い
ド

ロ
ー
ン
で
は
同
0
・
56
㌶
に
拡
大
。
病
害

虫
防
除
の
効
果
を
高
め
る
こ
と
で
、
作
物

の
品
質
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
。
ま
た
、

農
薬
散
布
だ
け
で
な
く
、
ド
ロ
ー
ン
で
撮

影
し
た
画
像
デ
ー
タ
を
活
か
し
た
セ
ン
シ

ン
グ
に
取
り
組
む
農
家
も
数
戸
あ
り
、
ス

マ
ー
ト
化
で
生
ま
れ
た
空
き
時
間
を
ト
マ

ト
栽
培
な
ど
、
新
た
な
収
入
源
の
確
保
に

活
用
す
る
こ
と
で
、
農
業
経
営
の
安
定
に

つ
な
げ
て
い
る
。
一
方
、
町
は
道
な
ど
と

　
農
林
水
産
業
の
ス
マ
ー
ト
化
に
向
け
て
、
ド
ロ
ー
ン
は
不
可
欠
な
ツ
ー
ル
と
し
て
普
及
が
進
み
、
農
林
業
被
害
や
人

身
事
故
が
増
加
し
て
い
る
エ
ゾ
シ
カ
や
ヒ
グ
マ
な
ど
の
対
策
に
も
活
用
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
人
手
不
足
解
消
や
作
業

効
率
向
上
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
で
活
用
の
可
能
性
が
検
討
さ
れ
る
一
方
、
高
額
の
購
入
費
用
や
、
地
域
に
操
縦
や

セ
ン
シ
ン
グ
の
技
術
者
が
い
な
い
こ
と
に
伴
う
コ
ス
ト
増
大
と
い
っ
た
課
題
も
み
え
て
き
た
。

先
行
す
る
農
業
分
野
で
の
ド
ロ
ーン
活
用

高
額
の
購
入
費
や
技
術
者
の
確
保
が
課
題
に

一
次
産
業
で
も
ド
ロ
ー
ン
が
活
躍

現
場
か
ら
の
報
告 

●❸

農薬等散布用ドローンの販売台数（農林水産省）

新十津川町では水稲農家のドローン保有率
が4割に（新十津川町提供）
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町
産
業
課
は
「
町
で
も
ド
ロ
ー
ン
を
保

有
し
て
い
た
が
、
落
下
さ
せ
て
破
損
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
数
年
で
担
当
が

替
わ
る
不
慣
れ
な
町
職
員
が
操
縦
す
る
よ

り
も
、
プ
ロ
に
お
願
い
す
る
方
が
安
全
で

確
実
に
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
話
し
て
い
る
。

　

砂
川
市
で
は
令
和
5
年
9
月
、
中
心
部

に
近
い
北
光
公
園
で
ヒ
グ
マ
が
目
撃
さ
れ

た
た
め
、
上
空
か
ら
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
。
市
農
政
課
は
「
ド

ロ
ー
ン
で
ヒ
グ
マ
が
い
な
い
こ
と
を
確
か

め
、
公
園
が
安
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
樹
木
が
生
い
茂
っ

た
森
林
な
ど
で
上
空
か
ら
ヒ
グ
マ
を
見
付

け
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
」
と
話
す
。

　

市
内
で
は
令
和
2
年
8
月
、
空
知
太
地

区
の
住
宅
地
で
ヒ
グ
マ
の
足
跡
な
ど
の
痕

跡
が
相
次
い
で
発
見
さ
れ
た
た
め
、
市
は

移
動
経
路
の
確
認
や
個
体
識
別
を
行
う
監

視
カ
メ
ラ
を
導
入
し
た
り
、
市
職
員
が
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
り
し
た
が
、
発
見

や
駆
除
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め

市
は
4
年
度
、
ヒ
グ
マ
対
策
用
に
サ
ー
マ

ル
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た
ド
ロ
ー
ン
を
導

入
。
操
縦
士
の
資
格
を
持
つ
消
防
職
員
が

勤
務
す
る
砂
川
地
区
広
域
消
防
組
合
砂
川

消
防
本
部
に
配
備
し
て
、
災
害
時
や
遭
難

事
故
が
発
生
し
た
際
に
は
行
方
不
明
者
の

捜
索
や
救
助
に
も
活
用
す
る
と
い
う
。
市

は
、
夏
場
に
は
見
通
し
が
悪
く
な
る
デ
ン

ト
コ
ー
ン
畑
な
ど
で
、
ヒ
グ
マ
に
よ
る
食

害
状
況
な
ど
を
安
全
に
調
査
す
る
た
め
に

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
い
る
。

　

ヒ
グ
マ
対
策
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
活
用

の
難
し
さ
に
つ
い
て
、
酪
農
学
園
大
学
の

金
子
名
誉
教
授
は
「
警
戒
心
の
強
い
ヒ
グ

マ
が
1
時
間
も
同
じ
場
所
に
留
ま
っ
て
い

る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
広
い
森
の
中

に
隠
れ
て
し
ま
う
と
、
空
か
ら
探
し
出
す

の
は
困
難
」
と
し
、
継
続
的
な
生
息
調
査

や
農
林
業
被
害
の
把
握
、
出
没
時
の
追
い

払
い
や
駆
除
、
電
気
柵
の
設
置
と
い
っ
た

総
合
的
な
対
策
が
必
要
と
指
摘
す
る
。

水
産
分
野
で
も
導
入
が
始
ま
る

　

他
の
産
業
分
野
と
比
べ
て
、
道
内
の
水

産
分
野
で
は
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
の
段
階
だ
。
空
を
飛
行
す
る
Ｕ

Ａ
Ｖ
だ
け
で
な
く
、
無
人
で
水
上
を
航
行

す
る
Ｕ
Ｓ
Ｖ
や
、
水
中
を
潜
航
で
き
る
Ｕ

Ｕ
Ｖ
が
あ
り
、
Ｕ
Ａ
Ｖ
は
漁
場
の
撮
影
や

セ
ン
サ
ー
類
に
よ
る
セ
ン
シ
ン
グ
、
Ｕ
Ｕ

Ｖ
は
、
養
殖
施
設
の
保
守
管
理
、
大
規
模

な
赤
潮
の
発
生
に
伴
う
海
中
の
調
査
な
ど

の
幅
広
い
用
途
で
活
用
が
始
ま
っ
た
。

　

産
業
用
ド
ロ
ー
ン
を
販
売
す
る
エ
ア
・

ス
テ
ー
ジ
（
弟
子
屈
町
）
は
「
Ｕ
Ｕ
Ｖ
は

港
湾
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
点
検
を
手

掛
け
る
建
設
業
者
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

関
心
は
高
い
が
、
水
産
業
か
ら
の
引
き
合

い
は
多
く
は
な
い
。
Ｕ
Ａ
Ｖ
と
比
べ
て
Ｕ

Ｕ
Ｖ
は
操
縦
が
難
し
く
な
い
の
で
、
道
内

で
洋
上
風
力
発
電
の
建
設
が
本
格
化
す
れ

ば
活
用
さ
れ
る
場
面
も
増
え
る
の
で
は
な

い
か
」
と
話
す
。
同
社
は
今
後
、
水
難
救

助
関
係
で
Ｕ
Ｕ
Ｖ
の
需
要
が
高
ま
る
と
み

て
、
道
内
の
消
防
本
部
を
対
象
と
し
た
リ

モ
ー
ト
講
習
会
も
開
催
し
て
い
る
。

　

道
水
産
林
務
部
は
令
和
5
年
3
月
、
新

た
に
「
北
海
道
ス
マ
ー
ト
水
産
業
推
進
方

針
」
を
策
定
。
気
候
変
動
や
海
洋
環
境
の

変
化
な
ど
に
よ
る
漁
獲
の
減
少
、
漁
業
者

の
減
少
と
高
齢
化
、
燃
料
や
資
材
の
高
騰

な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

に
よ
る
省
コ
ス
ト
化
・
省
力
化
が
必
要
と

し
て
お
り
、
遠
隔
魚
群
探
知
機
や
海
洋
環

境
観
測
機
器
の
導
入
、
操
業
日
誌
や
航
路

情
報
共
有
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
取
組
と

と
も
に
、
漁
業
の
現
場
で
Ｕ
Ａ
Ｖ
や
Ｕ
Ｕ

Ｖ
の
活
用
促
進
が
必
要
と
し
て
い
る
。

　

根
室
振
興
局
は
令
和
5
年
11
月
、
管
内

の
漁
協
関
係
者
を
対
象
に
し
た
水
中
ド

ロ
ー
ン
の
操
縦
技
術
に
関
す
る
研
修
会
を

開
催
し
た
。
管
内
8
漁
協
か
ら
参
加
し
た

各
1
人
が
、
操
縦
装
置
と
機
体
が
ケ
ー
ブ

ル
で
接
続
さ
れ
、
機
体
に
搭
載
さ
れ
た
カ

メ
ラ
の
映
像
を
見
な
が
ら
遠
隔
操
作
を
行

う
タ
イ
プ
の
水
中
ド
ロ
ー
ン
（
Ｒ
Ｏ
Ｖ
）

の
操
縦
士
技
能
証
明
を
取
得
し
た
。

　

同
振
興
局
産
業
振
興
部
水
産
課
は
「
近

年
、
夏
に
海
水
温
が
高
く
な
る
と
い
っ
た

現
象
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
漁
場
の
調
査

な
ど
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
水
中
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
低
い
コ
ス

ト
で
き
め
の
細
か
い
調
査
が
可
能
に
な
る

の
で
は
な
い
か
」
と
話
す
。
管
内
で
は
、

根
室
漁
協
が
調
査
に
水
中
ド
ロ
ー
ン
を
利

用
し
て
い
る
ほ
か
、
定
置
網
漁
を
行
う
複

数
の
グ
ル
ー
プ
が
導
入
し
、
台
風
な
ど
で

海
が
荒
れ
た
後
、
網
の
破
損
状
況
の
確
認

な
ど
に
活
用
し
て
い
る
と
い
う
。

漁協関係者向けに開催した水中ドローン研修会
（根室振興局提供）
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送
に
ド
ロ
ー
ン
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

王
子
木
材
緑
化
（
東
京
）
は
、
被
災
し

た
社
有
林
の
復
旧
に
向
け
て
、
マ
ゼ
ッ
ク

ス
（
大
阪
府
）
が
開
発
し
た
林
業
用
ド

ロ
ー
ン
「
森
飛
（
も
り
と
）」
を
採
用
。

令
和
2
年
発
売
の
最
新
機
種
で
、
半
径
1

㌔
以
内
に
最
大
25
㌔
の
重
さ
が
あ
る
荷
物

を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ド
ロ
ー
ン
が
着

陸
で
き
な
い
斜
面
に
荷
物
だ
け
を
降
ろ
す

こ
と
が
で
き
る
装
置
も
搭
載
し
て
い
る
。

同
社
は
ド
ロ
ー
ン
を
使
い
、
車
両
が
進
入

で
き
な
い
急
斜
面
の
現
場
に
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
根
鉢
に
苗
木
と
培
土
を
入
れ
た

「
コ
ン
テ
ナ
苗
」
を
運
ん
で
い
る
。

　

近
年
急
速
に
普
及
し
た
コ
ン
テ
ナ
苗

は
、
苗
木
の
根
付
き
が
良
い
反
面
、
普
通

の
苗
よ
り
も
重
さ
が
あ
る
。
道
内
で
唯

一
、
こ
の
ド
ロ
ー
ン
を
取
り
扱
い
、
協
力

企
業
と
し
て
被
災
し
た
森
林
の
復
旧
に
関

わ
っ
た
ド
リ
ー
ム
ベ
ー
ス
（
札
幌
）
の
和

合
将
学
常
務
は
「
1
日
に
３
０
０
〜
４
０

０
㌔
の
荷
物
を
運
び
ま
し
た
。
従
来
は
作

業
員
が
苗
木
を
背
負
い
、
き
つ
い
斜
面
を

何
度
も
上
り
下
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
ド

ロ
ー
ン
を
利
用
す
れ
ば
、
8
倍
の
荷
物
を

運
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

道
も
令
和
3
年
度
か
ら
治
山
工
事
の
現

場
で
「
森
飛
」
を
資
材
運
搬
に
活
用
す
る

試
験
施
工
を
開
始
。
作
業
道
を
設
け
る
た

め
に
樹
木
を
伐
採
す
る
必
要
が
な
く
、
人

力
よ
り
も
効
率
よ
く
資
材
を
運
搬
で
き
る

こ
と
に
着
目
し
た
取
組
だ
。
た
だ
、
有
人

目
視
飛
行
が
前
提
と
な
る
た
め
、
尾
根
を

越
え
る
飛
行
に
は
2
組
の
操
縦
者
と
補
助

者
が
必
要
と
な
り
、
コ
ス
ト
が
割
高
に
な

る
ほ
か
、
バ
ッ
テ
リ
ー
を
充
電
す
る
場
所

の
確
保
な
ど
の
課
題
も
あ
る
と
い
う
。

空
か
ら
エ
ゾ
シ
カ
を
追
跡
せ
よ

　

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
農
林
業
被
害
が
深
刻

化
し
、
自
動
車
や
列
車
と
の
衝
突
事
故
も

増
加
す
る
中
、
札
幌
市
や
北
海
道
猟
友
会

札
幌
支
部
な
ど
は
令
和
5
年
1
月
、
エ
ゾ

シ
カ
の
有
害
鳥
獣
駆
除
に
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
す
る
実
証
実
験
を
始
め
た
。
実
証
実
験

は
令
和
6
年
1
月
ま
で
に
同
市
南
区
の
山

林
で
3
回
実
施
。
こ
れ
ま
で
に
31
頭
の
エ

ゾ
シ
カ
を
捕
獲
し
た
。
6
年
1
月
14
日
の

実
証
実
験
に
は
、
同
支
部
の
新
人
30
人
を

含
む
90
人
の
ハ
ン
タ
ー
が
参
加
し
た
。

　

エ
ゾ
シ
カ
の
体
温
を
感
知
で
き
る
サ
ー

マ
ル
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た
ド
ロ
ー
ン
を
高

度
約
１
５
０
㍍
、
約
1
㌔
四
方
の
範
囲
に

飛
行
さ
せ
て
、
空
か
ら
エ
ゾ
シ
カ
の
群
れ

を
捜
索
。
勢
子
（
せ
こ
）
と
呼
ば
れ
る
ハ

ン
タ
ー
が
、
花
火
な
ど
で
音
を
出
し
な
が

ら
、
射
手
が
待
ち
構
え
て
い
る
方
向
に
群

れ
を
追
い
込
む
「
囲
い
込
み
猟
」
で
11
頭

を
捕
獲
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

支
部
長
の
奥
田
邦
博
さ
ん
は
「
上
空
か

ら
効
率
的
に
エ
ゾ
シ
カ
を
探
し
て
、
正
確

な
進
行
方
向
を
あ
ら
か
じ
め
知
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
射
手
は
余
裕
を
持
っ
て
待

ち
構
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
誤
射
に
よ
る

事
故
を
防
ぐ
上
で
と
て
も
有
効
で
は
な
い

か
」
と
話
す
。
一
方
で
「
エ
ゾ
シ
カ
に
気

付
か
れ
な
い
高
度
で
飛
行
を
続
け
ら
れ
る

ド
ロ
ー
ン
は
と
て
も
高
価
で
、
操
縦
も
難

し
い
た
め
、
ハ
ン
タ
ー
個
人
で
所
有
す
る

こ
と
は
困
難
だ
。
操
縦
士
に
依
頼
す
る
と

し
て
も
費
用
が
か
か
る
。
ド
ロ
ー
ン
を
有

害
駆
除
に
活
用
す
る
た
め
に
は
行
政
に
よ

る
支
援
が
必
要
」
と
訴
え
る
。

神
出
鬼
没
の
ヒ
グ
マ
は
難
敵

　

幌
加
内
町
で
は
令
和
5
年
5
月
、
朱
鞠

内
湖
で
魚
釣
り
を
し
て
い
た
男
性
が
ヒ
グ

マ
に
襲
わ
れ
て
死
亡
す
る
事
故
が
発
生
し

た
。
事
故
現
場
で
は
上
川
総
合
振
興
局
が

持
ち
込
ん
だ
ド
ロ
ー
ン
が
、
男
性
や
ヒ
グ

マ
の
捜
索
に
活
用
さ
れ
、
ヒ
グ
マ
対
策
に

お
け
る
有
効
性
が
認
識
さ
れ
た
。
町
は
事

故
を
教
訓
と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

た
ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
被
害
や
農
林
業
被

害
の
防
止
対
策
を
本
格
化
し
て
い
る
。

　

同
年
10
月
、
町
は
測
量
会
社
の
ネ
ク
シ

ス
光
洋
（
旭
川
市
）
と
「
無
人
航
空
機
に

よ
る
ヒ
グ
マ
対
策
支
援
協
力
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
た
。
ヒ
グ
マ
出
没
時
に
は

町
の
要
請
に
応
じ
て
、
同
社
が
有
償
で
出

動
。
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
ヒ
グ
マ
の
捜
索
や

警
戒
監
視
、
警
報
音
に
よ
る
追
い
払
い
な

ど
を
行
い
、
被
害
防
止
を
図
る
考
え
だ
。

胆振東部地震で被災した森林では、ドロー
ンが苗木を輸送（ドリームベース提供）

赤外線カメラで空からエゾシカを捉えた
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た
上
で
、
機
種
ご
と
の
機
体
特
性
や
離
着

陸
場
所
の
選
定
、
飛
行
ル
ー
ト
、
運
航
頻

度
、
在
庫
管
理
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
収
支

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

国
交
省
物
流
政
策
課
物
流
効
率
化
推
進

室
は
「
ド
ロ
ー
ン
物
流
は
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
。
機
体
や
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
の
技

術
革
新
も
今
後
加
速
す
る
だ
ろ
う
。
ト

ラ
ッ
ク
と
の
比
較
で
も
、
ド
ロ
ー
ン
は
1

人
で
複
数
の
荷
物
を
配
送
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
強
調
す
る
。

　

同
室
は
「
ド
ロ
ー
ン
が
今
す
ぐ
物
流
の

花
型
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
自
動
車
と

の
共
同
配
送
と
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、
複

数
の
選
択
肢
に
ド
ロ
ー
ン
を
組
み
入
れ
る

と
い
う
考
え
方
が
適
切
」
と
話
す
。
そ
の

上
で
「
ド
ロ
ー
ン
物
流
に
取
り
組
む
意
欲

を
持
つ
企
業
は
多
い
。
実
証
実
験
を
重
ね

る
こ
と
で
多
様
な
知
見
が
得
ら
れ
る
。
市

町
村
は
企
業
と
住
民
の
橋
渡
し
役
と
し
て

関
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

一
方
、
政
府
は
令
和
5
年
12
月
、
無
人

地
帯
に
お
け
る
目
視
外
飛
行
（
レ
ベ
ル
3

飛
行
）
の
事
業
化
に
向
け
た
規
制
緩
和
の

一
環
と
し
て
、
搭
載
カ
メ
ラ
で
地
上
の
安

全
確
認
を
行
う
ほ
か
、
操
縦
ラ
イ
セ
ン
ス

の
保
有
、
保
険
へ
の
加
入
を
条
件
に
、
飛

行
経
路
下
で
第
三
者
の
立
入
管
理
を
行
う

補
助
者
や
看
板
の
配
置
、
道
路
や
鉄
道
を

横
断
す
る
際
の
一
時
停
止
な
ど
の
措
置
を

撤
廃
。
有
人
地
帯
に
お
け
る
目
視
外
飛
行

（
レ
ベ
ル
4
飛
行
）
と
の
中
間
的
な
位
置

付
け
と
し
て
「
レ
ベ
ル
3
・
5
飛
行
」
の

制
度
を
設
け
、
ド
ロ
ー
ン
物
流
の
事
業
化

や
社
会
実
装
を
後
押
し
し
て
い
る
。

空
飛
ぶ
ク
ル
マ
を
千
歳
で
！

　

ド
ロ
ー
ン
の
究
極
の
進
化
形
と
も
言
え

る
「
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
」。
千
歳
市
は
、
令

和
8
年
10
月
の
空
港
開
港
１
０
０
年
に
向

け
て
「
１
０
０
に
一
度
の
移
動
革
命
」
と

も
呼
ば
れ
る
「
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
」
の
実
用

化
を
千
歳
の
空
で
実
現
し
た
い
と
し
て
検

討
を
進
め
て
い
る
。
き
っ
か
け
は
、
3
年

10
月
に
日
本
航
空
（
東
京
）
と
締
結
し
た

連
携
協
定
だ
。
協

定
は
市
と
同
社
が

地
域
活
性
化
や
交

流
人
口
の
拡
大
に

連
携
し
て
取
り
組

む
と
と
も
に
、
同

社
が
進
め
る
次
世

代
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

実
現
に
協
力
す
る

と
し
て
い
る
。
象

徴
的
存
在
で
あ
る

「
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
」

は
、
電
動
化
や
自
動
化
、
垂
直
離
着
陸
な

ど
、
ド
ロ
ー
ン
開
発
で
培
わ
れ
た
技
術
を

活
か
し
た
、
新
た
な
空
の
移
動
手
段
と
し

て
、
都
市
部
で
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
、
離
島

や
山
間
部
の
移
動
手
段
の
ほ
か
、
災
害
時

の
救
急
搬
送
な
ど
で
利
用
が
期
待
さ
れ
て

お
り
、
令
和
2
年
版
の
「
国
土
交
通
白

書
」
は
、
令
和
22
（
２
０
４
０
）
年
ま
で

に
１
６
０
兆
円
の
市
場
規
模
に
成
長
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
と
し
て
い
る
。

　

国
な
ど
は
、
令
和
7
年
開
催
予
定
の
大

阪
・
関
西
万
博
で
の
飛
行
に
向
け
、
安
全

基
準
な
ど
の
検
討
や
施
設
整
備
な
ど
を
進

め
て
お
り
、
同
社
は
運
航
事
業
者
と
し
て

選
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
4
年
11

月
に
は
、
道
が
中
心
と
な
り
、
情
報
共
有

の
場
と
な
る
「
北
海
道
エ
ア
モ
ビ
リ
テ
ィ

連
絡
会
」
が
設
立
さ
れ
た
ほ
か
、
千
歳
市

は
先
進
自
治
体
で
あ
る
三
重
県
と
の
意
見

交
換
や
市
内
の
観
光
事
業
者
を
中
心
と
す

る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
技
術
開
発
の
動

向
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　

市
企
画
部
の
田
中
稔
大
空
港
政
策
課
長

は
「
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
の
実
現
は
、
新
千
歳

空
港
の
高
付
加
価
値
化
や
魅
力
向
上
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
空
港
開
港

１
０
０
年
の
節
目
に
ぜ
ひ
千
歳
の
空
で
実

現
さ
せ
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
令
和
5

年
度
は
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
3
回

空
飛
ぶ
ク
ル
マ
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
」
に
参
加
し
て
、
他
自
治
体
と
情
報
共

有
や
意
見
交
換
を
行
っ
た
ほ
か
、
最
新
の

動
向
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
も

予
定
し
て
い
る
。

ド
ロ
ー
ン
で
ま
ち
づ
く
り
を

　

ド
ロ
ー
ン
を
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
に
据

え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
る
市

町
村
も
あ
る
。
新
十
津
川
町
は
人
口
減
少

や
担
い
手
不
足
、
買
い
物
弱
者
・
交
通
弱

者
対
策
と
い
っ
た
課
題
を
解
決
す
る
取
組

の
一
つ
と
し
て
ド
ロ
ー
ン
に
注
目
し
、
令

和
5
年
3
月
に
「
新
十
津
川
町
Ｄ
Ｘ
推
進

計
画
」
を
策
定
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

に
よ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
行
政

事
務
の
効
率
化
、
ス
マ
ー
ト
農
業
や
ド

千歳市は令和3年 10 月に日本航空と連携協定
を締結

大阪・関西万博で飛行を計画している
V o l o C i t y（ボロシティ）
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ド
ロ
ー
ン
配
送
を
社
会
実
装

　

東
京
の
都
心
か
ら
車
で
2
時
間
余
り
の

山
梨
県
小
菅
村
は
、
面
積
の
95
％
が
森
林

に
覆
わ
れ
、
渓
谷
沿
い
に
集
落
が
点
在
し

て
い
る
。
令
和
5
年
12
月
現
在
の
人
口
は

６
４
０
人
。
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
45
％

を
占
め
る
。
村
内
に
は
複
数
の
商
店
が

あ
っ
た
が
、
人
口
減
少
に
伴
い
閉
店
が
相

次
ぎ
、
近
年
は
食
品
を
取
り
扱
う
商
店
は

1
店
舗
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
車
で
30
㌔

以
上
離
れ
た
近
隣
の
市
や
町
ま
で
買
い
物

に
出
掛
け
る
必
要
が
あ
り
、
買
い
物
難
民

対
策
が
喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

村
は
令
和
2
年
度
、
全
国
で
ド
ロ
ー
ン

配
送
事
業
を
手
掛
け
て
い
る
エ
ア
ロ
ネ
ク

ス
ト
（
東
京
）
と
ド
ロ
ー
ン
配
送
事
業
に

関
す
る
連
携
協
定
を
締
結
。
同
社
は
令
和

3
年
1
月
、
ド
ロ
ー
ン
配
送
サ
ー
ビ
ス
を

中
心
の
事
業
と
す
る
子
会
社
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ 

Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
（
ネ
ク
ス
ト
デ
リ
バ

リ
ー
）」
を
村
内
で
設
立
。
物
流
大
手
の

セ
イ
ノ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
岐
阜
県

大
垣
市
）
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
実
証

実
験
を
経
て
、
同
年
11
月
に
有
償
の
物
流

サ
ー
ビ
ス
「
Ｓ
ｋ
ｙ
Ｈ
ｕ
ｂ
（
ス
カ
イ
ハ

ブ
）」
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
サ
ー
ビ

ス
は
、
希
望
す
る
商
品
を
ド
ロ
ー
ン
や
自

動
車
で
配
送
す
る
「
Ｓ
ｋ
ｙ
Ｈ
ｕ
ｂ
ス
ト

ア
」
と
、
会
社
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
買
い
物

代
行
が
あ
る
。
ス
ト
ア
で
は
、
村
内
の
配

達
拠
点
に
在
庫
が
あ
る
商
品
を
取
り
扱
っ

て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
注

文
と
決
済
を
行
う
と
、
村
内
11
カ
所
に
あ

る
ド
ロ
ー
ン
ス
タ
ン
ド
に
商
品
が
届
け
ら

れ
る
。
料
金
は
1
回
３
０
０
円
。
開
始
か

ら
３
０
０
回
を
超
え
る
利
用
が
あ
り
、
住

民
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

　

エ
ア
ロ
ネ
ク
ス
ト
は
「
夏
場
は
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
な
ど
の
季
節
に
応
じ
た
商
品
に

需
要
が
あ
る
。
強
風
な
ど
で
ド
ロ
ー
ン
で

は
配
達
で
き
な
い
と
き
も
あ
る
が
、
車
で

の
配
達
に
切
り
替
え
る
な
ど
柔
軟
に
対
応

し
て
い
る
」
と
話
す
。
そ
の
上
で
「
需
要

が
高
ま
れ
ば
配
送
料
を
値
下
げ
す
る
可
能

性
も
あ
る
。
地
域
の
配
送
手
段
と
し
て
実

績
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　

国
土
交
通
省
に
よ
る
と
、
ネ
ク
ス
ト
デ

リ
バ
リ
ー
な
ど
は
、
上
士
幌
町
や
茨
城
県

境
町
、
千
葉
県
勝
浦
市
、
福
井
県
敦
賀
市

で
も
日
用
品
や
食
品
の
配
送
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
る
。
長
野
県
伊
那
市
や
長
崎

県
五
島
市
で
は
、
他
の
企
業
が
医
薬
品
を

含
む
配
送
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

物
流
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

　

地
域
の
流
通
機
能
や
交
通
網
の
弱
体
化

に
伴
う
「
買
い
物
難
民
」
を
め
ぐ
る
問
題

が
広
が
り
を
み
せ
る
中
、
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
た
配
送
サ
ー
ビ
ス
の
実
用
化
に
対
す

る
期
待
は
大
き
い
。
し
か
し
、
小
菅
村
の

よ
う
に
社
会
実
装
の
段
階
に
た
ど
り
着
い

た
ケ
ー
ス
は
少
な
い
。
ド
ロ
ー
ン
配
送
の

実
証
実
験
を
行
っ
た
道
内
の
町
は
「
シ
ス

テ
ム
構
築
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
整
理
な
ど
に

時
間
が
か
か
る
ほ
か
、
悪
天
候
時
は
飛
行

が
で
き
な
く
な
る
な
ど
の
課
題
も
多
か
っ

た
。
社
会
実
装
に
進
む
こ
と
を
躊
躇
し
て

い
る
市
町
村
も
多
い
は
ず
」
と
話
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
国
交
省
は

令
和
5
年
3
月
に
「
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

た
荷
物
等
配
送
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

ｖ
ｅ
ｒ
・
4
・
0
」
を
策
定
。
4
年
12
月

の
航
空
法
改
正
に
伴
い
、
目
視
な
し
の
無

人
運
転
で
住
民
や
通
行
人
が
い
る
地
域
を

飛
ぶ
「
レ
ベ
ル
4
飛
行
」
が
可
能
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
明
確

化
や
提
供
体
制
の
構
築
、
サ
ー
ビ
ス
内
容

や
採
算
性
・
安
全
性
確
保
な
ど
に
つ
い
て

具
体
的
に
整
理
し
た
。
多
く
の
実
証
実
験

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
採
算
性
を
め
ぐ
る

課
題
に
つ
い
て
は
、
提
供
サ
ー
ビ
ス
が
持

続
的
な
事
業
形
態
な
の
か
十
分
に
確
認
し

　
先
行
す
る
建
設
業
や
農
林
業
、
防
災
な
ど
の
分
野
に
加
え
、
物
流
や
観
光
な
ど
の
幅
広
い
分
野
で
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

に
向
け
た
取
組
が
全
国
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
流
通
網
や
交
通
網
の
衰
退
、
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
の
不
足
に
直
面
す

る
物
流
分
野
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
物
流
の
社
会
実
装
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
構
築
に
向
け
た
動
き

が
加
速
す
る
中
で
、
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
の
分
野
で
も
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
向
け
た
取
組
も
進
ん
で
い
る
。

地
域
課
題
の
解
決
に
ド
ロ
ー
ン
を
活
か
す

物
流
や
観
光
な
ど
幅
広
い
分
野
で
取
組
が
拡
大

ま
ち
づ
く
り
に
ド
ロ
ー
ン
を
使
う
！

現
場
か
ら
の
報
告 

●❹
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の
作
成
や
提
出
な
ど
を
代
行
し
て
く
れ
る
。　

サ
ポ
ー
ト
料
金
は
1
回
１
８
０
０
円
だ
。

　

帯
広
市
観
光
交
流
課
は
「
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
空
撮
は
自
然
が
豊
か
で
雄
大
な
景
観

を
有
す
る
十
勝
と
親
和
性
が
高
い
。
誘
客

効
果
と
撮
影
し
た
素
材
を
発
信
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
十
勝
地
域
全
体
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
も
つ
な
が
る
」
と
期
待
す
る
。

飛
行
の
安
全
確
保
を
目
指
し
て

　

ホ
ビ
ー
ド
ロ
ー
ン
や
ト
イ
ド
ロ
ー
ン
と

呼
ば
れ
る
小
型
ド
ロ
ー
ン
で
空
撮
を
楽
し

む
愛
好
家
が
増
え
る
一
方
、
令
和
4
年
6

月
の
改
正
航
空
法
施
行
に
伴
い
、
総
重
量

１
０
０
㌘
以
上
の
ド
ロ
ー
ン
は
氏
名
や
住

所
、
機
種
な
ど
を
国
交
省
に
申
請
し
て
、

登
録
記
号
（
Ｉ
Ｄ
）
の
通
知
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
、
人
口
集
中
地
区
や
高
度
１
５

０
㍍
以
上
の
飛
行
が
制
限
さ
れ
る
。

　

一
方
、
ド
ロ
ー
ン
が
関
係
す
る
事
故
は

増
加
傾
向
に
あ
る
。
国
交
省
に
よ
る
と
令

和
元
年
度
と
2
年
度
の
事
故
件
数
は
年
間

１
０
０
件
未
満
だ
っ
た
が
、
3
年
度
は
１

３
９
件
に
増
加
。
道
内
で
の
事
故
は
11
件

だ
っ
た
。
農
薬
散
布
中
の
事
故
が
5
件

で
、
橋
梁
点
検
中
の
事
故
も
あ
っ
た
。

　

不
測
の
事
故
に
備
え
た
保
険
は
、
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
。

主
な
補
償
内
容
は
、
機
体
の
損
失
や
損
傷

な
ど
を
補
償
す
る
動
産
総
合
保
険
と
、
第

三
者
へ
の
損
害
を
補
償
す
る
賠
償
責
任
保

険
が
あ
る
。
動
産
総
合
保
険
は
、
機
体
本

体
に
加
え
、
搭
載
し
て
い
る
カ
メ
ラ
や
セ

ン
サ
ー
類
を
加
算
し
て
保
険
金
額
を
決
定

す
る
。
賠
償
責
任
保
険
の
支
払
限
度
額

は
、
操
作
す
る
時
間
、
場
所
、
状
況
な
ど

で
最
大
の
賠
償
金
額
を
想
定
し
た
上
で
決

ま
る
。
具
体
的
な
引
受
に
つ
い
て
は
過
去

の
事
故
歴
な
ど
に
よ
り
保
険
会
社
が
個
別

に
決
定
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
る
。

　

道
内
の
あ
る
保
険
代
理
店
は
「
機
体
の

損
害
を
補
償
す
る
動
産
総
合
保
険
の
契
約

が
大
半
。
現
状
は
ド
ロ
ー
ン
以
外
の
保
険

に
加
入
し
て
い
る
契
約
者
に
案
内
し
て
い

る
」
と
話
す
。
そ
の
上
で
「
自
動
車
の
よ

う
に
機
種
や
飛
行
目
的
に
よ
っ
て
免
許
が

必
要
に
な
り
、
リ
ス
ク
の
実
態
が
明
確
に

な
る
の
に
伴
っ
て
対
応
す
る
保
険
も
変

わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
自
動
車
保

険
で
い
え
ば
自
賠
責
保
険
の
よ
う
な
最
低

限
の
補
償
を
セ
ッ
ト
と
し
て
販
売
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
の
見
方
を
示
す
。

日
本
一
ド
ロ
ー
ン
が
飛
ぶ
ま
ち

　

ド
ロ
ー
ン
を
め
ぐ
る
規
制
が
強
化
さ
れ

る
一
方
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
安
全
・
安

心
な
撮
影
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
提
供
す
る

こ
と
で
、
愛
好
家
の
人
気
を
集
め
て
い
る

町
が
あ
る
。
徳
島
県
那
賀
町
は
「
日
本
一

ド
ロ
ー
ン
が
飛
ぶ
ま
ち
」
を
目
標
に
掲
げ

て
お
り
、
平
成
29
年
に
安
全
な
飛
行
や
撮

影
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
元

お
勧
め
の
飛
行
ス
ポ
ッ
ト
を
ま
と

め
た
ド
ロ
ー
ン
マ
ッ
プ
を
公
開
。

現
在
は
電
子
書
籍
版
で
町
内
35
カ

所
の
空
撮
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
て

い
る
。
マ
ッ
プ
は
詳
細
な
地
形
図

と
と
も
に
、
ス
ポ
ッ
ト
ご
と
の
道

順
や
見
ど
こ
ろ
、
問
い
合
わ
せ
先

な
ど
を
写
真
付
き
で
紹
介
し
て
い

る
。
ま
た
、
町
は
ド
ロ
ー
ン
飛
行

時
の
安
全
確
保
や
ト
ラ
ブ
ル
の
回

避
を
目
的
と
し
て
、
町
内
で
ド

ロ
ー
ン
を
飛
行
さ
せ
る
人
に
対
し

て
、
任
意
で
無
人
航
空
機
利
用
届

出
書
の
提
出
を
求
め
て
い
る
。
届
出
書
の

提
出
件
数
は
、
令
和
4
年
度
に
74
件
、
5

年
度
は
こ
れ
ま
で
に
60
件
の
提
出
が
あ
っ

た
と
い
う
。

　

一
方
、
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
Ｏ
Ｂ

が
設
立
し
た
一
般
社
団
法
人
地
域
お
こ
し

ド
ロ
ー
ン
社
は
、
飛
行
ス
ポ
ッ
ト
を
1
時

間
5
千
円
の
有
料
で
案
内
し
、
安
全
な
飛

行
体
験
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
ガ
イ
ド
事
業

を
行
っ
て
お
り
、
町
は
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
と
し
て
も
活
用
し
て
い
る
。
町
み

ら
い
デ
ジ
タ
ル
課
ド
ロ
ー
ン
推
進
室
は

「
県
外
ユ
ー
ザ
ー
が
多
く
、
グ
ル
ー
プ
も

多
い
。
関
係
人
口
の
創
出
も
念
頭
に
置
き

な
が
ら
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

徳島県那賀町が公開しているドローンマップ
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ロ
ー
ン
物
流
を
推
進
す
る
と
し
て
い
る
。

　

令
和
5
年
5
月
に
就
任
し
た
谷
口
秀
樹

町
長
も
、
ド
ロ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
本

格
的
に
展
開
す
る
方
針
を
示
し
た
。
町
は

企
業
と
連
携
し
て
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
た

３
６
０
度
の
パ
ノ
ラ
マ
画
像
を
活
用
し
た

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地
区
）
を
作

成
。
洪
水
に
よ
る
浸
水
想
定
区
域
を
色
付

き
で
表
示
し
た
り
、
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
避

難
所
の
位
置
を
表
示
し
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
観
光
情
報
な
ど
を
画
像

上
に
表
示
す
る
こ
と
で
、
視
覚
的
な
効
果

を
活
か
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
に
も
活
用
で
き
る
。

　

令
和
6
年
1
月
に
は
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
の
モ
バ

イ
ル
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
長
距
離
自
律

飛
行
を
可
能
に
し
た
ス
マ
ー
ト
ド
ロ
ー
ン

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
ス

マ
ー
ト
ド
ロ
ー
ン
（
東
京
）、
エ
ア
ロ
ネ

ク
ス
ト
（
同
）、
ド
ロ
ー
ン
開
発
を
手
掛

け
る
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｌ
（
同
）、
広
告
代
理
店
の

電
通
北
海
道
（
札
幌
）
と
「『
ド
ロ
ー
ン

の
ま
ち
づ
く
り
』
に
関
す
る
連
携
協
定
」

を
締
結
。
協
定
に
は
①
ド
ロ
ー
ン
関
連
人

材
の
育
成
②
技
術
開
発
③
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
新
た
な
産
業
創
出
④
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

町
の
魅
力
発
信
─
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

ま
た
、
１
月
28
日
に
は
、
ド
ロ
ー
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
受
託
し
た
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
ス

マ
ー
ト
ド
ロ
ー
ン
な
ど
で
構
成
す
る
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
（
共
同
企
業
体
）
と
町
が
共

催
す
る
「
ド
ロ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
」
が
、
町

内
で
初
め
て
開
か
れ
た
。
ド
ロ
ー
ン
サ
ッ

カ
ー
や
カ
ー
リ
ン
グ
、
操
縦
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
の
体
験
、
ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
の
紹

介
な
ど
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
約
1
５
０
０
人
が
会
場
を
訪
れ
た
。　　

　

会
場
で
は
、
拓
殖
大
学
北
海
道
短
期
大

学
（
深
川
市
）
の
ド
ロ
ー
ン
サ
ッ
カ
ー
部

に
よ
る
試
合
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち

を
楽
し
ま
せ
た
。
町
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事

務
局
の
政
所
正
人
次
長
は
「
ゲ
ー
ム
や
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
し
、
ド
ロ
ー
ン

の
知
識
を
身
に
付
け
、
操
縦
の
面
白
さ
を

実
感
し
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
す
。　　

　

町
内
で
は
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
ス
マ
ー
ト
ド

ロ
ー
ン
が
運
営
す
る
ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル

が
令
和
６
年
１
月
に
開
校
。
町
は
平
成
21

年
に
閉
校
し
た
旧
大
和
小
学
校
跡
地
（
2

㌶
）
に
テ
ス
ト
コ
ー
ス
を
整
備
し
、
企
業

な
ど
に
よ
る
積
雪
寒
冷
地
に
対
応
し
た
技

術
開
発
を
後
押
し
す
る
ほ
か
、
ド
ロ
ー
ン

配
送
の
実
証
実
験
な
ど
も
予
定
し
て
い
る
。　

政
所
次
長
は
「
寒
冷
地
対
応
の
ド
ロ
ー
ン

開
発
や
ド
ロ
ー
ン
サ
ッ
カ
ー
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
取
組
を
進
め
な
が
ら
、
雇
用
創
出
や

関
係
人
口
の
増
加
を
図
り
、
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

空
き
家
対
策
に
も
活
用

　

栃
木
県
那
須
町
は
令
和
5
年
12
月
、
東

京
の
Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
と
連
携
し
て
、
空
き

家
の
調
査
に
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す
る
実
証

実
験
を
行
っ
た
。
地
上
か
ら
の
目
視
だ
け

で
は
分
か
ら
な
い
老
朽
化
の
度
合
い
な
ど

を
ド
ロ
ー
ン
で
調
査
す
る
こ
と
で
、
空
き

家
対
策
の
効
率
化
と
危
険
な
空
き
家
の
早

期
発
見
に
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

　

町
内
に
は
2
千
戸
を
超
え
る
空
き
家
が

あ
る
。
長
期
間
使
用
さ
れ
ず
に
老
朽
化
が

進
み
、
倒
壊
な
ど
の
危
険
も
あ
る
空
き
家

も
少
な
く
な
い
。
実
証
実
験
は
町
内
3
地

区
を
対
象
に
、
水
道
の
利
用
状
態
な
ど
か

ら
空
き
家
の
状
態
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
住

宅
１
５
０
戸
を
抽
出
。
ド
ロ
ー
ン
に
搭
載

し
た
可
視
光
カ
メ
ラ
と
赤
外
線
カ
メ
ラ
で

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
撮
影
し
た
。

　

町
は
撮
影
し
た
27
戸
の
画
像
を
検
証
し

な
が
ら
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
や
調
査
マ
ニ
ュ

ア
ル
策
定
の
検
討
に
入
る
と
い
う
。
町
ふ

る
さ
と
定
住
課
は
「
来
年
度
以
降
の
実
施

を
検
討
し
た
い
。
老
朽
化
の
度
合
い
も
分

か
る
の
で
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
情
報

に
も
活
用
し
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
減
ら
す
こ

と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
話
す
。

ド
ロ
ー
ン
愛
好
家
を
呼
び
込
め

　

雄
大
な
自
然
や
農
村
景
観
が
自
慢
の
十

勝
管
内
で
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
撮
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
管
内
19
市
町
村
は

令
和
4
年
3
月
、
飛
行
ス
ポ
ッ
ト
の
確
認

や
許
可
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
「
十

勝
ド
ロ
ー
ン
特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」
を
公

開
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
ユ
ー
ザ
ー
支
援
サ
イ

ト
を
運
営
す
る
フ
ラ
イ
ヤ
ー
ズ
（
札
幌
）

が
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

　

サ
イ
ト
で
は
岩
内
仙
峡
（
帯
広
市
）
や

オ
ン
ネ
ト
ー
（
足
寄
町
）
な
ど
、
ド
ロ
ー
ン

の
飛
行
が
可
能
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
約

40
カ
所
を
紹
介
。
航
空
写
真
で
飛
行
範
囲

や
離
発
着
範
囲
、
日
の
出
と
日
没
時
間
な

ど
を
確
認
で
き
る
。
サ
イ
ト
上
で
手
続
き

サ
ポ
ー
ト
を
申
し
込
む
と
、
同
社
が
土
地

管
理
者
や
警
察
署
へ
の
届
け
出
、
申
請
書

多くの来場者が楽しんだドローンフェスタ
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が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
も
、
半
導
体
を
製

造
す
る
上
で
の
特
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

昨
今
の
半
導
体
情
勢
に
つ
い
て

　

令
和
2
年
の
初
め
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
流
行
に
伴
う

影
響
が
拡
大
す
る
中
、
世
界
中
で
巣
ご
も

り
需
要
が
増
大
し
た
。
そ
の
結
果
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
電
子
機

器
類
や
、
過
密
を
避
け
る
移
動
手
段
と
し

て
自
動
車
の
需
要
が
増
加
し
た
が
、
世
界

各
国
で
実
施
さ
れ
た
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
（
都

市
封
鎖
）
の
影
響
で
、
半
導
体
関
連
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
目
詰
ま
り
を
起
こ
し

た
こ
と
な
ど
を
原
因
と
し
て
、
世
界
中
で

半
導
体
が
不
足
す
る
事
態
に
陥
っ
た
。

　

さ
ら
に
令
和
3
年
に
は
、
世
界
的
な
半

導
体
不
足
が
解
消
に
向
か
う
一
方
、
日
本

国
内
で
は
複
数
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
で
発

生
し
た
工
場
火
災
や
、
米
国
を
襲
っ
た
大

寒
波
に
伴
う
停
電
で
半
導
体
工
場
の
生
産

が
停
止
し
た
こ
と
も
重
な
り
、
半
導
体
不

足
が
長
期
化
。
令
和
5
年
に
な
っ
て
種
類

に
よ
り
程
度
は
異
な
る
が
、
半
導
体
不
足

は
よ
う
や
く
解
消
し
つ
つ
あ
る
。

半
導
体
を
自
国
生
産
す
る
必
要
性

　

一
連
の
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
半
導
体
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
安
定

供
給
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
日

本
は
30
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
世
界
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
半
導
体
生
産
大
国
だ
っ
た
。
現

在
で
も
、
半
導
体
の
生
産
に
欠
か
せ
な
い

製
造
装
置
や
ウ
エ
ハ
ー
な
ど
の
材
料
分
野

で
は
存
在
感
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
台

頭
す
る
欧
米
や
中
国
、
台
湾
、
韓
国
な
ど

に
後
れ
を
取
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　

半
導
体
は
経
済
安
全
保
障
上
、
重
要
な

物
資
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
深

刻
化
す
る
米
国
と
中
国
の
対
立
な
ど
を
発

端
と
し
た
地
政
学
リ
ス
ク
の
世
界
的
な
高

ま
り
も
あ
り
、
半
導
体
自
給
率
の
向
上
は

急
務
だ
。
こ
う
し
た
現
状
を
背
景
に
、
世

界
中
で
半
導
体
メ
ー
カ
ー
を
誘
致
す
る
動

き
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
米
国
で
は
台

湾
の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
や
韓
国
の
サ
ム
ス
ン
電
子

な
ど
が
新
工
場
を
建
設
し
て
い
る
。
日
本

国
内
で
も
熊
本
県
で
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
新
工
場
の

建
設
が
進
ん
で
お
り
、
国
を
ま
た
い
で
半

導
体
の
生
産
を
拡
大
す
る
動
き
が
あ
る
。

　

国
内
で
は
ラ
ピ
ダ
ス
が
千
歳
市
に
工
場

を
建
設
す
る
ほ
か
、
全
国
各
地
で
半
導
体

関
連
の
工
場
増
設
や
新
工
場
の
建
設
計
画

が
持
ち
上
が
っ
て
い
る
＝
表
1
。
半
導
体

の
国
内
生
産
拡
大
に
向
け
た
世
界
の
国
や

地
域
に
よ
る
巨
額
の
財
政
支
援
が
、
こ
う

し
た
動
き
を
後
押
し
し
て
い
る
と
み
ら
れ

て
い
る
＝
表
2
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
、
通
信
技
術
の

高
速
化
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
化
）、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
な
ど
の

先
進
技
術
の
発
達
に
伴
い
、
半
導
体
の
需

要
は
増
産
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
高
性
能

化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
世
界
各
国
が
国

を
挙
げ
て
生
産
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

技
術
の
向
上
に
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
。

　

世
界
で
量
産
さ
れ
て
い
る
半
導
体
で
最

も
微
細
な
回
路
幅
は
3
ナ
ノ
㍍
（
ナ
ノ
は

10
億
分
の
1
）
で
、
回
路
幅
2
ナ
ノ
㍍
級

の
半
導
体
は
、
次
世
代
半
導
体
と
呼
ば
れ

る
。
千
歳
市
で
は
、
令
和
9
年
の
本
格
稼

働
を
目
指
し
て
ラ
ピ
ダ
ス
の
工
場
建
設
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
新
工
場
で
は
世
界
を

リ
ー
ド
す
る
次
世
代
半
導
体
の
量
産
化
を

目
指
し
て
お
り
、
北
海
道
を
舞
台
に
半
導

体
大
国
の
復
権
を
賭
け
た
一
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

■表1　国内主要企業の半導体関連投資

会社名 投資地域 投資額

R a p i d u s ㈱ 北海道 総額5兆円

キオクシア㈱ 岩手県 1兆円

東京エレクトロン㈱ 岩手県 220 億円

㈱KOKUSAI ELECTRIC 富山県 240 億円

浜松ホトニクス㈱ 静岡県 115 億円

イビデン㈱ 岐阜県 2,500 億円

㈱日立ハイテク 山口県 240 億円

京セラ㈱ 長崎県 620 億円
（注1）投資額は複数の設備投資が累積されている場合もある。
（注2）計画段階の情報も含む。
（出所）各種報道、各社ホームページより道銀地域総合研究所作成

■表2　主要各国の主な支援

日本 総額2兆円規模。先端品に限らず汎用半導体にも補助。

米国
2022 年8月、半導体の国産化を進めるための法律「CHIPS
法」が可決。520 億ドル（約 7.0 兆円）以上を投入。

欧州
2023 年4月、域内での半導体生産拡大に向けた「欧州半導体法」
に合意。430 億ユーロ（約 6.4 兆円）を投入。

中国
2014 年以降に「国家集積回路産業投資基金」や地方政府の基金
から、合わせて日本円で 10 兆円以上とみられる規模で支援。

（注1）日本は、21、22 年度の補正予算額分。
（注2）�各国複数年の累計補助額で、為替レートは4月 27 日 17 時のスポットレート。
（出所）各種報道より道銀地域総合研究所作成

33 No.43   PRACTICEPRACTICE

NEWS  TOPIC
PRACTICEPRACTICE

次世代半導体メーカー
「ラピダス」の道内進出について

〜半導体ってどんなもの？〜
　次世代半導体の量産化を目指すラピダス（東京）は令和5年9月、千歳市内で工場建設に着手した。9
年の工場本格稼を目指している。半導体は今や私たちの生活に必要不可欠な存在となっている。そこで、
半導体の仕組みや昨今の半導体を取り巻く情勢などについて解説する。�（北海道銀行・道銀地域総合研究所）

そ
も
そ
も
半
導
体
っ
て
何
？

　

半
導
体
は
文
字
通
り
「
電
気
を
通
す
導

体
」
と
「
電
気
を
通
さ
な
い
絶
縁
体
」
の

両
方
の
性
質
を
併
せ
持
っ
て
い
る
。
そ
の

性
質
を
利
用
し
て
、
多
種
多
様
な
製
品
に

用
い
ら
れ
て
い
る
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
電
子
機
器
、
洗
濯
機
や

冷
蔵
庫
な
ど
の
家
電
、
自
動
車
な
ど
、
日

常
生
活
に
必
要
な
製
品
だ
け
で
は
な
く
、

医
療
や
航
空
宇
宙
な
ど
、
多
様
な
分
野
で

必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
重
要
性
か
ら

「
産
業
の
米
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

半
導
体
の
種
類

　

半
導
体
は
、
回
路
の
設
計
や
製
造
工
程

を
変
え
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
外

部
の
情
報
を
電
気
信
号
に
変
換
す
る
セ
ン

サ
ー
、
電
子
機
器
の
内
部
で
制
御
す
る
役

割
を
担
う
マ
イ
コ
ン
、
デ
ー
タ
を
記
憶
保

持
す
る
役
割
を
担
う
メ
モ
リ
ー
、
演
算
機

能
を
持
つ
ロ
ジ
ッ
ク
な
ど
が
あ
る
。

　

電
子
機
器
類
や
自
動
車
な
ど
は
、
製
品

の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
一
つ
の
製

品
に
数
十
〜
数
百
も
の
半
導
体
が
使
わ
れ

て
い
る
。
実
際
に
目
に
す
る
こ
と
は
少
な

い
が
、
半
導
体
は
私
た
ち
の
生
活
に
必
要

不
可
欠
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

半
導
体
の
製
造
工
程

　

半
導
体
の
製
造
工
程
は
大
き
く
分
け
る

と
①
ウ
エ
ハ
ー
製
造
工
程
②
マ
ス
ク
製
造

工
程
③
前
工
程
④
後
工
程
─
に
分
け
ら
れ

る
＝
図
。
4
つ
の
工
程
を
大
ま
か
に
説
明

す
る
と
、
①
の
ウ
エ
ハ
ー
製
造
工
程
は
、

半
導
体
を
作
る
た
め
の
準
備
工
程
で
、
シ

リ
コ
ン
（
ケ
イ
素
）
の
イ
ン
ゴ
ッ
ト
と
呼

ば
れ
る
単
結
晶
の
塊
を
薄
切
り
に
し
た
上

で
研
磨
し
、
ウ
エ
ハ
ー
を
作
成
す
る
。

　

②
の
マ
ス
ク
製
造
工
程
は
、
半
導
体
の

用
途
に
合
わ
せ
て
設
計
さ
れ
た
回
路
を
基

に
し
て
フ
ォ
ト
マ
ス
ク
と
呼
ば
れ
る
原
版

を
作
る
。
③
の
前
工
程
は
、
実
際
に
半
導

体
を
作
る
段
階
で
、
ウ
エ
ハ
ー
の
表
面
に

フ
ォ
ト
マ
ス
ク
の
回
路
を
転
写
し
、
半
導

体
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
る
重
要
な
工

程
だ
。
最
後
の
工
程
と
な
る
④
の
後
工
程

で
は
、
回
路
が
転
写
さ
れ
た
ウ
エ
ハ
ー
か

ら
、
半
導
体
チ
ッ
プ
を
切
り
分
け
、
電
気

を
通
す
た
め
の
処
理
を
施
し
た
後
、
半
導

体
を
保
護
す
る
た
め
の
樹
脂
で
パ
ッ
ケ
ー

ジ
し
て
、
よ
う
や
く
完
成
す
る
。

　

こ
う
し
た
半
導
体
の
製
造
工
程
は
、
細

か
く
分
け
る
と
数
百
も
の
作
業
が
あ
る
ほ

か
、
半
導
体
は
用
途
・
目
的
に
合
わ
せ
た

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
が
一
般
的
と
言
わ
れ
て

お
り
、
半
導
体
製
造
装
置
や
材
料
の
種
類

（出所）株式会社グローバル・
トップ・ケミカル、SE TECH 
INTERNATIONAL合同
会社、SEMIの資料などから道
銀地域総合研究所作成

■図　�半導体の製造工程
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FRONT LINE 市町村の第一線

飛
散
や
流
出
を
抑
え
る
植
林
事
業
が
ス
タ
ー
ト
。
植
生
の
回
復
と
と
も
に
漁
場
の
環
境
も

少
し
ず
つ
好
転
し
て
い
っ
た
。
植
樹
活
動
は
現
在
も
続
け
ら
れ
て
お
り
、
町
内
に
は
森
づ

く
り
を
通
じ
て
、
海
を
守
り
育
て
る
精
神
が
脈
々
と
息
づ
い
て
い
る
。

新
た
な
吸
収
源
と
し
て
期
待
さ
れ
る
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン

　

港
湾
空
港
技
術
研
究
所
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）
な
ど
の
試
算
に
よ
る
と
、
国
内
で
海

藻
・
海
草
な
ど
の
海
洋
生
態
系
が
吸
収
す
る
Ｃ
Ｏ
２

は
年
間
１
３
２
〜
４
０
３
万
㌧
に
上

る
。
Ｃ
Ｏ
２

の
主
要
な
吸
収
源
で
あ
る
森
林
は
５
１
６
６
万
㌧
（
平
成
25
年
現
在
）
に
達

す
る
が
、
樹
齢
が
進
む
と
吸
収
量
が
小
さ
く
な
る
た
め
、
令
和
12
年
に
は
そ
の
効
果
が
半

減
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
樹
木
が
枯
れ
、
微
生
物
な
ど
の
働
き
で
分
解
さ
れ
る
際
に

は
Ｃ
Ｏ
２

を
大
気
中
に
放
出
す
る
が
、
海
藻
や
海
草
は
分
解
さ
れ
ず
、
海
中
に
と
ど
ま
り

続
け
る
た
め
、
長
期
間
に
わ
た
り
炭
素
を
海
中
に
固
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
た
め
近
年
、
海
の
生
態
系
が
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２

を
吸
収
す
る
「
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ

ン
」
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
中
で
も
コ
ン
ブ
は
成
長
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
生
息
密
度

も
高
い
た
め
、
面
積
当
た
り
の
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量
は
他
の
海
藻
類
よ
り
も
高
い
と
さ
れ
る
。

　

国
内
で
は
、
国
土
交
通
省
の
認
可
団
体
・
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
技
術
研
究
組

合
（
東
京
）
が
、
海
洋
生
態
系
由
来
の
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量
や
排
出
削
減
量
を
測
定
し
、
独
自

の
「
Ｊ
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
と
し
て
認
証
。
認
証
を
受
け
た
自
治
体
や
漁
協
な
ど
の
団

体
は
、
企
業
な
ど
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
販
売
し
、
購
入
し
た
企
業
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
分
を
自
社

の
排
出
削
減
分
と
し
て
オ
フ
セ
ッ
ト
（
相
殺
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
陸
上
で
は
す
で
に

森
林
整
備
に
よ
っ
て
生
じ
た
排
出
削
減
・
吸
収
量
を
認
証
す
る
「
Ｊ
─

ク
レ
ジ
ッ
ト
制

度
」
が
平
成
25
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

コ
ン
ブ
漁
場
の
整
備
に
合
わ
せ
て
調
査
を
実
施

　

え
り
も
町
内
で
の
調
査
は
、
え
り
も
漁
協
が
水
産
環
境
整
備
事
業
と
し
て
令
和
4
年
度

か
ら
5
年
間
で
実
施
す
る
雑
海
藻
駆
除
工
事
の
現
場
で
行
わ
れ
て
い
る
。
工
事
の
前
後
で

コ
ン
ブ
の
生
育
量
に
違
い
が
あ
る
の
か
を
潜
水
調
査
で
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
沿
岸
海

域
で
ド
ロ
ー
ン
（
小
型
無
人
航
空
機
）
に
よ
る
空
中
撮
影
を
行
い
、
コ
ン
ブ
な
ど
が
生
育

す
る
藻
場
の
広
が
り
を
把
握
。
潜
水
調
査
で
明
ら
か
に
し
た
単
位
面
積
当
た
り
の
資
源
量

と
ド
ロ
ー
ン
撮
影
で
把
握
し
た
藻
場
の
面
積
を
掛
け
合
わ
せ
、
町
内
沿
岸
域
に
生
育
す
る

コ
ン
ブ
な
ど
の
総
量
を
割
り
出
し
、
沿
岸
域
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量
を
推
計
す
る
。

　

工
事
を
行
う
海
域
は
、
笛
舞
、
新
浜
、
歌
別
、
東
洋
、
襟
裳
岬
、
庶
野
、
目
黒
の
7
地

区
で
、
面
積
は
合
計
57
・
5
㌶
。
毎
年
11
・
5
㌶
を
対
象
に
作
業
台
船
に
乗
せ
た
油
圧

シ
ョ
ベ
ル
で
、
水
深
5
・
5
㍍
以
浅
の
海
底
に
繁
茂
し
、
コ
ン
ブ
の
生
育
を
阻
害
す
る
ス

ガ
モ
や
紅
藻
、
ウ
ガ
ノ
モ
ク
な

ど
の
雑
海
藻
を
除
去
し
て
コ
ン

ブ
の
生
育
を
促
す
と
い
う
。

　

コ
ン
ブ
は
、
発
芽
し
た
1
年

目
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
急
速

に
成
長
す
る
が
、
冬
ご
ろ
ま
で

に
大
部
分
が
枯
れ
る
。
2
年
目

の
春
か
ら
再
び
成
長
を
始
め
、

1
年
目
よ
り
も
大
き
く
育
ち
、

大
半
が
寿
命
を
終
え
る
。
コ
ン

えりも町周辺海域で行われるコンブ漁（上）と前浜
のコンブ干し場

方形区でコンブや海藻の生育状況を確認

採取した昆布や
海藻の重さなど
を測定する
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コ
ン
ブ
が
生
み
出
す
新
た
な
価
値

　

全
国
有
数
の
天
然
コ
ン
ブ
の
産
地
と
し
て
有
名

な
え
り
も
町
─
。
沿
岸
の
岩
場
に
は
特
産
の
「
ミ

ツ
イ
シ
コ
ン
ブ
」
が
生
い
茂
り
、
周
囲
の
海
中
に

は
た
く
さ
ん
の
魚
が
泳
い
で
い
る
。

　

こ
の
豊
か
な
海
を
舞
台
に
コ
ン
ブ
が
吸
収
す
る

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
量
を
推
計
す
る
調
査
が

行
わ
れ
て
い
る
。
実
施
主
体
は
、
え
り
も
町
と
え

り
も
漁
業
協
同
組
合
だ
。
そ
の
目
的
は
沿
岸
海
域

に
お
け
る
コ
ン
ブ
の
生
育
量
と
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
、
コ
ン
ブ
漁
場

が
吸
収
す
る
Ｃ
Ｏ
２

を
低
コ
ス
ト
で
推
計
す
る
手
法
を
確
立
す
る
こ
と
に
あ
る
。
町
は

「
将
来
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
権
取
引
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
し
、
地
元
特
産
の

コ
ン
ブ
が
生
み
出
す
新
た
な
価
値
に
期
待
を
寄
せ
る
。
一
連
の
調
査
を
め
ぐ
っ
て
は
、
北

海
道
開
発
局
と
寒
地
土
木
研
究
所
（
札
幌
）
が
調
査
手
法
や
吸
収
量
の
推
計
方
法
な
ど
を

助
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
海
道
大
学
は
効
率
的
に
コ
ン
ブ
の
生
育
面
積
を
把
握
す
る
た

め
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
用
い
た
画
像
処
理
技
術
の
分
野
で
協
力
し
て
い
る
。

豊
か
な
海
を
守
り
育
て
る
精
神
が
息
づ
く

　

え
り
も
町
の
コ
ン
ブ
漁
獲
高
は
、
毎
年
20
〜
30
億
円
の
安
定
し
た
金
額
を
維
持
し
て
お

り
、
町
全
体
の
漁
獲
高
の
4
割
強
を
占
め
る
。
天
然
コ
ン
ブ
が
繁
茂
す
る
藻
場
は
、
豊
か

な
水
産
資
源
を
育
み
、
魚
介
類
の
好
漁
場
に
な
っ
て
お
り
、
コ
ン
ブ
が
地
域
に
も
た
ら
す

恵
み
は
絶
大
だ
。
し
か
し
、
明
治
以
降
の
伐
採
に
よ
り
森
林
の
荒
廃
が
進
ん
だ
襟
裳
岬
周

辺
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
“
え
り
も
砂
漠
”
と
呼
ば
れ
、
地
域
特
有
の
強
風
に
巻

き
上
げ
ら
れ
た
赤
土
が
広
が
る
不
毛
の
大
地
と
化
し
て
い
た
。

　

土
砂
の
流
出
に
よ
り
海
域
の
汚
濁
が
進
み
、
根
腐
れ
を
起
こ
し
た
コ
ン
ブ
類
は
壊
滅
状

態
と
な
り
、
魚
介
類
も
ほ
と
ん
ど
育
た
な
い
環
境
に
な
っ
た
。
豊
か
な
海
を
取
り
戻
そ
う

と
昭
和
28
年
、
当
時
の
浦
河
営
林
署
や
地
元
の
漁
業
者
な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
、
土
砂
の

　温暖化対策の国際的枠組みとして令和2年に「パリ協定」の本格運用が始
まった。日本も 12 年までに二酸化炭素（ＣＯ2）などの温室効果ガスを平成
25 年比で 46％削減する目標を打ち出した。太平洋、オホーツク海、日本海
に囲まれ、水産資源に恵まれた北海道では、海の生態系が大気中のＣＯ2を
吸収する「ブルーカーボン」に注目が集まっている。えりも町で始まった特
産のコンブを活かしたカーボンニュートラルの取組を紹介する。

えりも町 （えりもちょう）

Data
面　積：283.93 km2
人　口：�4,178 人 

（令和5年 11 月現在）
世　帯：�2,015 世帯 

（令和5年 11 月現在）
職員数：�102 人 

（普通会計ベース）
町　長：大西　正紀

「ブルーカーボン」で海中に温室効果ガスを吸収
特産の天然コンブで脱炭素化を推進 えりも町

FRONT LINE 市町村の第一線 ●1

写真●左／コンブが豊かな漁場を
育む襟裳岬周辺海域　写真●右／
「コンブに新たな価値が加わっ
た」と語る伊藤水産係長

ブルーカーボンに関する調査体制のイメージ
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写真●左／余市町の終点で「むらバス」から続々と乗客が降りてきた　写真●右上／赤井川村を走る「むらバス」。買い物帰りの乗客
の姿も　写真●右下／交通政策を担当する赤井川村総務課の末次司総務係長

親
切
な「
む
ら
バ
ス
」が
住
民
に
好
評

　

足
下
に
気
を
付
け
て
─
。
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
矢
島
広
之
さ
ん
が
、
乗
客
が
バ
ス
を
降
り

る
た
び
に
声
を
掛
け
る
。
村
で
「
む
ら
バ
ス
」
の
運
行
が
始
ま
っ
た
当
初
か
ら
、
運
転
手

を
務
め
る
1
人
だ
。
貸
切
バ
ス
会
社
の
エ
ア
ー
（
札
幌
）
に
所
属
し
、
普
段
は
村
内
の
リ

ゾ
ー
ト
施
設
「
キ
ロ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
」
で
送
迎
バ
ス
を
運
転
し
て
い
る
。

　

乗
客
の
顔
や
名
前
を
覚
え
、
停
留
所
以
外
で
も
乗
り
降
り
で
き
る
フ
リ
ー
乗
降
区
間
で

は
、
申
し
出
が
な
く
て
も
、
家
の
す
ぐ
側
に
停
車
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。
村
総
務

課
の
末
次
司
総
務
係
長
は
「
運
転
手
さ
ん
が
親
し
み
や
す
く
な
っ
た
と
好
評
で
す
」
と
話

す
。
乗
客
は
順
調
に
増
え
、
今
冬
の
朝
の
便
は
、
普
段
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
は
乗
客
全
員

を
乗
せ
き
れ
ず
、
キ
ロ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
が
保
有
す
る
大
型
バ
ス
で
運
行
し
て
い
る
。

　

北
海
道
中
央
バ
ス
（
小
樽
市
）
は
令
和
4
年
3
月
31
日
、
運
転
手
不
足
や
利
用
低
迷
を

理
由
に
赤
井
川
─
余
市
間
を
結
ぶ
バ
ス
路
線
・
赤
井
川
線
を
廃
止
。
翌
日
の
4
月
1
日
に

運
行
を
始
め
た
「
む
ら
バ
ス
」
が
重
視
し
た
の
は
、
村
か
ら
小
樽
市
内
の
全
て
の
高
校
に

通
学
を
可
能
に
す
る
こ
と
だ
。
村
内
の
高
校
生
か
ら
「
Ｊ
Ｒ
小
樽
駅
か
ら
高
校
に
向
か
う

バ
ス
に
乗
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
」
と
の
声
が
あ
り
、
1
便
早
い
列
車
に
乗
れ
る
よ
う
、
始

発
便
が
Ｊ
Ｒ
余
市
駅
に
着
く
時
刻
は
、
旧
赤
井
川
線
よ
り
も
約
15
分
早
い
午
前
6
時
45
分

　人口減少に伴う乗客の減少や運転
手の不足により、住民の暮らしを支
えてきた地域の路線バスが危機に瀕
している。令和4年3月に民間バス
事業者が撤退した赤井川村では、代
替策として、村営の自家用有償運送
事業として「むらバス」の運行に乗
り出した。多角的な調査や実証運行
を通じて、利便性の高い運行ルート
やダイヤの見直しを進めた結果、乗
客数は増加に転じ、運行2年目も快
走を続けている。地域に欠かせない
バス路線を守る取組を紹介する。

赤井川村（あかいがわむら）

Data
面　積：280.1 km2
人　口：1,275 人（令和5年 12 月現在）
世　帯：813 世帯（令和5年 12 月現在）
職員数：39 人（普通会計ベース）
村　長：馬場　希

村営路線バス「むらバス」が快走！
乗客の目線で利便性と持続可能性を追求 赤井川村

FRONT LINE 市町村の第一線 ●2
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ブ
漁
で
は
、
主
に
大
き
く
成
長
し
た
2
年
目
の

コ
ン
ブ
を
採
取
し
て
い
る
。
漁
場
整
備
を
進
め

る
上
で
は
、
雑
海
藻
を
駆
除
し
た
翌
年
に
ど
れ

だ
け
の
コ
ン
ブ
が
発
芽
す
る
の
か
が
、
そ
の
成

否
を
判
断
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　

令
和
5
年
度
は
、
前
年
に
駆
除
工
事
を
行
っ

た
歌
別
と
庶
野
地
区
で
潜
水
調
査
と
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
撮
影
を
行
っ
た
。
コ
ン
ブ
漁
に
影
響
を

与
え
な
い
よ
う
、
漁
期
直
前
の
6
月
下
旬
〜
7

月
上
旬
に
実
施
し
た
潜
水
調
査
で
は
、
雑
海
藻
の
駆
除
前
後
の
海
底
に
3
カ
所
ず
つ
、
50

㌢
四
方
の
方
形
枠
を
設
置
。
枠
内
で
生
育
し
た
コ
ン
ブ
や
全
て
採
取
し
て
1
平
方
㍍
当
た

り
の
資
源
量
を
推
計
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
撮
は
、
コ
ン
ブ
の
生
育
量
が
1
年
の
う

ち
で
最
大
に
な
る
7
月
〜
8
月
に
行
い
、
北
海
道
大
学
大
学
院
情
報
科
学
研
究
院
が
開
発

し
た
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
利
用
し
て
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
解
析
す
る
「
セ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
・
セ
グ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
技
術
を
用
い
て
、
コ
ン
ブ
な
ど
の
海
藻
の
種
類
や

生
育
密
度
な
ど
を
面
的
に
把
握
し
、
藻
場
全
体
の
資
源
量
を
推
計
し
た
。

雑
海
藻
の
駆
除
で
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
が
4
・
5
倍
に

　

令
和
5
年
度
に
潜
水
調
査
を
実
施
し
た
2
つ
の
工
区
の
う
ち
、
庶
野
工
区
で
は
、
雑
海

藻
を
駆
除
し
て
い
な
い
海
底
と
比
べ
て
、
前
年
に
雑
海
藻
の
駆
除
工
事
を
行
っ
た
海
底
の

コ
ン
ブ
資
源
量
が
10
倍
以
上
に
達
す
る
な
ど
、
そ
の
成
果
を
定
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
。
ま
た
、
前
年
に
雑
海
藻
を
駆
除
し
た
海
域
1
㌶
当
た
り
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量

は
、
年
間
19
・
4
㌧
に
上
る
と
推
定
さ
れ
、
駆
除
工
事
を
行
っ
て
い
な
い
海
域
の
4
・
32

㌧
と
比
べ
て
4
・
5
倍
に
増
加
す
る
こ
と
が
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

衛
星
画
像
を
利
用
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
町
内
の
天
然
藻
場
の
面
積
は
約
１
３
２
８
㌶

あ
り
、
人
の
手
を
加
え
て
い
な
い
天
然
藻
場
の
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量
は
、
町
全
体
で
年
間
約
５

７
３
０
㌧
に
上
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
雑
海
藻
の
駆
除
に
よ
る
コ
ン
ブ
漁
場
の
整
備
を

進
め
る
こ
と
で
、
こ
の
吸
収
量
が
大
幅
に
増
加
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

え
り
も
町
産
業
振
興
課
の
伊
藤
圭
輔
水
産
係
長
は
「
調
査
を
通
じ
て
、
天
然
コ
ン
ブ
を

育
て
る
取
組
が
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量
の
増
加
に
つ
な
が
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
コ
ン
ブ
漁

は
、
え
り
も
町
に
と
っ
て
重
要
な
産
業
で
す
。
雑
海
藻
除
去
工
事
の
最
大
の
目
的
は
、
コ

ン
ブ
の
資
源
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
が
、
Ｃ
Ｏ
２

の
吸
収
源
と
い
う
新
た
な

価
値
が
加
わ
り
ま
し
た
」
と
語
り
、
調
査
の
結
果
を
評
価
し
て
い
る
。

Ｊ
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
認
証
を
受
け
る

　

今
回
の
調
査
は
町
の
単
独
事
業
と
し
て
実
施
し
た
。
潜
水
調
査
は
、
え
り
も
漁
協
に
所

属
す
る
ダ
イ
バ
ー
に
委
託
し
て
お
り
、
漁
協
に
ダ
イ
バ
ー
と
船
の
手
配
を
依
頼
し
、
漁
の

合
間
を
縫
っ
て
海
底
の
潜
水
調
査
を
行
っ
た
。
同
漁
協
は
「
天
候
や
波
の
高
さ
な
ど
に
影

響
さ
れ
る
た
め
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。
海
中
で
の
調
査
は
、
全
て

人
力
で
行
う
た
め
大
き
な
労
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
ダ
イ
バ
ー
の
人
数
は
限
ら
れ
て

い
る
の
で
、
効
率
的
な
調
査
を
心
掛
け
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
る
。

　

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
空
撮
も
、
操
縦
免
許
を
持
つ
町
職
員
が
自
ら
行
っ
た
。
伊
藤
係

長
は
「
自
前
で
調
査
を
行
っ
た
た
め
、
費
用
を
か
け
ず
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
動
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。
取
組
が
進
む
に
つ
れ
て
、

道
内
市
町
村
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
大
手
輸
送
機
器
メ
ー

カ
ー
か
ら
協
力
の
申
し
出
な
ど
も
あ
り
「
え
り
も
町
の
取

組
に
対
す
る
注
目
の
高
さ
を
感
じ
ま
す
」

　

町
は
令
和
５
年
12
月
に
ジ
ャ
パ
ン
エ
コ
ノ
ミ
ー
技
術
研

究
組
合
か
ら
J
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
認
証
を
受
け
た
。

発
行
さ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
60
・
4
ｔ
─

Ｃ
Ｏ
２

で
、
取

引
で
得
た
資
金
を
水
産
業
の
活
性
化
に
活
用
す
る
考
え
だ
。

　

伊
藤
係
長
は
「
調
査
費
用
を
Ｊ
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

売
却
益
で
少
し
で
も
賄
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。
継
続
的
に
売
却
益
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
水
産

業
の
活
性
化
や
漁
業
者
へ
の
還
元
な
ど
を
長
期
的
な
視
点

で
考
え
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
む
。

令和5年度は3回の検討会で調査の進捗状況を確認

町職員が操縦するドローンで上空から
藻場の画像を撮影
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FRONT LINE 市町村の第一線

優
先
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
運
行
体
制
な
ど
の
議
論
を
進
め
て
い
っ
た
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
実
証
運
行
で
課
題
を
抽
出

　

令
和
3
年
10
〜
11
月
に
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
使
っ
た
実
証
運
行
を
実
施
。
村
が
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
委
託
し
て
い
る
赤
井
川
ハ
イ
ヤ
ー
に
加
え
、
路
線
バ
ス
の
維
持
に

全
面
協
力
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
キ
ロ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
か
ら
送
迎
バ
ス
運
転
手
が
参
加
し

て
、
輪
番
で
村
営
バ
ス
の
運
転
を
担
当
す
る
な
ど
、
村
内
の
輸
送
資
源
を
フ
ル
活
用
す
る

態
勢
を
構
築
。
実
証
運
行
で
は
、
余
市
町
民
の
利
用
も
あ
る
こ
と
、
高
校
生
や
高
齢
者
以

外
の
通
勤
利
用
も
多
く
、
乗
客
数
が
多
い
と
見
込
ん
だ
余
市
協
会
病
院
ま
で
の
利
用
が
少

な
い
こ
と
な
ど
、
当
初
の
想
定
と
は
異
な
る
利
用
の
実
態
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

令
和
3
年
11
月
に
は
地
域
公
共
交
通
の
専
門
家
を
招
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
地

域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
実
証
運
行
で
得
た
デ
ー
タ
に
基

づ
き
、
通
学
や
買
い
物
、
通
院
で
バ
ス
を
利
用
す
る
乗
客
の
利
便
性
を
高
め
る
と
と
も

に
、
公
共
交
通
を
利
用
し
て
キ
ロ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
を
訪
れ
る
ス
キ
ー
客
な
ど
の
新
た
な
需
要

を
取
り
込
む
運
行
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
な
ど
を
検
討
し
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
（
エ
ビ
デ
ン
ス
・
ベ
ー

ス
ト
・
ポ
リ
シ
ー
・
メ
イ
キ
ン
グ
、
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
）
を
実
践
し
た
。
地
域
の

現
状
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
村
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
よ
り
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

購
入
費
用
を
募
る
ガ
バ
メ
ン
ト
・
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
も
挑
戦
。
令
和
3
年
11

月
か
ら
79
日
間
で
32

7
人
か
ら
寄
付
が
あ
り
、
目
標
額
の
５
０
０
万
円
を
達
成
し
た
。

地
域
全
体
で「
マ
イ
バ
ス
意
識
」を
高
め
る
こ
と
が
大
切

　

令
和
4
年
度
の
「
む
ら
バ
ス
」
の
乗
客
数
は
９
１
８
４
人
（
1
日
平
均
25
人
）
に
回
復

し
、
前
年
度
の
旧
赤
井
川
線
と
比
べ
て
58
・
8
％
増
加
。
5
年
度
も
4
〜
11
月
だ
け
で
９

３
５
３
人
（
1
日
平
均
38
人
）
に
達
し
、
地
域
公
共
交
通
計
画
で
目
標
に
掲
げ
た
年
間
乗

客
数
7
千
人
の
目
標
を
2
年
連
続
で
ク
リ
ア
し
た
。
村
は
5
年
4
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
、
5
月
に
は
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
5
類
に
移
行
し

た
影
響
も
あ
り
、
キ
ロ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
で
働
く
外
国
人
が
急
激
に
増
え
た
こ
と
、
村
内
の
高

校
生
が
多
い
年
代
に
当
た
る
こ
と
も
増
加
の
要
因
と
分
析
し
て
い
る
。

　

村
は
「
む
ら
バ
ス
」
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
令
和
5
年
4
月
に
バ
ス
の
位
置
情
報

が
分
か
る
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
導
入
。
8
月
に
は
赤
井
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
自
宅
か

ら
バ
ス
停
留
所
ま
で
距
離
が
あ
る
地
域
の
住
民
を
想
定
し
た
送
迎
サ
ー
ビ
ス
「
ち
ょ
こ
っ

と
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
す
る
な
ど
、
バ
ス
の
利
便
性
を
高
め
る
取
組
も
進
め
て
い
る
。

　

乗
客
数
は
順
調
に
伸
び
て
い
る
が
、
継
続
的
な
運
転
手
の
確
保
と
い
う
大
き
な
課
題
が

横
た
わ
っ
て
い
る
。
現
在
は
8
人
が
運
転
手
と
し
て
登
録
し
て
い
る
が
、
退
職
な
ど
で
1

人
で
も
欠
け
る
と
乗
務
シ
フ
ト
な
ど
の
面
で
支
障
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
。
末
次

係
長
は
「
無
理
の
な
い
運
行
を
維
持
す
る
た
め
に
運
転
手
を
募
集
し
て
い
ま
す
が
、
村
内

で
確
保
す
る
の
は
極
め
て
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
」
と
話
す
。

　

村
役
場
や
温
泉
施
設
も
あ
る
赤
井
川
地
区
─
。
19
あ
る
「
む
ら
バ
ス
」
停
留
所
の
一
つ

「
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
前
」
に
は
、
古
く
か
ら
タ
バ
コ
店
を
営
む
河
村
商
店
が
あ
る
。
店
内

を
改
装
し
て
「
の
ん
び
り
待
合
所
」
を
設
け
、
午
前
6
時
20
分
に
や
っ
て
来
る
余
市
行
き

始
発
便
の
乗
客
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
早
朝
か
ら
ス
ペ
ー
ス
を
開
放
し
て
い
る
。

　

赤
井
川
村
商
工
会
長
も
務
め
る
店
主
の
葛
原
多
恵
子
さ
ん
は
「
夫
は
長
年
、
バ
ス
停
近

く
の
除
雪
を
し
て
き
ま
し
た
。
住
民
一
人
ひ
と
り
の
思
い
が
、
こ
れ
か
ら
も
路
線
バ
ス
を

維
持
し
て
い
く
上
で
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
」
と
話
し
、
地
域
の
公
共
交
通
は
自
分
た
ち
で
守

る
と
い
う
「
マ
イ
バ
ス
意
識
」
の
醸
成
が
必
要
と
訴
え
る
。

「のんびり待合所」には子どもたちの「むらバス」
の塗り絵も
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と
し
た
。
保
護
者
か
ら
「
朝
の
送
り
が
必
要
な
く
な

り
助
か
っ
て
い
る
」
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

旧
赤
井
川
線
は
、
1
日
4
往
復
の
運
行
だ
っ
た

が
、
村
営
の
「
む
ら
バ
ス
」
は
、
乗
客
が
減
る
土
日

と
祝
祭
日
は
3
往
復
に
減
便
。
Ｊ
Ｒ
余
市
駅
前
が
終

点
だ
っ
た
運
行
ル
ー
ト
は
、
買
い
物
客
が
利
用
し
や

す
い
よ
う
、
国
道
5
号
を
経
由
し
て
、
ス
ー
パ
ー
や

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
も
あ
る
駅
東
側
に
延
伸
。
起
点
側
も
村
で
最
も
東
に
位
置
す
る
常
盤
地

区
の
集
落
か
ら
、
キ
ロ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
構
内
ま
で
延
ば
し
、
ス
キ
ー
場
を
訪
れ
る
地
元
の
中

学
生
や
自
家
用
車
を
持
た
な
い
従
業
員
が
通
勤
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
国
道
３
９

３
号
沿
い
の
常
盤
地
区
か
ら
、
余
市
町
生
活
館
前
ま
で
の
約
30
㌔
区
間
は
、
停
留
所
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
乗
り
降
り
が
で
き
る
フ
リ
ー
乗
降
区
間
と
し
た
。

　

片
道
運
賃
は
赤
井
川
─
余
市
間
が
一
般
３
０
０
円
、
高
校
生
以
下
２
０
０
円
。
赤
井
川

村
内
の
移
動
は
１
０
０
円
、
余
市
町
内
の
移
動
は
２
０
０
円
の
均
一
運
賃
に
し
た
。
中
央

バ
ス
時
代
よ
り
割
安
で
、
単
純
な
料
金
体
系
に
し
た
。
末
次
係
長
は
「
乗
り
継
ぎ
の
し
や

す
さ
な
ど
、
利
用
者
の
利
便
性
を
最
優
先
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
乗
り
継

ぎ
路
線
の
変
更
な
ど
に
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

再
び「
陸
の
孤
島
」に
な
る
こ
と
に
危
機
感
も

　

鉄
道
の
無
い
赤
井
川
村
で
は
、
路
線
バ
ス
は
唯
一
の
公
共
交
通
機
関
だ
。
赤
井
川
─
余

市
間
で
バ
ス
運
行
が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
8
年
。
運
行
会
社
の
余
市
赤
井
川
自
動
車
合
資

会
社
は
18
年
12
月
、
戦
時
統
制
の
強
化
に
伴
い
、
北
海
道
中
央
乗
合
自
動
車
（
中
央
バ
ス

の
前
身
）
に
統
合
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
90
年
近
く
に
わ
た
り
住
民
の
足
を
支
え
た
。

　

村
は
道
内
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
、
道
道
の
冬
季
通
行
止
め
に
伴
い
、
路
線
バ
ス
も
冬
季

間
の
運
休
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
38
年
12
月
に
道
道
の
除
雪
が
始
ま
り
、
悲

願
だ
っ
た
通
年
運
行
が
実
現
。
平
成
16
年
発
行
の
赤
井
川
村
史
は
「
除
雪
に
よ
っ
て
年
間

通
じ
て
バ
ス
が
通
り
『
陸
の
孤
島
』
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
記
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
村
の
人
口
は
昭
和
30
年
の
３
０
４
５
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
、
50
年
に
2

千
人
を
割
り
込
ん
だ
。
55
年
に
は
下
げ
止
ま
り
の
状
態
と
な
っ
た
も
の
の
、
平
成
17
年
以

降
は
再
び
減
少
に
転
じ
た
。
路
線
バ
ス
の
乗
客
数
も
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、
平
成
27
年

度
は
約
1
万
人
（
1
日
平
均
27
人
）
に
。
村
は
28
年
度
、
通
学
定
期
券
へ
の
助
成
や
半
額

回
数
券
の
販
売
な
ど
を
打
ち
出
し
た
が
歯
止
め
は
掛
か
ら
ず
、
29
年
度
に
は
約
8
千
人

（
1
日
平
均
22
人
）
に
落
ち
込
ん
だ
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
中
央
バ
ス
は
令
和
元
年

8
月
、
村
に
赤
井
川
線
の
土
日
祝
祭
日
の
運
休
に
加
え
、
予
約
制
で
運
行
し
て
い
た
小
樽

キ
ロ
ロ
線
と
札
幌
キ
ロ
ロ
線
の
廃
止
を
申
し
入
れ
、
地
域
に
動
揺
が
広
が
っ
た
。

多
角
的
な
調
査
で
利
便
性
向
上
に
向
け
た
対
応
を
検
討

　
「
何
か
ら
手
を
付
け
れ
ば
い
い
の
か
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
振
り
返
る
末
次

係
長
。
す
ぐ
に
北
海
道
運
輸
局
札
幌
運
輸
支
局
を
訪
れ
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。
令
和

元
年
10
月
に
は
村
、
札
幌
運
輸
支
局
、
小
樽
開
発
建
設
部
、
小
樽
建
設
管
理
部
、
余
市
警

察
署
、
中
央
バ
ス
、
ハ
イ
ヤ
ー
事
業
者
、
キ
ロ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
や
住
民
団
体
な
ど
で
構
成
す

る
「
赤
井
川
村
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」
を
設
置
。
小
樽
キ
ロ
ロ
線
・
札
幌
キ
ロ

ロ
線
の
廃
止
に
つ
い
て
合
意
し
、
赤
井
川
線
が
運
休
す
る
日
曜
と
祝
祭
日
は
、
赤
井
川
ハ

イ
ヤ
ー
に
委
託
し
て
、
村
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
使
い
、
村
営
の
有
償
運
送
事
業
と
し
て

「
赤
井
川
村
公
共
交
通
バ
ス
」
を
運
行
す
る
こ
と
で
住
民
の
足
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
令
和
2
年
度
の
乗
客
数
は
約
6
千
人
（
1
日
平
均

16
人
）
に
減
少
。
こ
れ
を
受
け
て
中
央
バ
ス
は
2
年
12
月
、
赤
井
川
線
を
4
年
3
月
末
に

廃
止
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
村
は
「
い
ず
れ
廃
止
の
日
が
来
る
」（
末
次
係
長
）

と
覚
悟
を
固
め
、
中
央
バ
ス
の
廃
止
表
明
に
先
駆
け
、
同
年
9
月
以
降
、
バ
ス
の
利
用
目

的
な
ど
の
実
態
調
査
や
日
常
的
に
バ
ス
を
利
用
す
る
高
校
生
や
高
齢
者
な
ど
を
対
象
と
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
乗
り
出
し
た
。
12
月
に
は
高
校
進
学
を
控
え
た
子
ど
も
が
い
る
世

帯
を
対
象
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
実
施
。
村
内
に
は
高
校
が
無
く
、
高
校
生
は
路
線

バ
ス
か
家
族
が
運
転
す
る
車
で
余
市
駅
ま
で
送
っ
て
も
ら
い
、
他
の
バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
に
乗
り

換
え
て
通
学
し
て
い
る
。
村
外
へ
の
通
院
に
バ
ス
を
利
用
す
る
住
民
も
多
か
っ
た
。

　

一
連
の
調
査
な
ど
を
通
じ
て
、
村
は
赤
井
川
線
廃
止
後
、
赤
井
川
─
余
市
間
で
村
営
の

路
線
バ
ス
事
業
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
実
際
に
利
用
し
て
い
る
住
民
の
声
を

「『むらバス』の運転は楽しい」
と話す矢島広之さん
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環
す
る
こ
と
に
よ
り
、
井
戸
内
の
水
と
採

熱
管
内
の
不
凍
液
を
熱
交
換
し
て
採
熱
し

ま
す
。
土
壌
よ
り
熱
伝
導
率
の
高
い
井
戸

内
の
水
か
ら
採
熱
す
る
こ
と
に
よ
り
、
採

熱
管
の
長
さ
当
た
り
の
採
熱
量
が
増
加

し
、
埋
設
コ
ス
ト
（
井
戸
本
数
）
を
低
減

で
き
ま
す
。

　

暖
房
時
に
は
、
井
戸
内
の
水
温
は
採
熱

に
よ
っ
て
徐
々
に
低
下
し
ま
す
が
、
井
戸

水
を
凍
結
さ
せ
な
い
よ
う
、
所
定
の
温
度

以
下
に
な
る
と
ポ
ン
プ
で
井
戸
水
を
く
み

上
げ
、
井
戸
内
の
水
を
雨
水
枡
な
ど
に
排

出
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
帯
水
層
か
ら

井
戸
に
地
下
水
が
自
動
的
に
引
き
込
ま

れ
、
水
温
が
回
復
し
ま
す
。

　

他
に
も
、
揚
水
し
た
地
下
水
を
直
接
熱

交
換
す
る
方
式
（
オ
ー
プ
ン
ル
ー
プ
方

式
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
方
式
は
、
1
本

の
井
戸
で
高
採
熱
量
が
得
ら
れ
る
コ
ス
ト

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
熱
交
換
器
や

井
戸
の
閉
塞
を
起
こ
さ
な
い
良
好
な
水
質

で
し
か
使
用
で
き
ず
、
揚
水
量
が
多
く
な

る
問
題
も
あ
り
ま
す
。
道
総
研
は
、
揚
水

試
験
な
ど
を
通
じ
て
、
最
適
な
採
熱
方
式

を
選
択
す
る
技
術
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
ま
と

め
ま
し
た
。

当
別
町
に
よ
る
導
入
を
支
援

　

道
総
研
は
令
和
4
年
度
、
当
別
町
に
よ

る
地
下
水
熱
を
利
用
し
た
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

融
雪
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
支
援
し
ま
し
た

＝
写
真
1
、
写
真
2
。

　

融
雪
シ
ス
テ
ム
は
、
Ｊ
Ｒ
ロ
イ
ズ
タ
ウ

ン
駅
の
駅
舎
か
ら
駐
車
場
、
ロ
イ
ズ
タ
ウ

ン
工
場
へ
の
バ
ス
乗
り
場
ま
で
の
歩
道
に

設
置
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
内
径
１
２
５
㍉

の
井
戸
を
地
上
か
ら
深
度
１
０
４
㍍
ま
で

3
本
施
工
し
ま
し
た
。
井
戸
の
地
下
水
温

度
は
17
度
程
度
と
高
く
、
井
戸
は
自
噴
し

た
の
で
、
ポ
ン
プ
で
の
揚
水
を
必
要
と
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
次
に
出
力
10
㌔
㍗
の

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
4
台
設
置
し
、
１
５
８

平
方
㍍
の
融
雪
路
盤
に
30
〜
35
度
の
温
水

を
供
給
し
ま
し
た
。
採
熱
量
は
ボ
ア
ホ
ー

ル
方
式
よ
り
大
幅
に
高
く
、
掘
削
本
数
を

5
分
の
1
以
下
に
削
減
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
4
年
度
の
シ
ー
ズ
ン
を
通
じ
た
シ

ス
テ
ム
効
率
（
温
水
出
力
／
電
力
使
用

量
）
は
、
ボ
ア
ホ
ー
ル
方
式
よ
り
も
30
％

上
昇
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
、
1
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
二
酸
化
炭
素

は
灯
油
ボ
イ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
よ
り
も
、
そ

れ
ぞ
れ
77
％
、
51
％
、
59
％
と
大
幅
に
削

減
で
き
、
経
済
性
・
環
境
性
に
優
れ
た
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

地
下
水
を
用
い
た
地
域
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
提
案

　

こ
れ
ま
で
得
ら
れ
た
知
見
を
基
に
、
帯

水
層
を
、
温
水
に
よ
っ
て
熱
を
輸
送
す
る

イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
熱
導
管
に
見
立
て
、
地

上
施
設
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
冷
暖
房
シ
ス
テ

ム
の
熱
源
と
し
て
活
用
す
る
地
域
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
提
案

し
ま
し
た
＝
図
4
。
こ
の
方
式
は
、
集
中

熱
源
シ
ス
テ
ム
か
ら
地
下
に
熱
導
管
を
敷

設
し
、
循
環
ポ
ン
プ
で
温
水
を
各
施
設
に

送
水
す
る
従
来
方
式
に
対
し
て
、
熱
導
管

の
導
入
コ
ス
ト
、
温
水
搬
送
動
力
を
削
減

で
き
る
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

本
道
の
豊
富
な
地
下
水
を
利
用
し
、
地
下

水
位
な
ど
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
な
が
ら
、

段
階
的
に
面
的
利
用
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
持
続
可
能
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

図4　�地下水を用いた地域熱エネルギーネットワーク
　　　システムのイメージ図

図3　�地中採熱方式の比較　� �
上：ボアホール方式

　　　下：�地下水利用方式（ヒー
トクラスター方式）

写真1　�ロイズタウン駅前歩道の
融雪状況

写真2　井戸・採熱管の設置状況
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は
じ
め
に

　

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
の
中
期
計
画

で
は
①
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
利

活
用
と
循
環
型
社
会
の
構
築
②
食
料
安
定

供
給
技
術
の
確
立
と
食
関
連
産
業
の
振
興

③
安
全
・
安
心
で
持
続
可
能
な
地
域
社
会

の
実
現
─
を
研
究
の
重
点
項
目
と
し
て
位

置
付
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
3
つ
の
重
点

項
目
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
て
、
戦
略
研
究
と

し
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
略
研
究
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」（
令
和

元
〜
5
年
度
）
で
は
、
多
く
の
市
町
村
が

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
て
実
際
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
課
題
を
取
り
上
げ
①
豊

富
な
森
林
資
源
を
活
か
し
た
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
利
用
拡
大
②
経
済
的
に
優
れ
た
地

中
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
の
実
証
③
温
泉
熱
お

よ
び
温
泉
に
付
随
す
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス

の
農
業
利
用
モ
デ
ル
の
構
築
④
小
さ
く
ま

と
ま
っ
た
街
区
の
利
点
を
活
か
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
自
立
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く

り
─
に
つ
い
て
研
究
開
発
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
成
果
の
う
ち
、
地
中
熱
利

用
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

地
中
熱
利
用
の
背
景
と
取
組
概
要

　

地
中
熱
は
豊
富
な
資
源
量
を
有
す
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
古
く
か
ら
利

用
さ
れ
、
熱
交
換
器
の
改
良
が
進
ん
で
い

る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
土
壌
か
ら
の
採

熱
量
に
対
す
る
熱
交
換
器
の
導
入
コ
ス
ト

が
高
額
と
な
る
こ
と
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、

普
及
が
十
分
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
を
解
決
す
る
手
段
の
一
つ
に
地
下

水
熱
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。
本
道
に
は
地

下
水
を
豊
富
に
含
む
帯
水
層
が
多
数
あ

り
、
特
に
石
狩
平
野
や
十
勝
平
野
な
ど
で

は
、
工
業
用
水
と
し
て
大
量
の
地
下
水
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
道
総
研
は
、
当
別

町
太
美
地
区
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
地
下
の

帯
水
層
の
性
状
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、

付
近
に
新
設
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
ロ
イ
ズ
タ
ウ
ン

駅
前
の
歩
道
へ
の
地
下
水
熱
を
利
用
し
た

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
融
雪
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

支
援
し
ま
し
た
。

モ
デ
ル
地
区
で
地
下
水
の
性
状
評
価

　

ま
ず
、
文
献
で
該
当
地
域
の
帯
水
層
の

分
布
や
温
度
の
概
要
を
確
か
め
た
上
で
、

地
下
水
が
存
在
す
る
帯
水
層
の
広
が
り
を

電
気
探
査
で
調
査
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
試

験
井
戸
の
揚
水
試
験
な
ど
か
ら
、
地
下

40
〜
50
㍍
よ
り
深
部
に
は
15
〜
20
度
の
地

下
水
を
含
む
帯
水
層
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
＝
図
1
、
図
2
。

熱
交
換
シ
ス
テ
ム
の
概
要

　

検
討
し
た
地
中
採
熱
シ
ス
テ
ム
の
模
式

図
を
示
し
ま
す
＝
図
3
。
一
般
的
な
地
中

採
熱
方
式
で
あ
る
ボ
ア
ホ
ー
ル
方
式
は
、

地
面
に
縦
穴
を
掘
削
後
、
中
に
不
凍
液
を

封
入
し
た
樹
脂
管
を
埋
設
し
、
ポ
ン
プ
で

不
凍
液
を
循
環
さ
せ
て
採
熱
し
ま
す
。
ど

こ
で
も
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

土
壌
と
の
熱
交
換
効
率
が
悪
く
、
採
熱
管

を
多
く
埋
設
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
初

期
コ
ス
ト
が
高
額
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
今
回
採
用
し
た
地
下
水
利
用
方

式
（
ヒ
ー
ト
ク
ラ
ス
タ
ー
方
式
）
は
、
井

戸
を
設
置
し
、
そ
の
中
に
熱
交
換
用
の
採

熱
管
を
挿
入
し
、
ポ
ン
プ
で
不
凍
液
を
循 図2　比抵抗断面図 図1　電気探査測線図

地
域
と
共
に
歩
む
道
総
研

戦
略
研
究

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」の
研
究
成
果

第　

回
8

地
方
独
立
行
政
法
人 

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構

産
業
技
術
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境
研
究
本
部

札
幌
市
北
区
北
19
条
西
11
丁
目

TEL
0
1
1
－
7
4
7
－
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3
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代
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コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
非
常
に
重
要
な
組
織

で
す
。
こ
こ
に
過
剰
に
脂
肪
が
蓄
積
す
る

と
ホ
ル
モ
ン
が
出
に
く
く
な
り
、
体
内
で

糖
分
の
利
用
や
消
費
が
進
ま
ず
、
血
液
中

に
糖
分
が
た
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
「
耐
糖
能
異
常
」
と
呼
び
ま
す
。

　

こ
の
状
態
を
放
置
す
る
と
、
糖
尿
病
を

発
症
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
血
糖
の
高

い
状
態
が
持
続
す
る
と
、
動
脈
に
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
、
動
脈
硬
化
に
な
り
ま
す
。
動

脈
硬
化
は
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
、
腎
臓

病
な
ど
の
深
刻
な
病
気
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
肥
満
に
な
る
と
、
全
身
の
血

管
を
脂
肪
が
圧
迫
す
る
の
で
、
血
圧
が
上

が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
つ
い
に
は
高
血

圧
症
と
な
り
、
こ
れ
も
心
不
全
や
心
筋
梗

塞
、
脳
出
血
、
腎
臓
病
な
ど
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
肥
満
で
あ
る
こ
と
は
、
常
に
深

刻
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
に
直
面

し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
す
。

　

肥
満
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
症
候
群
や
高
血
圧
に
な
ら
な
い
人

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
う
い

う
人
も
肥
満
が
進
み
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
30
以
上

に
な
る
と
、
体
が
重
く
な
る
た
め
、
股
関

節
や
膝
関
節
に
負
担
が
か
か
り
、
変
形
性

関
節
症
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
こ
う
な
る

と
関
節
の
痛
み
や
可
動
制
限
に
よ
り
、
歩

行
や
体
を
動
か
す
こ
と
が
困
難
と
な
り
、

最
悪
の
場
合
は
、
寝
た
き
り
に
な
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
体
重
が
心
臓
に

負
担
を
か
け
る
の
で
、
慢
性
心
不
全
と
な

る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
や
は
り
、
肥
満
は

弊
害
が
多
い
と
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
肥
満
へ
の
対
処

　

な
ぜ
肥
満
と
な
る
の
か
。
ず
ば
り
、
そ

れ
は
カ
ロ
リ
ー
の
過
剰
摂
取
が
原
因
で

す
。
食
事
で
摂
取
し
た
カ
ロ
リ
ー
を
体
内

で
燃
焼
、
消
費
す
れ
ば
、
体
重
に
変
化
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
消
費
さ
れ
る
カ

ロ
リ
ー
以
上
の
食
べ
物
を
摂
取
す
る
と
、

カ
ロ
リ
ー
は
余
り
ま
す
。
余
っ
た
カ
ロ

リ
ー
は
肝
臓
で
脂
肪
に
変
換
さ
れ
、
体
に

蓄
積
さ
れ
て
、
将
来
の
消
費
に
備
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
毎
日
の
よ
う
に
カ
ロ
リ
ー
を

過
剰
に
摂
取
す
る
と
、
脂
肪
は
た
ま
る
一

方
で
消
費
に
は
回
ら
ず
、
体
重
が
増
え
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
数
年
か

ら
10
数
年
続
く
と
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
25
を
超

え
、
つ
い
に
は
肥
満
に
な
る
の
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
カ
ロ
リ
ー
が
過
剰
に

な
る
の
か
と
い
う
と
、
も
ち
ろ
ん
第
一
の

原
因
は
過
食
で
す
。
た
く
さ
ん
食
べ
物
を

食
べ
れ
ば
、
カ
ロ
リ
ー
が
余
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
現
代
の
日
本
で
は
、
栄
養
豊
富
な

食
べ
物
が
簡
単
に
入
手
で
き
、
高
カ
ロ

3

リ
ー
で
お
い
し
い
料
理
が
食
卓
に
並
び
ま

す
。
普
通
に
食
事
を
し
て
い
て
も
、
簡
単

に
カ
ロ
リ
ー
過
剰
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

第
二
の
原
因
は
、
消
費
カ
ロ
リ
ー
の
減

少
で
す
。
こ
れ
に
は
二
つ
の
理
由
が
あ
り

ま
す
。
一
つ
は
加
齢
に
伴
い
、
基
礎
代
謝

量
と
呼
ば
れ
る
消
費
カ
ロ
リ
ー
量
が
減
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
食
事
量
が
変
わ
ら
な

く
て
も
、
中
年
に
な
る
と
肥
満
に
な
る
人

が
多
い
の
は
、
こ
の
た
め
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
も
う
一
つ
は
運
動
不
足
で
す
。
運

動
す
れ
ば
消
費
カ
ロ
リ
ー
は
自
ず
と
増
え

る
わ
け
で
す
が
、
特
に
働
き
盛
り
の
世
代

は
、
仕
事
が
忙
し
く
、
運
動
を
す
る
時
間

が
取
れ
な
く
な
り
、
消
費
カ
ロ
リ
ー
は
ど

ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
肥
満
へ
の
対
処
は
、
過
食

を
避
け
る
か
、
運
動
習
慣
を
き
ち
ん
と
身

に
付
け
、
大
い
に
汗
を
流
す
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
が
意
外
に
励
行
で
き
て
い
な

い
の
が
現
状
な
の
で
す
。
特
に
食
事
を
減

ら
す
こ
と
は
苦
痛
を
伴
う
の
で
、
な
か
な

か
難
し
い
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
、
頑

張
っ
て
運
動
を
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

で
き
れ
ば
週
3
回
以
上
、
1
回
30
分
以
上

の
連
続
し
た
運
動
を
続
け
ま
し
ょ
う
。
ゴ

ル
フ
や
野
球
は
あ
ま
り
効
果
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
水
泳
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
な
ど
が
お
勧
め
で
す
。

P r o f i l eP r o f i l e
北海道大学医学部卒業（医師免許
取得）
北海道大学大学院医学研究科修了
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北海道大学医学部助手、札幌医科
大学医学部助教授を経て現在は同
教授。専門分野は循環生理学と循
環薬理学。 主な著書は「Clinical
生体機能学─生理学から症状がわ
かる─」（南山堂）、「いちばんやさ
しい生理学の本─生きるしくみ」
（秀和システム）。

當瀬　規嗣
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まとめ

  １    BMI25 以上が肥満である
2 �肥満はさまざまな深刻な病気の 

入り口になる

3 �肥満への対処は運動習慣をつけること
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肥
満
と
は

　

人
の
体
重
が
増
加
す
る
と
き
は
①
筋
肉

の
増
加
②
脂
肪
の
蓄
積
─
と
い
う
理
由
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
筋
肉
は
成
長

期
で
な
け
れ
ば
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
な

い
と
増
加
し
ま
せ
ん
。
成
人
以
降
に
体
重

が
増
え
た
場
合
に
は
、
脂
肪
の
蓄
積
が
原

因
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
体
重

が
増
え
た
場
合
、
肥
満
の
可
能
性
が
濃
厚

で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
体
重
は
意
外

と
一
定
で
は
な
く
、
食
事
量
や
排
せ
つ
量

な
ど
に
影
響
さ
れ
て
上
限
し
ま
す
。
ま

た
、
高
身
長
の
人
は
体
重
が
大
き
く
な
る

の
も
道
理
で
す
。
そ
こ
で
、
肥
満
を
定
義

す
る
指
標
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

昔
は
標
準
体
重
と
い
う
の
が
あ
り
、
身

長
（
㎝
）
か
ら
１
０
０
を
引
き
、
そ
の
数

字
に
0
・
9
を
掛
け
算
し
た
数
字
を
標
準

的
な
体
重
で
あ
る
と
し
て
扱
っ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
で
は
、
そ
の
体
重
か
ら
ど
の

程
度
増
え
た
ら
肥
満
で
あ
る
の
か
を
定
義

で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
Ｂ

Ｍ
Ｉ
（
Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ 

Ｍ
ａ
ｓ
ｓ 

Ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｘ
）

1

と
い
う
数
値
が
考
案
さ
れ
ま
し
た
＝
図
。

Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
現
在
の
体
重
（
㎏
）
を
メ
ー
ト

ル
単
位
に
換
算
し
た
身
長
で
2
回
割
り
算

す
る
こ
と
で
算
出
さ
れ
ま
す
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の

標
準
値
は
22
で
あ
り
、
こ
れ
が
25
以
上
と

な
っ
た
場
合
に
は
、
肥
満
と
判
断
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
を
肥
満
と
し
た
場
合
、

日
本
の
成
人
の
約
4
分
の
1
が
肥
満
で
あ

る
と
い
う
調
査
結
果
を
厚
生
労
働
省
が
発

表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
割
合
は
過
去
10
年

以
上
の
間
に
少
し
ず
つ
増
え
て
き
た
結
果

で
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
、
減
る
傾
向
は
み

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
成
人
人
口

の
6
割
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
25
を
超
え
て
い
る
米

国
ほ
ど
多
く
は
な
い
で
す
が
、
日
本
で
も

今
後
、
そ
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
く
れ
ば

大
き
な
問
題
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
肥
満
の
弊
害

　

も
ち
ろ
ん
、
肥
満
が
直
ち
に
不
健
康
な

状
態
だ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
肥

満
が
5
年
、
10
年
と
継
続
す
れ
ば
、
次
第

に
健
康
上
の
問
題
が
生
じ
て
く
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
は
し
り
と
な
る
の
が
「
メ
タ

2

ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
」
で
す
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以

上
で
お
腹
周
り
の
脂
肪
が
目
立
つ
人
は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。

　

お
腹
周
り
の
脂
肪
を
内
臓
脂
肪
と
呼
び

ま
す
。
こ
の
脂
肪
組
織
は
、
ホ
ル
モ
ン
を

分
泌
し
、
全
身
の
糖
分
と
脂
肪
の
代
謝
を

肥
満
と
は

［
健
康
コ
ラ
ム
］
札
幌
医
科
大
学
教
授
　
當
瀬
　
規
嗣

　「
肥
満
」
と
は
体
に
脂
肪
が
蓄
積
し
て
体
重
が
増
加
し
て
い
る
状
態
を
指
し

ま
す
。
肥
満
を
放
置
し
て
い
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に

な
り
、
こ
れ
を
「
肥
満
症
」
と
い
い
ま
す
。
肥
満
は
危
険
で
あ
る
と
長
年
指
摘

さ
れ
続
け
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
人
が
問
題
を
抱
え
て
い
て
も
、
な
か
な
か
解

消
し
ま
せ
ん
。
ど
こ
が
問
題
な
の
か
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●�図　BMI（Ｂｏｄｙ Ｍａｓｓ Ｉｎｄｅｘ）の算出と判定基準

判定 やせ 標準
（正常域） 肥満

ＢＭＩ 18.5未満 18.5以上
25未満 25以上

ＢＭＩ ＝ 体重
（kg） ÷

身長
（m） ÷

身長
（m）
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し
た
路
線
で
、
そ
の
名
前
か
ら
鉄
路
の
歴

史
を
今
に
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

　

納
沙
布
岬
や
宗
谷
岬
に
向
か
う
バ
ス
に

は
何
度
も
乗
車
し
ま
し
た
。
窓
の
外
を

じ
っ
と
見
つ
め
る
人
。
年
配
の
方
に
席
を

譲
る
若
者
。
外
国
か
ら
来
た
旅
行
者
に
慣

れ
な
い
英
語
と
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
、
ま
ち

の
こ
と
を
伝
え
る
学
生
。
そ
し
て
運
転
手

さ
ん
の
気
づ
か
い
…
。
こ
う
し
た
情
景
こ

そ
が
公
共
交
通
の
た
ま
ら
な
い
魅
力
で
あ

り
、
そ
こ
に
可
能
性
と
未
来
を
感
じ
ま
す
。

公
共
交
通
の
未
来
と
可
能
性

　

公
共
交
通
を
使
う
旅
は
、
あ
る
意
味
で

面
倒
で
す
。
手
間
も
か
か
り
ま
す
。
車
で

出
掛
け
る
旅
行
と
違
い
、
待
ち
時
間
も
多

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
で
も
私
が
公
共
交
通
の
旅
に
惹
か
れ
る

の
は
、
地
域
な
ら
で
は
の
情
景
に
出
会
え

る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
公
共
交
通
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
や
地
域
か

ら
旅
行
者
が
訪
れ
る
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ

に
な
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
だ
現
在
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な

体
験
は
い
く
ら
で
も
で
き
ま
す
。
け
れ

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
人
た
ち
と
接
す

る
こ
と
で
感
じ
る
印
象
や
、
ま
ち
の
息
吹

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
は
、
実
体

験
で
し
か
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

近
年
の
公
共
交
通
は
、
慢
性
的
な
人
手

不
足
や
赤
字
経
営
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
あ
ま
り

に
も
マ
イ
ナ
ス
面
ば
か
り
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な

り
ま
せ
ん
。
公
共
交
通
は
、
地
域
住
民
の

足
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
と
世
界
を
結

ぶ
存
在
と
し
て
、
大
き
な
可
能
性
と
未
来

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

矢野　直美（やの・なおみ）
P r o f i l eP r o f i l e
　国内外を旅しながら写真を撮り、文章を
つづる「フォトライター」。鉄道旅をこよな
く愛することから「元祖・鉄子」の愛称で
も呼ばれる。写真作品とエッセイを発表し
ながら、さまざまなメディアで活動。講演
会やフォトコンテストの審査員も務める。
電子書籍に、写真集「汽車通学」、「おんな
ひとりの鉄道旅」、「鉄子の旅写真日記」、
「日本の鉄道 車窓絶景 100選」（共著）など。
http://yanonaomi.com/http://yanonaomi.com/

JR根室駅から納沙布岬に向かう線バスの車窓から見える風景JR根室駅から納沙布岬に向かう線バスの車窓から見える風景
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行
け
る
端
っ
こ
・

行
け
な
い
端
っ
こ

　

旅
人
の
心
理
の
一
つ
に
「
ど
う
し
よ
う

も
な
く
端
っ
こ
に
心
惹
か
れ
る
こ
と
」
が

あ
り
ま
す
。
私
自
身
そ
う
で
す
し
、
周
り

の
旅
好
き
の
人
た
ち
と
も
、
よ
く
端
っ
こ

の
会
話
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。
世
界
地
図

な
ど
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
経
緯
や

緯
度
が
同
じ
国
や
似
て
い
る
ま
ち
に
も
好

奇
心
を
か
き
た
て
ら
れ
ま
す
。

　

国
土
地
理
院
に
よ
る
と
、
日
本
の
東
西

南
北
の
端
っ
こ
は
【
東
】
南
鳥
島
（
東
京

都
）【
西
】
与
那
国
島
（
沖
縄
県
）【
南
】

沖
ノ
鳥
島
（
東
京
都
）【
北
】
択
捉
島

（
北
海
道
）
で
す
。
こ
の
よ
う
に
端
っ
こ

は
い
ず
れ
も
島
で
あ
り
、
日
本
は
北
海

道
、
本
州
、
四
国
、
九
州
と
と
も
に
、
数

多
く
の
島
が
連
な
る
国
で
あ
る
こ
と
を
実

感
し
ま
す
。
与
那
国
島
以
外
は
、
立
ち
入

り
制
限
な
ど
が
あ
り
、
誰
も
が
簡
単
に
訪

れ
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
由
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
端
っ
こ

と
、
行
け
な
い
端
っ
こ
を
比
べ
る
の
も
興

味
深
い
で
す
。

　

公
共
交
通
を
利
用
し
て
行
く
こ
と
が
で

き
る
端
っ
こ
は
【
東
】
納
沙
布
岬
（
北
海

道
）【
西
】
与
那
国
島
（
沖
縄
県
）【
南
】

波
照
間
島
（
同
）【
北
】
宗
谷
岬
（
北
海

道
）
で
す
。
私
は
4
カ
所

全
て
に
足
を
運
び
ま
し

た
。
最
東
端
の
納
沙
布
岬

（
根
室
市
）
は
、
Ｊ
Ｒ
根

室
駅
か
ら
路
線
バ
ス
が
発

着
し
て
い
ま
す
。
こ
の
バ

ス
が
実
に
印
象
深
い
情
景

を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
市

内
の
住
宅
街
を
走
っ
て
市

街
地
を
抜
け
る
と
、
湿
地

帯
が
見
え
て
き
ま
す
。
春

の
新
緑
か
ら
、
花
咲
く

夏
、
色
づ
く
秋
、
そ
し
て

水
墨
画
の
よ
う
な
冬
─
。

い
つ
訪
れ
て
も
、
他
で
は

見
ら
れ
な
い
情
景
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
霧
が
出

る
と
、
景
色
が
乳
白
色
に

染
ま
り
、
ま
る
で
童
話
の

世
界
に
来
た
よ
う
な
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

端
っ
こ
だ
か
ら
こ
そ

感
じ
る
情
景

　

最
北
端
の
宗
谷
岬
（
稚
内
市
）
は
、
Ｊ

Ｒ
稚
内
駅
か
ら
路
線
バ
ス
で
訪
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
い
か
に
も
北
の
果
て
と
い

う
趣
が
あ
る
宗
谷
湾
に
面
し
た
海
岸
線
を

走
り
、
晴
れ
て
い
る
と
き
に
は
、
海
の
向

こ
う
に
利
尻
島
や
礼
文
島
を
望
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
バ
ス
の
路
線
名
は
「
天
北
宗

谷
岬
線
」
で
す
。
か
つ
て
道
北
に
は
、
稚

内
─
猿
払
─
浜
頓
別
─
音
威
子
府
を
結
ぶ

鉄
道
「
天
北
線
（
て
ん
ぽ
く
せ
ん
）」
が

あ
り
ま
し
た
。
国
鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に

引
き
継
が
れ
て
か
ら
2
年
後
の
平
成
元
年

に
廃
止
と
な
り
、
バ
ス
転
換
に
伴
い
誕
生

人人とと町町と、と、鉄 道鉄 道とと人人とと町町と、と、鉄 道鉄 道とと
<<� >><<� >>

公共交通で行く公共交通で行く
日本の日本の

東西南北端点東西南北端点

フォトライター　矢野　直美

稚内市「宗谷岬」稚内市「宗谷岬」
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い
ま
す
。
そ
し
て
、
回
付
に
は
、
当
事
者

に
申
立
権
は
な
く
、
制
度
上
は
本
庁
・
支

部
の
ど
ち
ら
で
審
理
す
る
の
か
は
、
裁
判

所
の
内
部
判
断
で
決
定
さ
れ
、
不
服
申
立

権
も
あ
り
ま
せ
ん
。
回
付
を
希
望
す
る
場

合
、
実
務
上
は
職
権
発
動
を
促
す
上
申
書

を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
最
終

的
に
は
裁
判
所
が
事
件
の
性
質
な
ど
も
勘

案
し
て
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｂ
さ
ん　
移
送
申
立
て
が
認
め
ら
れ
ず
、

東
京
地
裁
が
管
轄
裁
判
所
に
な
る
場
合
、

Ａ
町
の
代
理
人
弁
護
士
は
、
毎
回
必
ず
東

京
に
出
向
く
必
要
が
あ
り
ま
す
か
。

弁
護
士　
必
ず
し
も
必
要
が
あ
る
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
す
る
民

事
裁
判
の
Ｉ
Ｔ
化
に
向
け
た
取
組
は
、
令

和
4
年
5
月
18
日
に
改
正
民
訴
法
が
成
立

し
た
こ
と
で
加
速
し
て
い
ま
す
（
注

3
）。
改
正
民
訴
法
第
１
７
０
条
第
3
項

で
は
、
電
話
会
議
の
要
件
と
さ
れ
て
い
た

「
当
事
者
が
遠
隔
の
地
に
居
住
し
て
い
る

と
き
そ
の
他
相
当
と
認
め
る
と
き
」「
当

事
者
の
一
方
が
そ
の
期
日
に
出
頭
し
た
場

合
に
限
る
」
と
い
っ
た
文
言
が
削
除
さ

れ
、
当
事
者
双
方
が
裁
判
所
に
出
頭
せ

ず
、
電
話
会
議
で
弁
論
準
備
手
続
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
（
注
4
）。

　

最
近
の
運
用
で
は
、
裁
判
所
が
相
当
と

認
め
る
と
き
は
、
当
事
者
の
意
見
を
聴
い

た
上
で
、
第
1
回
口
頭
弁
論
の
期
日
を
取

り
消
し
、
争
点
や
証
拠
の
整
理
を
目
的
と

し
た
弁
論
準
備
手
続
期
日
と
し
て
指
定
し

て
、
当
事
者
が
電
話
会
議
で
は
な
く
、
映

像
と
音
声
を
共
有
で
き
る
ウ
ェ
ブ
会
議
を

利
用
し
て
参
加
す
る
こ
と
を
認
め
る
運
用

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
本
件
も
こ
う
し
た

運
用
が
な
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
、
代
理
人

弁
護
士
の
事
務
所
か
ら
ウ
ェ
ブ
会
議
に
よ

り
出
頭
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

Ｂ
さ
ん　
民
事
裁
判
の
Ｉ
Ｔ
化
が
進
ん
で

い
る
の
は
驚
き
で
す
ね
。
ウ
ェ
ブ
会
議
に

は
ど
の
よ
う
な
ツ
ー
ル
が
利
用
さ
れ
て
い

る
の
で
す
か
。
Ａ
町
の
職
員
が
傍
聴
す
る

こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

弁
護
士　
裁
判
所
が
利
用
し
て
い
る
ウ
ェ

ブ
会
議
の
ツ
ー
ル
は
、
米
国
の
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
社
が
提
供
す
る
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ（
チ
ー

ム
ズ
）
で
す
。
弁
論
準
備
手
続
期
日
は
原

則
非
公
開
で
す
が
、
裁
判
所
が
相
当
と
認

め
る
者
の
傍
聴
は
許
さ
れ
て
お
り
、
当
事

者
が
申
し
出
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
手
続

に
支
障
が
な
い
限
り
、
傍
聴
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
治
体
が
当

事
者
の
場
合
、
傍
聴
を
申
し
出
れ
ば
通
常

は
認
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
代
理
人
弁
護
士

の
事
務
所
で
傍
聴
で
き
ま
す
。

Ｂ
さ
ん　
遠
方
の
裁
判
所
に
出
頭
す
る
負

担
が
軽
く
な
る
の
は
メ
リ
ッ
ト
で
す
ね
。

弁
護
士　
改
正
民
訴
法
で
は
、
口
頭
弁
論

期
日
に
ウ
ェ
ブ
会
議
で
参
加
で
き
る
仕
組

み
（
注
5
）
や
、
訴
状
や
主
張
書
面
、
証

拠
な
ど
の
裁
判
書
類
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提

出
で
き
る
制
度
（
注
6
）
も
整
備
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
運
用
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
解
　
説

注
1　
土
地
管
轄
は
、
被
告
の
普
通
裁
判
籍
の
住

所
地
を
管
轄
す
る
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
の
が

原
則
（
民
事
訴
訟
法
第
4
条
第
1
項
）
だ
が
、
普

通
裁
判
籍
と
は
別
に
特
定
の
種
類
・
内
容
の
事
件

に
つ
い
て
認
め
ら
れ
る
特
別
裁
判
籍
が
あ
り
、
財

産
権
上
の
訴
え
に
つ
い
て
は
、
義
務
履
行
地
に
土

地
管
轄
が
あ
る
（
民
事
訴
訟
法
第
5
条
第
1

号
）。
国
家
賠
償
請
求
は
、
民
事
上
の
金
銭
債
権

と
し
て
、
財
産
権
上
の
訴
え
と
な
り
、
民
法
上
は

持
参
債
務
と
し
て
債
権
者
の
住
所
に
持
参
し
て
弁

済
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
（
民
法
第
４
８
４
条
第

1
項
）、
義
務
履
行
地
は
債
権
者
の
住
所
と
な

る
。
こ
の
た
め
、
原
告
の
住
所
（
本
店
所
在
地
）

に
土
地
管
轄
が
あ
る
。

注
2　
最
高
裁
第
3
小
法
廷
昭
和
44
年
3
月
25
日

決
定
は
、
支
部
に
つ
い
て
「
外
部
に
対
し
て
は
本

庁
と
一
体
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
支
部
の
権

限
、
管
轄
区
域
は
、
裁
判
所
内
部
の
事
務
分
配
の

基
準
に
す
ぎ
な
い
」
と
し
て
い
る
。

注
3　
令
和
4
年
5
月
18
日
成
立
の
「
民
事
訴
訟

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
4
年
法
律

第
48
号
）」
は
5
月
25
日
に
公
布
さ
れ
た
。
同
法

は
、
公
布
後
4
年
以
内
に
段
階
的
に
施
行
さ
れ
る

（
附
則
第
1
条
第
3
号
及
び
4
号
）。
こ
の
改
正
民

訴
法
で
は
、
注
4
に
記
載
し
た
当
事
者
双
方
が
電

話
会
議
に
よ
る
弁
論
準
備
手
続
期
日
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
る
規
定
や
、
電
話
会
議
に
よ
る
和
解

期
日
の
規
定
（
第
89
条
第
2
項
）
等
が
整
備
さ

れ
、
令
和
5
年
3
月
1
日
に
施
行
さ
れ
た
。

注
4　
改
正
民
訴
法
第
１
７
０
条
第
3
項
は
「
裁

判
所
は
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
当
事
者
の
意

見
を
聴
い
て
、
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
裁
判
所
及
び
当
事
者
双
方
が
音
声
の

送
受
信
に
よ
り
同
時
に
通
話
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
方
法
に
よ
っ
て
、
弁
論
準
備
手
続
の
期
日
に
お

け
る
手
続
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
い
る
。

注
5　

改
正
民
訴
法
第
87
条
の
2
は
、
裁
判
所

は
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
当
事
者
の
意
見
を

聴
い
て
、
ウ
ェ
ブ
会
議
に
よ
り
口
頭
弁
論
期
日
の

手
続
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
ウ
ェ

ブ
会
議
に
よ
る
口
頭
弁
論
期
日
へ
の
参
加
に
つ
い

て
は
、
令
和
6
年
5
月
25
日
ま
で
に
施
行
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。

注
6　
改
正
民
訴
法
第
1
3
2
条
の
10
等
に
基
づ

き
、
裁
判
書
類
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
出
す
る
た
め

の
事
件
管
理
シ
ス
テ
ム
（
民
事
裁
判
書
類
電
子
提

出
シ
ス
テ
ム
、
通
称
ｍ
ｉ
ｎ
ｔ
ｓ
＝
ミ
ン
ツ
）
が

裁
判
所
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。
準
備
書
面
や
証
拠

と
い
っ
た
裁
判
書
類
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
訴
え
の
提
起
（
訴
状
の
提

出
）
や
裁
判
所
か
ら
の
送
達
（
改
正
民
訴
法
第

10

9
条
等
）
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
し
て
い
る
。
弁
護
士
等
が
代
理
人
の

場
合
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
提
出
や
送
達
が
義
務
と
な

る
（
改
正
民
訴
法
第
1
3
2
条
の
11
第
1
項
第
1

号
）。
こ
れ
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
提
出
等
の
改
正

は
、
令
和
8
年
5
月
25
日
ま
で
に
施
行
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
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Ａ
町
総
務
課
長
Ｂ
さ
ん　
東
京
に
本
社
の

あ
る
Ｃ
社
が
、
Ａ
町
を
被
告
と
し
て
東
京

地
方
裁
判
所
に
訴
訟
を
提
起
し
、
口
頭
弁

論
期
日
呼
出
状
が
届
き
ま
し
た
。
Ｃ
社
は

以
前
、
町
内
に
工
場
を
有
し
て
い
ま
し
た

が
、
税
金
の
滞
納
が
あ
り
、
滞
納
処
分
に

よ
り
工
場
の
建
物
を
差
し
押
さ
え
、
公
売

し
た
の
で
す
が
、
こ
の
手
続
き
が
違
法

だ
っ
た
と
し
て
、
国
家
賠
償
請
求
を
す
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
民
事
訴
訟
は
、

訴
え
ら
れ
た
被
告
の
住
所
地
を
管
轄
す
る

土
地
の
裁
判
所
が
管
轄
に
な
る
の
が
原
則

と
聞
き
ま
し
た
が
、
本
件
は
東
京
地
裁
が

管
轄
裁
判
所
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

弁
護
士　
は
い
。
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の

場
合
、
被
告
の
住
所
地
の
ほ
か
、
金
銭
債

権
の
義
務
履
行
地
と
し
て
、
原
告
の
住
所

地
を
管
轄
す
る
裁
判
所
に
も
土
地
管
轄
が

認
め
ら
れ
ま
す
（
注
1
）。
よ
っ
て
、
Ｃ

社
の
本
社
が
あ
る
東
京
を
管
轄
す
る
東
京

地
裁
に
も
土
地
管
轄
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

Ｂ
さ
ん　
Ａ
町
は
北
海
道
内
の
弁
護
士
を

代
理
人
に
選
任
し
て
、
請
求
を
争
う
意
向

で
す
。
裁
判
期
日
の
際
に
は
、
出
頭
す
る

弁
護
士
に
職
員
が
同
行
し
、
可
能
な
限
り

傍
聴
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
裁
判
の

都
度
、
東
京
に
出
向
く
の
は
時
間
や
費
用

の
面
で
負
担
に
な
り
ま
す
。
管
轄
裁
判
所

は
変
更
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

弁
護
士　
移
送
申
立
を
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
裁
判
所
は
、
民
事
訴
訟
法
第

17
条
に
基
づ
き
、
当
事
者
や
証
人
の
住

所
、
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
、
訴
訟
の

著
し
い
遅
滞
を
避
け
、
ま
た
は
当
事
者
間

の
衡
平
を
図
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
裁
量
で
事
件
を
移
転
で
き
る
と
し
て

い
ま
す
。
本
件
は
Ａ
町
に
あ
っ
た
工
場
の

公
売
手
続
き
が
問
題
で
あ
り
、
違
法
行
為

が
あ
り
、
損
害
が
生
じ
た
と
さ
れ
る
の
は

い
ず
れ
も
Ａ
町
で
あ
る
ほ
か
、
証
人
尋
問

が
実
施
さ
れ
る
場
合
は
、
Ａ
町
に
在
住

し
、
公
売
手
続
き
に
関
与
し
た
Ａ
町
の
職

員
が
尋
問
予
定
者
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
理
由
に
Ａ
町
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
裁
判
所
に
移
送
申
立
を
行

う
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
裁
判
所
が
申
立
を

認
め
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

Ｂ
さ
ん　
わ
か
り
ま
し
た
。
仮
に
移
送
が

認
め
ら
れ
る
場
合
、
Ａ
町
を
管
轄
す
る
地

方
裁
判
所
の
支
部
は
比
較
的
近
い
の
で
す

が
、
地
方
裁
判
所
の
本
庁
は
、
か
な
り
の

距
離
が
あ
り
ま
す
。
Ａ
町
に
近
い
地
方
裁

判
所
の
支
部
を
管
轄
裁
判
所
に
し
て
も
ら

う
こ
と
は
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

弁
護
士　

裁
判
所
の
支
部
の
担
当
区
域

は
、
地
方
裁
判
所
内
部
の
司
法
行
政
上
の

事
務
分
掌
に
過
ぎ
ず
（
注
2
）、
法
律
上

の
管
轄
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
方
裁
判
所

の
本
庁
・
支
部
間
の
事
件
の
移
転
は
、
移

送
で
は
な
く
「
回
付
（
か
い
ふ
）」
と
言

弁護士 column

裁
判
の
土
地
管
轄
と

民
事
裁
判
手
続
き
の
Ｉ
Ｔ
化

　
東
京
地
裁
で
裁
判
を
起
こ
さ
れ
た
の
で
す
が
─
。
遠
隔
地
の
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
民
事
訴

訟
に
対
応
す
る
に
は
、
市
町
村
の
職
員
は
そ
の
都
度
、
現
地
に
出
向
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
現
在
、
リ
モ
ー
ト
会
議
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
活
用
し
て
、
裁

判
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
も
可
能
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
場
面
に
直
面
し
た
Ａ

町
総
務
課
長
の
Ｂ
さ
ん
と
弁
護
士
の
Ｑ
＆
Ａ
を
通
じ
て
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

弁護士法人佐々木総合法律事務所
札幌市中央区大通西 １１ 丁目  大通藤井ビル６階
TEL 011-261-8455　FAX 011-261-9188

佐々木　泉顕
（ささき・もとあき）

・北海道町村会顧問
・�（一社）札幌市医師会

顧問
・北海道教育委員会顧問

下矢　洋貴
（しもや・ひろたか）
平成18年北海道大学大
学院法学研究科修了。
19年札幌弁護士会登録。

共同執筆
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03

04

小樽市

倶知安町・ニセコ町

小樽市がチャットボットを導入
市民や観光客からの質問にAIが 24 時間対応

冬季のタクシー不足を解消
ニセコエリアで実証実験をスタート

　小樽市は令和5年 10 月、人工知能（ＡＩ）が
質問に応答するチャットボットを初めて導入した。
　市ホームページや無料通信アプリのＬＩＮＥを
通じて 24 時間・365 日利用でき、日本語を含め
7カ国語に対応する。チャット画面に質問を入力
すると、あらかじめ作成した約 3700 件の想定問
答からAIが最適な回答を選択して表示する。
　画面上では必要とする回答が得られたか確認す
るため、利用が増えるほど機能の改善に反映でき
る。導入後の約1カ月で約 2500 件の質問に対応
した。利用者の年代や性別、居住地などは把握で
きないが、子育て関係や各種事務手続きのほか、
観光関連の質問も多くあり、住民や観光客などの
幅広い層が利用していることがうかがえる。

　倶知安・ニセコの両町は、冬季のタクシー不足
を緩和するため、異なる営業圏のタクシーを観光
客に利用してもらう実証実験に取り組んでいる。
　国内外から多数の観光客が訪れる両町では、ス
キー客が増加する冬季は、タクシーの配車が困難
になっている。道路運送法がタクシーの区域外営
業を原則禁止しているため、札幌など他の営業区
域を走るタクシーは営業できない事情がある。
　両町は北海道運輸局の協力を得て、令和5年
10 月に北海道ハイヤー協会（札幌）や配車アプリ
開発の「ＧＯ」（東京）と連携協定を締結。札幌
などから協会所属のタクシーが長期出張し、配車
アプリを活用した実証実験を5年 12 月から6年
3月まで実施する。

　市は今後の利用状況をみながら、想定問答の修
正や追加を進める。チャットボットの導入は、市
が進める自治体DXの一環で、住民の利便性向上
や市職員の負担軽減が目的だ。石井陽子広報広聴
課長は「当初は子育て支援を主な目的に準備を進
めてきました。想定問答を市民生活全般に拡大し
た結果、幅広い分野で活用されています。市民が
求める適切な回答を提供するには、今後も改善が
必要になるので、さらに利用してもらえるよう、
積極的に働き掛けていきたい」と話している。

　営業区域は両町全域と蘭越町の一部で、実証実
験の期間中は車両 11 台とドライバー 25 人が長期
出張する。アプリは英語入力や目的地の地図表示
などの機能もあり、利用時には運賃に 900 円を上
乗せして、実証実験費用の一部に充てる。
　期間中の営業車両数は、地元のタクシーと合わ
せて通常時の約2倍になるという。倶知安町総合
政策課の大塚裕之交通政策係長は「異なる営業圏
のタクシーとアプリの活用で、冬のタクシー不足
を少しでも解消できれば」と期待を込める。

実証実験を周知するポ
スター。宿泊施設等に
掲示して外国人を含む
観光客にアピールする

チャット（会話）形式でAI
が質問に回答するチャット
ボット。白樺の妖精・レッタ
が案内してくれる

市ホームページのトップ
ページや、市公式LINE
のリッチメニューからアク
セスできる
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市町村の動き市町村の動き

01

02

恵庭市

当別町

車中泊向けの有料駐車スペースが人気
1泊 2500 円で電源やキッチンなどが利用可能

町独自の気象観測装置を設置
町ホームページで気象データや映像を公開

　観光スポット「花の拠点（はなふる）」（南島松 828
の3）に設けられた車中泊用の有料駐車スペース

「ＲＶパーク花ロードえにわ」の利用が好調だ。
　「道と川の駅　花ロードえにわ」の隣接地に整
備された「はなふる」は、市が花や庭園を中心と
した観光の拠点施設として令和2年 11 月にオー
プン。同時開業したＲＶパークは、ＲＶ車を中心
とする中・大型車 19 台の駐車スペースを整備し
た。1泊 2500 円でトイレ、シャワー室、キッチ
ン、談話室などを 24 時間で利用できる。
　オープン当初は、コロナ禍の影響による外出控
えもあり、利用状況は低調に推移したが、感染リ
スクを避けながらアウトドアを楽しめるキャンプ
ブームなども追い風として、令和4年度から利用

　当別町は令和5年9月、町独自の気象観測装置
を町内2カ所に設置した。取得した気象データは
除排雪作業や災害対策に役立てているほか、町
ホームページ（ＨＰ）で住民にも提供している。
　観測装置は気象庁検定済みの機器で、同庁が全
国に展開する地域気象観測システム・アメダスと
ほぼ同じく、気温や雨量、風向・風速、降雪量・
積雪量の6項目を観測することができる。ライブ
カメラも備え、映像でも気象状況を確認できる。
町HPでは1分ごとに更新される気象データのほ
か、ライブカメラの映像も公開している。
　町内の地形は起伏に富んでおり、気象の変化が
激しく、積雪量も多い。これまで町は、開発局と
道が設置した気象観測装置のデータを入手し、住

者が増加を続けている。4年度の利用客数は延べ
1045 人、5年度は9月末現在で同 2434 人に上
る。1〜2日の短期利用が中心だが、1カ月以上
も滞在して、恵庭を拠点に近郊でゴルフや観光地
巡りを満喫するシニア世代も少なくないという。
　利用者評価も高く、アンケートでは「とても満
足」が7割を超えた。花と緑・観光課の宮川翔平
主査は「ＳＮＳで情報を得て予約する人も増えて
います。ＲＶパークをきっかけに『はなふる』全
体を楽しんでもらえれば」と話す。

民にも提供してい
た。町内には観測
点が無いアメダス
の設置を求める声
も多かったが、近
隣市町村に設置さ
れた観測点との距離が近く、新設は難しい状況に
あるため、町が独自に観測点を設けた。
　坪井祐介建設課長は「独自の観測装置を設置し
たことで、従来よりも正確な気象データを入手で
きるようになりました。除排雪作業や防災対策な
ど、町の業務に活用していくとともに、より多く
の人に利用してもらえるよう、使いやすく、見や
すいシステムを目指していきます」と話している。

1泊 2500 円でセンターハ
ウス内のキッチンや談話ス
ペースなどを利用できる

キャンピングカー
などの利用も多い

「RVパーク　花
ロードえにわ」

観測装置は本町地区
の白樺公園（写真）
と、太美地区の西当
別コミュニティセン
ターに設置
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P o l i s y  I n f o r m a t i o n

07

08

東川町

幕別町

全世代交流施設「そらいろ」がオープン
誰もが生き生きと暮らせる空間を提供

道路管理関連業務のDX化を推進
NTT東日本と道内初の連携協定を締結

　東川町が整備した全世代交流施設「共生プラザ
そらいろ」が令和5年 10 月にオープンした。
　町は「多くのひとが集い、誰もが居場所と役割
を持ち、生き生きと暮らす空間」をコンセプトと
して、乳幼児から高齢者まで、全ての世代の住民
が利用できる施設として整備。鉄骨造2階建てで
延べ床面積は約 1800 平方㍍。1階は遊具を備え
た「こどもらんど」や0〜2歳児が対象の「ほふ
くコーナー」がある。2階はトレーニング器具が
ある健康づくりルームや、コンディショニング講
座や介護予防講座を行う活動ルームなどを設けた。
　「そらいろ」の愛称は一般公募で寄せられた候
補の中から、町内の小学4〜6年生 241 人の投票
で決定した。オープンから約3カ月間で、町外を

　幕別町は令和5年9月、ＮＴＴ東日本と「道路
管理関連業務の高度化に向けた共同検討に関する
連携協定」を締結した。道路占用許可申請のオン
ライン化などで業務効率化を目指す。同様の協定
は道内市町村で初めて。町村では全国初となる。
　町は従来、道路占用許可申請の窓口業務は、対
面で紙の書類を使って行ってきたが、対応に時間
を要し、書類の保管場所や予算の確保、システム
入力時のミス発生などの課題があった。同社が開
発したオンライン申請システムの導入に向けた検
討を通じて、他の道路関連業務についても、課題
解決の方策を共同で検討することとした。
　窓口業務以外には、3次元レーザースキャナー
を搭載した自動車で道路形状などのデータを取得

含め想定よりも多くの利用があったという。
　同町では移住者が増加しているが、近くに出産
や育児の際に頼れる親族や友人がいないことも少
なくないという。このため町は、施設の利用を通
じて、幅広い世代の交流を進め、地域ぐるみで子
育て環境の充実を進めていきたい考えだ。保健福
祉課の中村あさ子・そらいろ推進室長は「町内の
さまざまな世代の人たちが、ぶらりと遊びに来
て、幅広い世代が自然と交流できるような施設に
していければ」と意気込みを語る。

するモバイルマッピングシステムによる道路管理
業務のＤＸ化をはじめ、ＧＰＳ（全地球測位シス
テム）やライブカメラを活用した除排雪業務の効
率化、ＡＩ（人工知能）による道路損傷評価など
の検討を行う。同社の職員数人が常駐し、業務内
容の把握や検討を進める予定だ。
　町建設部の香田裕一土木課長は「道路管理関連
業務の高度化に向けた共同検討を通じて、業務の
効率化や行政サービスの向上、社会インフラ管理
のコスト削減を目指したい」と意気込みを語る。

建物のデザイン
は世界的な建築
家・隈研吾さん
手掛けた

フリースペースとし
て整備した1階の交
流ルームには、町内
の工房で作られた家
具を配置

令和5年9月には飯田晴義町長（左）とNTT東日本
の北垣雅之北海道東支店長が協定締結に臨んだ
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市町村の動き

05

06

苫小牧市

浦河町

民間事業者が公共施設に太陽光パネルを設置
初期投資をかけずに二酸化炭素削減を目指す

ふるさとワーホリで道外人材を活用
増え続けるインド人住民の生活を支援

　苫小牧市はPPA方式を活用し、民間事業者に
よる公共施設への太陽光パネル設置を進めている。
　ＰＰＡ（Ｐｏｗｅｒ Ｐｕｒｃｈａｓｅ Ａｇｒｅｅｍｅｎｔ）
は、電力販売契約の意味があり、第三者モデルと
も呼ばれる。事業者は自治体などが保有する施設
の屋根や遊休地を借り、無償で発電設備を設置
し、施設で使う電力を供給する。自治体は初期投
資が不要で、再生可能エネルギーの利用を通じて
二酸化炭素（CO2）排出量の削減を図ることが
できる仕組みとなっている。
　市は令和3年に「苫小牧市ゼロカーボンシティ
宣言」を発表。2050 年までにCO2の実質排出量
ゼロを目指している。その一環でＰＰＡ方式によ
る太陽光発電設備などの導入事業を行う事業者を

　インド人住民の増加が続く浦河町は、令和5年
9月、総務省の事業「ふるさとワーキングホリ
デー」を通じて、ヒンディー語を話すことができ
る 20 代の人材2人を道外から受け入れた。
　同制度は、学生や社会人など、都会の若者が休
暇などを利用して一定期間、地方に滞在し、働い
て収入を得ながら地域の生活や文化を体験する。
　町内には競走馬の育成に携わる騎乗員やその家
族が多く暮らしているが、近年は日本人騎乗員が
減る一方、インド人を中心とする外国人騎乗員が
増加。町内のインド人人口は令和5年 12 月現在
308 人に上る。一方でヒンディー語が堪能な町の
担当者は1人だけで、日常会話が可能で、インド
人住民の生活支援に当たる人材の確保が急務だ。

公募。2事業者と 20 年間の契約を今後締結する。
　本年度は沼ノ端スポーツセンターやウトナイ交
流センター（道の駅ウトナイ湖）など、10 施設
でパネルと蓄電池の設置を進めており、新年度か
ら発電を開始する予定だ。この取組を通じて、20
年間で約1万1千㌧のCO2削減を見込んでいる。
　環境衛生部環境保全課の高坂聡副主幹は「公共
施設への再生可能エネルギー導入を通じて、脱炭
素の取組を市民や未来を担う子供たちに知っても
らい、環境に対する興味や関心を引き出し、行動
変容につながることを期待しています」と話す。

　町内に滞在した2人は2週間にわたり、外国人
母子の通訳支援や児童のワクチン接種、学校入学
に関する通知文書の翻訳、日本人とインド人の交
流事業の企画などに携わったという。
　企画課の若林寛之企画統計係長は「参加した2
人はインド人と積極的にコミュニケーションを取
り、すぐに打ち解けてくれました。文書の翻訳な
どの業務も円滑に進めてくれて、とても有意義な
取組になりました。冬にも2人の募集を予定して
おり、活躍を期待しています」と話す。

PPA方式で太陽光パネルを設置予定の
沼ノ端スポーツセンター

2人が企画したインド人
と日本人との交流イベン
トには多くの住民が参加

参加した2人は、町の
業務以外でもインド人
家族と積極的に交流

50PRACTICEPRACTICE   2024  Winter



　

パ
ソ
コ
ン
の
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
や
マ
ウ

ス
操
作
、
コ
ピ
ー
・
ア
ン
ド
・
ペ
ー
ス
ト

な
ど
の
作
業
を
自
動
化
す
る
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ

ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
）
の
導
入
に
総
務
省
が
補
助
を
始

め
た
の
が
平
成
31
年
4
月
で
す
。
申
請
書

か
ら
名
前
や
住
所
、
電
話
番
号
な
ど
を
集

計
表
に
落
と
し
込
む
作
業
は
、
人
間
は
疲

れ
る
と
ミ
ス
を
起
こ
し
ま
す
が
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
は
間
違
い
ま
せ
ん
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
間
を
行

き
来
で
き
る
の
で
、
戸
別
訪
問
先
の
道
順

を
グ
ー
グ
ル
の
地
図
ソ
フ
ト
で
検
索
し
、

ペ
ー
パ
ー
に
張
り
付
け
る
と
い
っ
た
作
業

を
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
Ｒ
Ｐ
Ａ
は

繰
り
返
し
の
作
業
が
得
意
な
の
で
、
退
庁

時
に
ボ
タ
ン
を
押
し
て
お
け
ば
、
翌
朝
の

出
勤
時
ま
で
に
は
作
業
が
き
ち
ん
と
終

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
会
津
若
松
市
で
は
、
ご
み
の
分

別
方
法
や
当
番
病
院
な
ど
の
質
問
に

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
と
い
う
Ａ
Ｉ
を
利
用
し

た
自
動
応
答
シ
ス
テ
ム
が
、
無
料
通
信
ア

プ
リ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
で
回
答
し

ま
す
。
自
治
体
は
同
じ
よ
う
な
情
報
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
い
ま
す
が
、
実

際
に
住
民
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
い
ま

す
か
。
ど
れ
だ
け
の
住
民
が
見
て
い
る
の

か
、
自
治
体
は
調
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
が
民
間
企
業
な
ら
、
消

費
者
が
ど
の
ツ
ー
ル
を
使
い
、
ど
の
よ
う

な
経
路
で
見
て
も
ら
え
る
の
か
を
考
え
ま

す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
消
費
者
に
見
向
き

も
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
で
あ
る
住
民
が

最
も
受
け
取
り
や
す
く
、
日
頃
か
ら
使
っ

て
い
る
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
見
慣
れ
た
画
面

で
情
報
を
知
ら
せ
る
─
。
こ
れ
が
サ
ー
ビ

ス
デ
ザ
イ
ン
思
考
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
会

津
若
松
市
に
よ
る
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
活

用
も
、
全
国
で
9
千
万
人
が
利
用
し
て
い

る
と
さ
れ
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
役
所
の
ツ
ー
ル

を
埋
め
込
む
こ
と
で
、
住
民
に
も
利
用
し

て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
デ

ザ
イ
ン
思
考
に
基
づ
い
た
発
想
で
す
。

　

Ｄ
Ｘ
は
、
人
間
が
行
っ
て
い
た
こ
と
を

機
械
に
肩
代
わ
り
さ
せ
て
作
業
時
間
を
短

縮
す
る
こ
と
で
、
事
務
・
事
業
を
改
善
で

き
ま
す
。
道
路
維
持
パ
ト
ロ
ー
ル
の
効
率

化
や
議
事
録
作
成
、
保
育
園
児
の
入
園
割

り
当
て
な
ど
、
多
様
な
活
用
事
例
が
あ
り

ま
す
。
将
来
的
に
は
、
窓
口
に
お
け
る
外

国
語
翻
訳
や
災
害
発
生
時
の
被
害
情
報
の

収
集
と
集
約
、
買
い
物
難
民
へ
の
支
援
、

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
よ
る
生
存
確
認
な
ど

が
ほ
と
ん
ど
お
金
を
か
け
ず
に
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
よ
る
変
革

　

令
和
4
年
秋
に
登
場
し
た
対
話
型
Ａ
Ｉ

サ
ー
ビ
ス
「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
は
、
質

問
を
入
力
す
る
と
、
人
間
と
会
話
す
る
よ

う
な
自
然
な
回
答
が
返
っ
て
く
る
自
動
応

答
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
れ
は
行
政
に
よ
る

仕
事
の
進
め
方
を
抜
本
的
に
改
革
す
る

き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
鳥
取
県

の
よ
う
に
Ａ
Ｉ
の
利
用
に
否
定
的
な
自
治

体
も
あ
り
ま
す
が
、
全
体
的
な
ト
レ
ン
ド

と
し
て
は
、
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
方

向
に
あ
り
ま
す
。
本
格
運
用
を
始
め
た
香

川
県
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

や
文
章
の
作
成
・
要
約
、
外
国
語
の
翻
訳

な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
浮
い
た
時
間

は
人
間
同
士
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
フ
ェ

イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
の
仕
事
に
振
り

向
け
る
考
え
方
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
登
場
に
よ
り
、
令

和
5
年
は
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
企
業
を
中
心
に
社

会
革
命
が
起
き
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
働

き
方
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ど
う

や
っ
て
社
会
全
体
で
Ｄ
Ｘ
を
取
り
入
れ
て

い
く
の
か
が
問
わ
れ
て
お
り
、
チ
ャ
ッ
ト

Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
ツ
ー
ル

を
活
用
し
、
自
治
体
も
生
産
性
を
高
め
る

努
力
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
書
か
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」
の
取

組
で
北
見
市
は
全
国
的
に
有
名
に
な
り
ま

し
た
。
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
う
の
は
、
業
務

改
善
か
ら
検
討
を
始
め
た
点
で
す
。
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
作
り
「
そ
の
手
順
は

本
当
に
必
要
か
」「
ど
う
い
う
経
路
で
あ

れ
ば
処
理
時
間
を
短
縮
で
き
る
か
」
と
い

う
こ
と
を
議
論
し
、
時
間
を
掛
け
て
内
容

を
煮
詰
め
て
い
き
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
こ
に
至
る
ま
で
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見

直
し
こ
そ
が
大
切
で
す
。
そ
の
上
で
住
民

の
立
場
で
最
も
便
利
な
方
法
を
サ
ー
ビ
ス

デ
ザ
イ
ン
思
考
で
考
え
て
い
る
こ
と
が
北

見
市
の
す
ご
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

職
員
に
求
め
ら
れ
る
能
力
と
は

　
「
デ
ジ
タ
ル
人
材
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
自
治
体
の
職
員
全
員
が
専
門
人

材
で
あ
る
必
要
は
な
い
で
す
が
、
最
低
限

の
デ
ジ
タ
ル
知
識
は
必
要
で
あ
り
、
特
に

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
知
識
は
不
可
欠

で
す
。
兵
庫
県
の
あ
る
市
で
は
、
市
の
業

務
を
受
託
し
た
業
者
が
、
酒
に
酔
っ
て
個

人
情
報
が
入
っ
た
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
を
か

ば
ん
ご
と
無
く
し
て
し
ま
い
、
大
騒
ぎ
に

な
り
ま
し
た
。
た
っ
た
1
人
の
職
員
が

デ
ー
タ
の
基
本
的
な
取
り
扱
い
を
知
ら
な

か
っ
た
が
た
め
に
、
全
国
ニ
ュ
ー
ス
に
な
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Ｄ
Ｘ
が
も
た
ら
し
た
激
変

　

少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
生
産
年
齢
人
口

が
減
り
続
け
る
人
口
構
造
が
日
本
の
大
き

な
課
題
で
す
。
職
員
採
用
で
苦
戦
し
て
い

る
市
町
村
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

傾
向
は
今
後
も
加
速
し
て
い
き
ま
す
。
総

務
省
が
平
成
30
年
に
公
表
し
た
「
自
治
体

戦
略
２
０
４
０
構
想
研
究
会
」
の
報
告
で

は
、
２
０
４
０
（
令
和
22
）
年
に
は
、
今

の
半
分
の
職
員
数
で
運
営
で
き
る
自
治
体

を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
使
い
、
機

械
に
で
き
る
も
の
は
機
械
に
任
せ
、
人
間

は
本
来
、
人
間
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
に

特
化
す
べ
き
だ
と
し
て
い
ま
す
。

　

米
国
・
イ
ン
テ
ル
社
の
創
業
者
の
1
人

で
あ
る
ゴ
ー
ド
ン
・
ム
ー
ア
は
、
１
９
６

９
（
昭
和
44
）
年
の
論
文
で
、
Ｃ
Ｐ
Ｕ
（
中

央
演
算
処
理
装
置
）
の
性
能
は
「
1
年
か

ら
1
年
半
で
2
倍
に
な
る
」
と
い
う
「
ム
ー

ア
の
法
則
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
同
じ
年

に
は
、
ア
ポ
ロ
11
号
で
ニ
ー
ル
・
ア
ー
ム

ス
ト
ロ
ン
グ
船
長
が
人
類
で
初
め
て
月
面

に
降
り
立
ち
ま
し
た
。
こ
の
当
時
、
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ａ
（
ア
メ
リ
カ
航
空
宇
宙
局
）
の
ス

ペ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
並
ぶ
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
使
わ
れ
て
い
た
全
て
の
Ｃ
Ｐ
Ｕ
を

足
し
て
も
、
最
新
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が

搭
載
す
る
、
た
っ
た
1
個
の
Ｃ
Ｐ
Ｕ
に
そ

の
性
能
は
及
び
ま
せ
ん
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
変
化
に
対
応
し
て
、
仕
事
の
や
り
方
も

変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｄ
Ｘ
）
が
始
ま
り
、
こ
こ
10
年
の
間

で
、
日
常
生
活
に
も
目
に
見
え
る
変
化
が

起
き
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
か

ざ
せ
ば
ド
ア
の
鍵
が
開
き
、
お
金
の
決
済

も
で
き
ま
す
。
銀
行
の
窓
口
は
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
が
進
み
、
印
鑑
も
不
要
に
な
り
ま

し
た
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）
も

ど
ん
ど
ん
減
ら
し
て
い
ま
す
。
交
通
事
故

を
起
こ
し
た
時
は
、
通
信
ア
プ
リ
で
損
害

保
険
会
社
に
画
像
を
送
れ
ば
、
埋
め
込
ま

れ
た
位
置
情
報
で
現
場
を
特
定
で
き
、
事

故
の
状
況
も
す
ぐ
に
伝
わ
り
ま
す
。
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
然
言
語
を
解
釈
す

る
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
音
声
の
や

り
取
り
を
自
動
認
識
し
て
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
回
答
の
候
補
を
探
し
だ
し
、
通
話
時

間
の
短
縮
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

自
治
体
業
務
に
お
け
る
変
化

　

し
か
し
、
行
政
は
相
変
わ
ら
ず
書
類
に

囲
ま
れ
な
が
ら
、
旧
来
ど
お
り
の
方
式
で

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
（
総

合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
運
用
が
始
ま

り
、
電
子
決
裁
を
導
入
し
た
自
治
体
も
増

え
て
い
ま
す
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
面
で

は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
変
化
は
起
き
て
い

ま
せ
ん
。
住
民
は
未
だ
に
、
わ
ざ
わ
ざ
役

所
ま
で
出
掛
け
、
た
く
さ
ん
の
書
類
を
手

書
き
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
銀
行
や

保
険
会
社
は
変
わ
っ
た
け
れ
ど
「
ど
う
し

て
役
所
は
変
わ
っ
て
く
れ
な
い
の
か
」
と

住
民
は
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

稲継　裕昭氏
（いなつぐ・ひろあき）

早稲田大学大学院政治経済学術院教授
P r o f i l e
昭和 33 年大阪府出身。京都大学法学部卒。58 年大阪市役所入
庁。平成8年大阪市役所退職後、姫路獨協大学法学部助教授、
ロンドン大学政治経済学院客員研究員、大阪市立大学法学部教
授、同大法学研究科長・法学部長などを経て 19 年から現職。
専門は行政学・地方自治論・公共経営論

講
演
令
和
5
年
度 

市
町
村
職
員
政
策
研
修
会

Ｄ
Ｘ
時
代
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

日
時
：
令
和
5
年
11
月
9
日
（
木
）

主
催
：
北
海
道
市
町
村
振
興
協
会

会
場
：
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌

開
催
：
令
和
4
年
11
月
10
日
（
木
）

主
催
：
北
海
道
市
町
村
振
興
協
会

後
援
：
北
海
道
、
北
海
道
市
長
会
、

　
　
　
北
海
道
町
村
会

会
場
：
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
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デ
ジ
タ
ル
人
材
へ
の「
質
問
」

　

令
和
2
・
3
年
の
2
年
間
、
内
閣
府
の

デ
ジ
タ
ル
専
門
人
材
派
遣
制
度
の
第
1
期

生
と
し
て
上
士
幌
町
に
出
向
し
ま
し
た
。

町
職
員
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て
、
市
町
村

職
員
の
抱
え
る
ジ
レ
ン
マ
も
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
帰
任
し
た
令
和
4
年
か

ら
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
グ
ル
ー
プ
で
道

内
の
各
市
町
村
で
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
分
野
の
支
援

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
専
門
人
材
と
し
て
出
向
し
た

話
を
す
る
と
、
必
ず
質
問
さ
れ
る
こ
と
が

3
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
①
Ｄ
Ｘ
は
何
か

ら
始
め
た
の
か
②
ど
う
や
っ
て
庁
内
の
人

を
動
か
し
た
の
か
③
他
の
自
治
体
で
は
ど

ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
─
が
定
番
で

す
。
Ｄ
Ｘ
の
進
め
方
は
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推

進
計
画
に
準
じ
て
①
意
識
醸
成
②
体
制
整

備
③
課
題
抽
出
④
計
画
と
実
装
─
の
4
ス

テ
ッ
プ
を
踏
む
こ
と
を
お
勧
め
し
て
い
ま

す
。
最
初
の
「
意
識
醸
成
」
は
、
勉
強
会

な
ど
で
「
Ｄ
Ｘ
と
は
何
か
」
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
考
え
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

　

Ｄ
Ｘ
の
身
近
な
例
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
ス
ピ
ー
カ
ー
や
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ

Ｔ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
普
及
率
向
上
も
、
Ｄ
Ｘ
を
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
要
因
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
実
際

に
デ
ジ
タ
ル
機
器
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
触
れ
て
も
ら
う

体
験
会
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
注
意

し
て
ほ
し
い
こ
と
は
、
勉
強
会
や
体
験
会

の
次
に
打
つ
手
を
必
ず
準
備
し
て
お
く
こ

と
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
、
職
員
が
集
ま
っ
て
1
つ
の
課
題
に
つ

い
て
議
論
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く

な
ど
、
間
を
空
け
る
こ
と
な
く
、
次
の
取

組
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ス
テ
ッ
プ
2
の
「
体
制
整
備
」
は
、
総

務
省
も
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
手
順
書

で
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
庁
内
に
Ｄ
Ｘ
推

進
担
当
部
門
を
設
置
す
る
こ
と
で
す
。
人

手
不
足
で
担
当
部
門
を
設
置
で
き
な
か
っ

た
り
、
担
当
者
を
決
め
ら
れ
な
か
っ
た
り

す
る
市
町
村
も
あ
り
ま
す
が
、
旗
振
り
役

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
担
当
課
だ
け
が
頑

張
っ
て
も
、
全
庁
的
な
機
運
は
高
ま
り
ま

せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
を
巻
き
込
み
な

が
ら
、
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

課
題
抽
出
は
不
可
欠
の
過
程

　

ス
テ
ッ
プ
3
の
「
課
題
抽
出
」
の
段
階

で
は
、
職
員
に
「
何
か
困
っ
て
い
る
こ
と

は
な
い
か
」
と
尋
ね
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
化

で
改
善
で
き
そ
う
な
こ
と
を
す
ぐ
に
提
案

し
て
く
れ
る
人
は
、
ま
ず
い
ま
せ
ん
。
潜

在
的
な
課
題
を
見
つ
け
出
す
こ
と
は
、
特

に
難
し
い
も
の
で
す
。
こ
れ
に
気
付
く
に

は
、
自
分
の
組
織
や
地
域
の
理
想
像
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
こ
と
で
、
理
想
と
現
実
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
課
題
だ
と
理
解
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
組
織
の
中
で
「
ど
う
せ
言
っ
て

も
…
」
と
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
現
状
に

笠松　智氏
（かさまつ・さとし）

東日本電信電話株式会社北海道事業部
ビジネスイノベーション部
まちづくり推進グループグループ長
P r o f i l e
昭和 43 年札幌市出身。62 年日本電信電
話入社。平成 11 年東日本電信電話勤務。
令和2年上士幌町へ出向。4年から現職。

事
例
報
告
令
和
5
年
度 

市
町
村
職
員
政
策
研
修
会

道
内
自
治
体
に
お
け
る

ま
ち
づ
く
り
Ｄ
Ｘ
の
事
例
に
つ
い
て
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る
よ
う
な
事
態
が
起
き
て
し
ま
い
ま
す
。

　

石
川
県
金
沢
市
は
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
育

成
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
私

は
令
和
2
年
9
月
に
初
め
て
市
役
所
を
訪

れ
ま
し
た
が
、
昔
な
が
ら
の
状
態
で
書
類

が
山
積
み
で
し
た
。
こ
う
し
た
状
態
を
根

本
的
に
変
え
る
に
は
①
ト
ッ
プ
の
強
い
意

志
②
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
温
か
い
理
解
③
若
い

人
材
の
育
成
─
が
必
要
で
し
た
。
市
は

「
Ｄ
Ｘ
推
進
会
議
」
を
組
織
し
、
令
和
3

年
3
月
か
ら
毎
月
会
議
を
開
き
ま
し
た
。

5
人
の
外
部
有
識
者
と
市
長
、
担
当
局

長
、
担
当
課
長
の
ほ
か
、
議
題
に
応
じ
て

他
の
課
長
も
参
加
し
ま
し
た
。
市
長
は
毎

回
出
席
し
て
率
直
な
意
見
を
言
う
の
で
、

庁
内
の
意
識
改
革
が
進
み
、
課
長
級
の
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

改
革
の
原
動
力
と
し
て
、
2
千
人
の
職

員
の
中
か
ら
１
０
０
人
の
「
デ
ジ
タ
ル
行

政
推
進
リ
ー
ダ
ー
」
を
育
成
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
半
年
で
１
５
０
時
間
の
研
修

を
受
講
さ
せ
、
手
早
く
簡
単
に
業
務
系
の

ア
プ
リ
を
作
成
で
き
る
ロ
ー
コ
ー
ド
を
使

う
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
て
ま
す
。
毎

年
20
人
、
5
年
で
１
０
０
人
を
育
て
る
計

画
で
す
。
受
講
者
の
中
に
は
、
い
ま
ど
き

エ
ク
セ
ル
も
触
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う

30
代
の
職
員
も
い
ま
し
た
が
、
半
年
後
の

発
表
会
で
は
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
業
務
改
善

を
提
案
す
る
ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。
4

人
1
組
に
よ
る
業
務
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
半
年
前
ま
で
デ
ジ
タ
ル
の
素
人

だ
っ
た
職
員
た
ち
が
「
セ
ー
フ
テ
ィ
通
学

路
マ
ッ
プ
」
と
い
う
ア
プ
リ
を
作
成
す
る

な
ど
、
高
い
レ
ベ
ル
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
関
わ

る
職
員
に
は
、
専
門
知
識
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
特
に
シ
ス
テ
ム
を
特
定
企
業
の
技

術
や
製
品
に
依
存
し
た
構
成
に
し
て
、
他

社
へ
の
乗
り
換
え
が
困
難
に
な
る
「
ベ
ン

ダ
ー
ロ
ッ
ク
イ
ン
」
を
防
ぐ
に
は
、
企
業

の
担
当
者
と
シ
ス
テ
ム
の
仕
様
に
つ
い
て

議
論
し
た
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
実
際
の

業
務
に
取
り
入
れ
た
り
で
き
る
能
力
を

持
っ
た
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
融
合

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
首
都
・
ブ
エ
ノ
ス
ア

イ
レ
ス
都
市
圏
に
あ
る
人
口
約
3
万
人
の

テ
ィ
グ
レ
市
は
、
デ
ル
タ
（
三
角
州
）
地

区
を
観
光
鉄
道
が
走
る
観
光
地
で
す
。
ス

リ
な
ど
の
街
頭
犯
罪
の
増
加
や
深
刻
な
交

通
渋
滞
に
よ
る
観
光
客
の
減
少
が
課
題
と

な
り
、
市
、
警
察
、
消
防
な
ど
が
集
ま
り

対
策
を
議
論
し
ま
し
た
。
縦
割
り
の
組
織

が
会
合
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
物
理
的
に

同
じ
場
所
で
仕
事
を
し
よ
う
と
、
合
同
の

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、
監

視
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
犯
罪
の
抑
止
や
交
通

情
報
の
共
有
を
始
め
ま
し
た
。
中
心
部
の

駐
車
場
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
車
列
が
渋

滞
の
原
因
だ
っ
た
の
で
、
道
路
情
報
が
見

ら
れ
る
ア
プ
リ
を
提
供
し
た
り
、
市
街
地

手
前
に
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場
を

設
け
、
観
光
船
や
公
共
交
通
を
利
用
し
て

も
ら
っ
た
り
す
る
取
組
を
進
め
ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
だ
け
で
な
く
、
ア
ナ
ロ
グ
な

施
策
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
犯
罪
を
減

ら
し
、
渋
滞
を
緩
和
す
る
こ
と
で
、
観
光

客
が
戻
り
始
め
ま
し
た
。
そ
の
収
入
を
デ

ル
タ
地
区
の
新
た
な
観
光
投
資
に
充
て
る

こ
と
で
、
観
光
客
が
さ
ら
に
増
え
る
と
い

う
好
循
環
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

Ｄ
で
は
な
く「
Ｘ
」を
考
え
る

　
「
Ｄ
Ｘ
で
役
所
を
変
え
ろ
」
と
言
う
首

長
が
い
ま
す
。
し
か
し
、
Ｄ
Ｘ
の
本
質
と

は
、
デ
ジ
タ
ル
の
「
Ｄ
」
で
は
な
く
、
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
「
Ｘ
」
な

の
で
す
。
出
発
点
は
「
現
在
の
課
題
は
何

か
」
と
い
う
こ
と
を
自
分
た
ち
で
考
え
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
を
い
き
な

り
導
入
し
て
も
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
課

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
原
因
を
突
き
止

め
、
問
題
点
を
解
決
す
る
と
い
う
姿
勢
こ

そ
が
大
切
で
す
。
ア
ナ
ロ
グ
で
も
、
仕
組

み
を
変
え
る
だ
け
で
、
住
民
の
満
足
度
向

上
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
人
材
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
問
題
意

識
を
持
ち
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
存
在

す
る
問
題
点
を
発
見
で
き
る
資
質
で
す
。

　

業
務
の
見
直
し
を
始
め
る
と
、
一
時
的

に
業
務
量
が
増
え
ま
す
。
現
在
の
業
務
と

並
行
し
て
見
直
し
作
業
を
進
め
る
こ
と
に

な
り
、
仕
事
が
増
え
る
の
で
誰
も
や
り
た

が
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
を
乗
り
越

え
な
け
れ
ば
Ｄ
Ｘ
は
進
ま
ず
、
仕
事
の
や

り
方
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
、
効

率
性
を
重
視
す
る
若
者
に
魅
力
的
な
就
職

先
と
し
て
選
ん
で
も
ら
え
ま
せ
ん
。
首
長

と
管
理
職
、
そ
し
て
一
般
職
員
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
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高
齢
者
の
安
心
を
高
め
る
に
は

　

3
つ
目
は
高
齢
者
の
見
守
り
で
す
。
人

手
不
足
に
悩
む
市
町
村
に
は
、
直
接
訪
問

が
で
き
な
く
て
も
高
齢
者
の
安
否
や
健
康

状
態
を
把
握
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ

る
一
方
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
は
高
齢

者
に
と
っ
て
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
の
声
も

あ
り
、
高
齢
者
に
と
っ
て
優
し
い
デ
ジ
タ

ル
機
器
の
活
用
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

高
齢
者
向
け
に
モ
ニ
タ
ー
付
き
の
Ａ
Ｉ

ス
ピ
ー
カ
ー
を
導
入
し
た
事
例
が
あ
り
ま

す
。
毎
朝
起
き
る
と
「
体
調
は
ど
う
で
す

か
」
と
声
を
掛
け
、
必
ず
「
は
い
」
か

「
い
い
え
」
で
答
え
て
も
ら
い
ま
す
。
利

用
者
が
「
い
い
え
」
と
返
事
を
し
た
時

は
、
民
生
委
員
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
、
地
域
の
見
守
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
自
動
的
に
メ
ー
ル
が
届

き
、
よ
り
能
動
的
な
ケ
ア
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
実
際
に
利
用
し
た
高
齢
者
に
は
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
Ａ
Ｉ
ス

ピ
ー
カ
ー
を
通
じ
て
、
ラ
ジ
オ
体
操
や
運

動
を
呼
び
掛
け
る
な
ど
、
高
齢
者
の
健
康

増
進
に
つ
な
が
る
よ
う
な
新
し
い
コ
ン
テ

ン
ツ
を
提
案
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

4
つ
目
は
介
護
予
防
事
業
で
す
。
Ｄ
Ｘ

を
活
用
し
た
介
護
予
防
の
取
組
と
し
て
高

齢
者
を
対
象
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム

で
相
手
と
対
戦
す
る
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」
を

活
用
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
企
画
や
運
営
の
支
援
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」
に
は

脳
機
能
や
注
意
力
、
判
断
力
が
向
上
す
る

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、
若
者
と
の
交
流
な

ど
を
通
じ
て
、
認
知
症
リ
ス
ク
の
軽
減
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
買
い
物
難
民
」を
支
え
る

　

5
つ
目
は
ス
マ
ー
ト
ス
ト
ア
で
す
。
後

継
者
難
や
労
働
者
不
足
で
、
地
域
の
商
店

な
ど
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
ま
す
。
公
共

交
通
の
廃
止
や
縮
小
、
運
転
免
許
の
自
主

返
納
な
ど
で
、
高
齢
者
の
行
動
範
囲
が
ま

す
ま
す
狭
ま
っ
て
い
ま
す
。
人
手
不
足
の

影
響
で
店
舗
の
閉
店
時
間
も
早
ま
り
、
働

き
盛
り
の
世
代
が
仕
事
を
終
え
て
帰
宅
す

る
頃
に
は
、
買
い
物
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

地
域
で
増
加
す
る
「
買
い
物
難
民
」
を

支
え
る
「
ス
マ
ー
ト
ス
ト
ア
」
が
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
普
及
で
比
較
的
容
易
に
導
入
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
無
人
の

店
舗
に
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
か
ざ
し
て
入
店

し
ま
す
。
決
済
も
無
人
で
行
う
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
最
小
の
コ
ス
ト
で
運
営
で
き

ま
す
。
商
品
の
仕
入
れ
、
品
出
し
や
清
掃

な
ど
に
人
手
は
必
要
で
す
が
、
常
駐
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
店
内
の
カ
メ
ラ
で

取
得
し
た
行
動
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、
お

客
さ
ん
が
ど
ん
な
商
品
に
興
味
が
あ
る
の

か
分
析
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
カ
メ
ラ

に
は
防
犯
の
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
効
果
と
は

　

上
士
幌
町
で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
Ｄ

Ｘ
を
活
用
す
る
た
め
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。
喜
ん

で
も
ら
え
る
か
ど
う
か
は
、
正
直
な
と
こ

ろ
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
に
は
「
高

齢
者
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
使
え
る
わ
け
が
な

い
」
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に

配
っ
て
み
る
と
、
思
い
の
ほ
か
使
い
こ
な

し
て
お
り
「
見
守
ら
れ
て
い
る
安
心
感
が

あ
る
」「
私
た
ち
に
も
使
え
る
」
と
い
う

声
も
あ
り
ま
し
た
。
家
族
と
の
ビ
デ
オ
通

話
を
体
験
し
た
人
は
「
顔
を
見
て
話
が
で

き
る
の
が
楽
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
会
に
ガ
ラ
ケ
ー
を
ス
マ
ホ

に
買
い
換
え
た
と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
町
職
員
に
話
を
し
た
時
は
「
予

算
が
通
ら
な
い
」
と
か
「
デ
ジ
タ
ル
な
ん

て
無
理
」
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
庁

内
で
実
装
し
、
操
作
方
法
を
学
ん
で
も

ら
っ
た
上
で
住
民
へ
の
説
明
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、
2
カ
月
後
に
は
「
効
率
化
に

役
立
つ
」「
も
っ
と
活
用
し
た
い
」「
Ｄ
Ｘ

も
や
れ
ば
で
き
る
」
と
い
う
声
が
増
え
ま

し
た
。
こ
れ
は
と
て
も
良
い
こ
と
で
す
。

　
「
学
習
性
無
力
感
」
と
い
う
現
象
が
あ

り
、
ス
ト
レ
ス
に
長
期
間
さ
ら
さ
れ
る

と
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
意

欲
を
失
っ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
で
は
、

成
功
の
鍵
は
何
か
と
い
う
と
、
小
さ
な
成

功
体
験
の
積
み
重
ね
で
す
。
ガ
ラ
ケ
ー
か

ら
ス
マ
ホ
に
替
え
た
世
代
は
最
初
、
何
が

便
利
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

気
が
付
け
ば
手
放
せ
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
、
本
当
に
効

果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
、
次
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
積

み
重
ね
こ
そ
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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不
満
を
持
つ
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

あ
る
市
町
村
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
毎

月
発
行
の
広
報
誌
に
よ
る
情
報
発
信
を
強

化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
す
る
と
、
防
災
情
報
の
発
信
を
充

実
し
た
い
と
言
う
職
員
が
い
ま
し
た
。
環

境
担
当
の
職
員
は
、
出
没
が
増
え
て
い
る

ヒ
グ
マ
の
情
報
を
い
ち
早
く
伝
え
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
共
通
す
る
の
は
、
住

民
に
向
け
た
プ
ッ
シ
ュ
型
の
情
報
発
信
で

あ
り
、
防
災
と
環
境
の
担
当
者
が
一
緒
に

な
っ
て
課
題
解
決
の
方
法
を
考
え
て
い
こ

う
と
い
う
発
想
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

職
員
同
士
が
話
し
合
う
こ
と
で
、
職
員

自
身
の
問
題
意
識
が
向
上
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
他
の
課
で
も
同
じ
よ
う
な
悩
み
を

抱
え
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
全
庁
的
な
課
題
抽
出
は
不
可
欠

な
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
市
町
村
が
抱
え
る
課

題
を
抽
出
す
る
と
、
地
域
で
く
す
ぶ
っ
て

い
た
問
題
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
課
題
が
出
て
く
る
と
「
ど
こ
か
ら

手
を
付
け
れ
ば
い
い
の
か
」
と
い
う
議
論

に
も
な
り
ま
す
。
優
先
順
位
を
考
え
る
上

で
は
、
グ
ラ
フ
の
縦
軸
を
必
要
性
、
横
軸

を
緊
急
性
と
考
え
、
ど
ち
ら
も
高
い
も
の

を
最
優
先
に
取
り
組
み
ま
す
が
、
た
く
さ

ん
の
課
題
が
最
優
先
に
片
寄
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
絞
り
込
み
に
は
「
発
展
性
」
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
い
ま
す
。
1
つ
の

課
題
を
解
決
す
る
こ
と
で
、
関
連
す
る
他

の
課
題
解
決
に
も
つ
な
が
る
よ
う
な
取
組

を
優
先
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ゴ
ー
ル
で
何
を
目
指
す
の
か

　

最
後
の
ス
テ
ッ
プ
4
で
は
「
計
画
と
実

装
」
の
段
階
に
な
り
ま
す
。
課
題
解
決
の

方
向
性
を
定
め
、
何
が
ゴ
ー
ル
な
の
か
明

確
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
住
民
へ
の

情
報
配
信
に
例
え
る
と
、
情
報
量
を
増
や

し
た
い
の
か
、
住
民
に
情
報
が
き
ち
ん
と

伝
わ
る
受
取
率
の
向
上
を
図
り
た
い
の
か

と
い
う
方
向
性
の
違
い
に
よ
り
、
目
標
も

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
が
ゴ
ー

ル
で
は
な
く
、
課
題
解
決
が
ゴ
ー
ル
な
の

で
す
。
Ｄ
Ｘ
で
何
を
実
現
し
た
い
の
か
を

明
確
に
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
が
、
デ
ジ

タ
ル
化
が
正
解
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ア
ナ

ロ
グ
の
方
が
良
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
解

決
方
法
の
明
確
化
は
、
計
画
策
定
や
実
装

の
段
階
で
は
特
に
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

4
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
経
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
「
ど
う
進

め
れ
ば
い
い
の
か
」
と
い
う
迷
い
が
無
く

な
り
、
優
先
順
位
を
考
え
る
上
で
も
「
何

か
ら
始
め
れ
ば
い
い
の
か
」
と
い
う
悩
み

を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
町
村
の
情
報
発
信
と
Ｄ
Ｘ

　

市
町
村
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
業
務
効
率
化
に
つ
な
が
る
、
ま
ち
づ
く

り
Ｄ
Ｘ
の
事
例
を
5
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

1
つ
目
は
情
報
発
信
で
す
。
無
料
通
信

ア
プ
リ
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
の
「
既

読
」
の
よ
う
な
機
能
で
、
ど
れ
だ
け
の
住

民
に
情
報
が
伝
わ
っ
た
の
か
を
確
認
し
た

い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
防
災
行

政
無
線
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
健
診

受
診
の
呼
び
掛
け
や
ヒ
グ
マ
出
没
へ
の
注

意
喚
起
な
ど
、
住
民
に
と
っ
て
重
要
な
情

報
の
〝
開
封
率
〟
を
上
げ
た
い
と
い
う
声

も
あ
り
ま
す
。
防
災
系
の
情
報
配
信
シ
ス

テ
ム
は
、
平
時
も
利
用
で
き
る
も
の
が
あ

り
、
拡
声
器
や
戸
別
受
信
機
、
ス
マ
ホ
や

携
帯
電
話
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、
多
様
な
端
末

に
向
け
た
情
報
配
信
が
ワ
ン
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
や
戸
別
受
信
機
の
位
置
情
報
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
ど
の
住
民
が
ど
こ
に

い
る
時
に
情
報
を
受
信
し
た
の
か
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
配
信
し
た
情
報

を
受
け
取
っ
た
人
が
何
パ
ー
セ
ン
ト
い
る

の
か
、
何
パ
ー
セ
ン
ト
が
既
読
だ
っ
た
の

か
も
分
か
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
上

で
配
信
エ
リ
ア
を
選
び
、
必
要
に
応
じ
て

再
配
信
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

水
道
検
針
の
効
率
化
に
活
用

　

2
つ
目
の
事
例
は
水
道
検
針
で
す
。
最

近
は
、
検
針
員
の
人
手
不
足
が
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
冬
は
積
雪
の
た
め
、
水

道
メ
ー
タ
ー
の
あ
る
場
所
に
立
ち
入
る
こ

と
が
で
き
ず
、
検
針
が
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
も
耳
に
し
ま
す
。
水
道
管
の
老
朽
化

に
よ
る
漏
水
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
、
大
量
の

水
道
水
が
流
出
し
て
、
大
き
な
被
害
に
つ

な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
最
近
は
水
道

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
活
用
し
て
遠
隔
自

動
検
針
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
。
携
帯
電
話
の
通
信
規
格
で

あ
る
Ｌ
Ｔ
Ｅ
、
低
消
費
電
力
で
長
距
離

デ
ー
タ
通
信
が
可
能
な
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
な
ど
の

無
線
通
信
技
術
を
組
み
合
わ
せ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
遠
隔
検
針
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
既
存
の
水
道
メ
ー
タ
ー
の
そ
ば
に

通
信
端
末
を
付
け
る
だ
け
済
み
ま
す
。

　

在
宅
中
で
あ
れ
ば
水
を
1
滴
も
使
わ
な

い
日
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
、
水
道
の
使
用
状
況
か
ら
高
齢
者
の
見

守
り
や
安
否
確
認
に
活
用
で
き
る
と
い
う

話
も
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
お
住
ま
い
で

水
道
が
使
わ
れ
て
い
な
い
日
が
続
い
て
い

る
こ
と
が
分
か
れ
ば
、
何
ら
か
の
異
変
が

生
じ
て
い
る
と
い
う
こ
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「プラクティス」の発行回数を変更します
　市町村政策情報誌「プラクティス」は、平成 21 年９月の創刊から、通算 43 号の
誌齢を重ねて参りました。これまで取材や情報提供など、多大なるご協力を賜りま
した市町村の皆様に心よりお礼申し上げます。さて、当協会の事業見直しの一環と
して、年３回の発行回数を令和６年度から 10 月と３月の年２回に変更することと
いたしましたのでお知らせします。なお、今後とも、市町村の政策情報や地域活性
化に向けた特色ある取組に特化した誌面づくりに努めて参りますので、ご愛読の皆
様にはご理解を賜りますようお願いいたします。

編集担当○○×余録
▼ 報道の仕事をしていたその昔─。奥行きのある俯瞰した構図の写真が撮りたいと
思ったときや、壁やドアなど障害物の向こうに被写体があるとき（家宅捜索の時と
か）には、まずは背伸び。次は頭上にカメラを掲げ、目見当でシャッターを切る。
もっと高さが必要になると三段脚立、四段脚立とエスカレートし、車の屋根によじ
登ることも。脚立から転落し怪我したことも数知れず。何とかと煙は高い所が─と
後ろ指をさされ…。ドローンがあれば、どれだけ便利だったのだろうと思います。
▼ ネット上のニュースサイトなどで「ドローン」をキーワードに検索すると「ウク
ライナ」「ロシア軍」「フーシ派」などの単語が目立ちます。軍事技術を民生技術に
転用することをスピンオフ、その逆をスピンオン、軍民の境界があいまいな技術を
デュアルユースと呼びます。軍事用ドローンの目として、日本製デジタルカメラが
使用されたり、民生用ドローンが軍事転用されたりすることも。多様で複雑な先端
技術をどう使っていくのか。関心を持って見守っていきたいものです。〈ま〉

政策力形成ゼミナールを開催しました

　「政策力形成ゼミナール」は、当協会の調査研究事業の一環として、北海道大学公共政策大学院客員教授
で、一般社団法人・地域研究工房代表理事を務める小磯修二氏を主任講師としてお迎えし、市町村職員の政
策形成能力の一層の向上を目的とする事業です。第１回を令和５年８月 24・25 日、第２回を 10 月 26・27 日
に北海道自治会館で開催し、11 人の市町職員が参加しました。
　第１回は、小磯氏による「北海道における地域政策の系譜」「北海道の地域経済構造の特性」「地域分析の
手法─ＥＢＰＭの視点─」をテーマとする講義の後、参加者全員で活発な討議を行いました。
　第２回は、國學院大學観光まちづくり学部の塩谷英生教授、公益財団法人北海道環境財団の宇山生朗氏を
客員講師としてお招きしました。塩谷教授は「市町村における観光政策の課題と戦略─経済効果を高めるた
めの施策体系─」について、宇山氏は「脱炭素が地域にもたらすものは？」をテーマとする講義と、温室効
果ガス排出量の削減を進めるロールプレイング型のカードゲームを通じて、地域における脱炭素施策の在り
方について理解を深めました。
　本ゼミナールは令和６年度も引き続き開催する予定です。参加者の募集等につきましては、当協会ホーム
ページ及び各市町村の職員研修等担当課にＥメールでお知らせする予定です。

▲ 小磯主任講師による講義 ▲ 脱炭素を考えるカードゲームの様子
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04 ●1   自治体ＤＸの本質とは何か デジタル技術で社会を変える 変革を邪魔しない包容力が必要だ
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07 ●2   ドローンを使いこなすための基礎知識 ドローン利活用の現状と課題 マルチユースで運用コストの抑制を
─ ＮＰＯ法人Ｄｉｇｉｔａｌ北海道研究会副理事長 北海道ドローン協会事務局長　藤原　達也さん

10 ●3   スマート農業に欠かせないドローン
スマート農業を支えるドローン技術 北海道から農業の未来ビジョンを
─ 北海道大学大学院農学研究院長 教授　野口　伸さん

13 ●4   安全なドローン飛行のために必要なこと 
確かな技術と知識で安全な飛行を ドローン新時代を担う人材を育てる
─ 北日本スカイテック株式会社 専務取締役　白川　努さん

  【現場からの報告】
16 Report ●1   デジタル化が進む建設業界

躍進を続ける国内のドローン市場 デジタル化が進む建設業界がリード
20 Report ●2   災害現場にドローンの目を！
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24 Report ●3   一次産業でもドローンが活躍

先行する農業分野でのドローン活用 高額の購入費や技術者の確保が課題に
28 Report ●4   まちづくりにドローンを使う！

地域課題の解決にドローンを活かす 物流や観光など幅広い分野で取組が拡大
32  ［NEWS TOPIC］　次世代半導体メーカー「ラピダス」の道内進出について ～半導体ってどんなもの？～
34  ［FRONT LINE］　 市町村の第一線

❶ 「ブルーカーボン」で海中に温室効果ガスを吸収 特産の天然コンブで脱炭素化を推進〈えりも町〉
❷ 村営路線バス「むらバス」が快走！ 乗客の目線で利便性と持続可能性を追求〈赤井川村〉

40   ［道総研コラム］　 地域と共に歩む道総研 第８回 戦略研究「エネルギー」の研究成果
─地方独立行政法人北海道立総合研究機構　産業技術環境研究本部

42  ［健康コラム］　肥満とは　─札幌医科大学教授　當瀬　規嗣氏
44  ［鉄道コラム］　人と町と、鉄道と　公共交通で行く日本の東西南北端点　─フォトライター　矢野　直美氏
46  ［弁護士コラム］　 裁判の土地管轄と民事裁判手続きのＩＴ化　─弁護士　佐々木　泉顕氏／下矢　洋貴氏
48  ［市町村の動き］　 恵庭市／当別町／小樽市／倶知安町・ニセコ町／苫小牧市／浦河町／東川町／幕別町
52  ［令和５年度市町村職員政策研修会］ 

講　　演　ＤＸ時代の人材育成について　─早稲田大学大学院政治経済学術院教授　稲継　裕昭氏
事例報告　 道内自治体におけるまちづくりＤＸの事例について　

─東日本電信電話株式会社北海道事業部　ビジネスイノベーション部まちづくり推進グループグループ長　笠松　智氏

58  ［協会 Information］　 令和５年度（2023 年度）研修事業の実施報告／令和６年度（2024 年度）研修事業の実施予定　
政策力形成ゼミナールを開催しました

60 ［市町村職員フォトグラフ］　この大地に生きて　─網走市地域おこし協力隊　桑原　志保美さん

本誌名「プラクティス」の由来
「プラクティス」＝「実行」の意味。自治体職員が業務で直接活用
できる実践的な情報誌という趣旨で名づけました。

PRPRAACTICECTICE
市 町 村 振 興 協 会 コ ー ナ ー

Information

令和6年度（2024 年度）研修事業の実施予定
※参加者募集や開催のご案内は、各市町村の職員研修等担当課にEメールでお知らせします。

協会設立 45 周年記念「北海道市町村長交流セミナー」
時代の流れに即したテーマにより、市町村長を対象にした研修会を行います。
・時期　令和6年7月 12 日（金）　・場所　北海道立道民活動センター　かでる2・7（札幌市中央区北2条西7丁目）

市町村職員外国派遣研修
海外で先進的な取組を進める国や自治体等の事例を学び、市町村職員の資質の向上や人材の育成を図ります。
・時期　令和6年9月　　　　　　・研修先　ヨーロッパ方面における研修実施を予定しています。

市町村職員国内先進事例研修
道内外で先進的な取組を進める市町村等の事例を学び、市町村職員の資質の向上や人材の育成を図ります。
・時期　令和5年9〜10 月　　　   ・研修先　道外（九州方面）における研修実施を予定しています。

市町村職員政策研修会
市町村職員等を対象に、地方自治に関する知識や能力を高めることを目的としています。従来の開催方法を見直し、
年3回程度の予定で比較的少人数のグループワークやトークセッションを取り入れた新たな形式で開催することを検
討しています。

市町村職員国内先進事例研修（道内）
・期　間　令和5年 10 月 30 日〜11 月1日（2泊3日）
・参加者　市町村等職員 17 人、事務局職員3人
・研修先及び内容
　①当別町：当別町役場
　　�対話型人工知能（AI）「チャットGPT」を活用した業務効率化
　②栗山町：栗山煉瓦倉庫「くりふと」
　　ものづくりを通じた住民協働のまちづくりと雇用の創出
　③札幌市：北海道大学スマート農業教育研究センター
　　最先端技術を活用した農業を取り巻く課題解決
　④安平町：早来学園、はやきた子ども園
　　地域一体型の子どもが主役となるまちづくり
・施設見学　北海道ボールパーク「Fビレッジ」（北広島市）、子ども室内遊戯施設「はれっぱ」（南幌町）

令和5年度（2023 年度）研修事業の実施報告

※研修の詳しい内容を載せたレポート集は、後日、本協会ホームページに掲載します。

▲�ファブラボ栗山の施設見学（栗山町）

▲�北海道大学スマート農業教育研究センター（札幌市） ▲�はやきた子ども園の施設見学（安平町）
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市町村職員
フォトグラフ こ の 大 地 に 生 き て

冬の北海道の代名詞になった流氷

海の恵みと共にあるまちの海岸線には、たくさんの釣りざおが並ぶ

　網走といえば監獄が有名ですが、海の恵みと共に
生きているまちでもあります。それは大昔から続いて
おり、本州が古墳時代の頃、北海道のオホーツク海
沿岸には、北方からやって来た海洋漁猟民族による
オホーツク文化が広がっていました。
　市内のモヨロ貝塚をはじめとする遺跡には、たくさ
んの海の幸を食べた跡があり、土器からも海や自然
と共に生きてきた様子が伺えます。また、頭に土器
を被せる埋葬方法や、祭壇に熊の頭蓋骨を並べるな
ど、シャーマニズムが根付いた文化だったと言われ
ています。しかし、オホーツク文化は３～400 年ほど
で北海道から姿を消してしまいました。未だに謎に包
まれた太古のロマンを感じられるまち・網走。ぜひ海
と共に生きた歴史に触れる旅へお越しください。

（くわばら・しほみ）札幌市立高等専門学校（当時）を卒業後、陶芸
家を目指して佐賀県の工房で働いていたが、ひょんなことから漫画家
としてデビューすることになり札幌へ戻る。四コマ漫画を 19 年間連
載しながら、モンゴルの民族楽器である馬頭琴を学ぶ。網走市のモ
ヨロ貝塚館でオホーツク文化を知り衝撃を受け、網走移住を決めた。

網走市地域おこし協力隊　桑原　志保美 さん

オホーツク文化の住居には、熊の頭蓋骨を並べた祭壇が
あったと考えられている
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